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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プルル、と鳴った電話をワンコールで取って、佐さ伯えき理り玖くはサッとメモ帳を引き寄せた。

「はい、佐伯探たん偵てい事務所です。……はい、浮うわ気き調査のご相談ですね。ではまずお名前を……」

　デスクに座ったまま受話器を肩かたで挟はさんで、必要事じ項こうを聞き取っていく。事務所のメンバーのスケジュールを思い返して、理玖はてきぱきと相談の日取りを組んだ。

「はい、……はい。では、お待ちしております。よろしくお願いいたします」

　相手が切るのを待ってから受話器を置いたところで、背後からポンと肩を叩たたかれる。振ふり返ると、この探偵事務所の所長であり、叔父おじの佐伯郁いく也やが立っていた。

「所長、ちょうど今、浮気調査の依い頼らいが……」

「……成長したねえ、理玖」

　メモを千切って渡わたそうとした理玖だったが、感かん慨がい深ぶかげにそうため息をついた郁也が、ガバッと背中から抱だきついてくる。座っていたイスごとぎゅうぎゅう抱きしめられて、理玖は目を丸くして慌あわてた。

「ちょ……っ、郁兄っ、やめてっ、苦しい！」

「最初の頃ころは電話一本取るのもあんなにアタフタしてたのに、すっかりデキる秘書さんみたいになっちゃって」

「そりゃ、一年も勤めてたら慣れるよ……！　いいから放してってば！」

　恥はずかしいでしょ、と真っ赤になって怒おこる理玖だが、郁也はお構いなしに理玖の頭に頰ほおを擦こすりつけてくる。

「おろおろしてた理玖も可愛かわいかったけど、キリッとして電話受けてる理玖も可愛いよねえ」

「可愛……、郁兄、僕もう二十一……」

　呆あきれながらツッコミをいれると、窓まど際ぎわからくすくすと笑い声が聞こえてきた。

「駄だ目めよ、理玖くん。所長ったら、生きつ粋すいの叔父バカだもの。理玖くんがおじいちゃんになっても可愛いって言うわよ、きっと」

「凉りよう子こさん……、見てないで助けて下さい」

「やぁよ、私今煙草たばこ休きゆう憩けい中なの」

　開けた窓の外に紫し煙えんを逃にがし、細い指に挟んだ煙草をひらひら振ってみせる彼女は、綾あや藤ふじ凉子と言う。この佐伯探偵事務所の紅一点であり、創設当時からの唯ゆい一いつのメンバーでもある。

「凉子さん、これどうぞ。新しい灰皿、使って下さい」

「あら、気が利きくわね、高たか橋はし。ありがと」

「は……っ、いえっ、これくらいっ」

　にっこり笑った凉子に灰皿を差し出しながら声を上擦らせたのは、高橋健けん太た。理玖よりも二つ年上だが、半年前にメンバーに加わったばかりで、事務所の中では一番の新顔だ。

「健太さん……」

　目線で健太にも助けを求めた理玖だったが、健太は煙草の吸い殻がらがてんこ盛りな灰皿を片づけながら、感心しきりといった様子でこちらを眺ながめてきた。

「それにしても佐伯所長と理玖くん、本当に似てますね。叔父と甥おいっていうより兄弟みたい」

「所長、若作りだしねぇ」

　同調した凉子に、郁也が苦く笑しようする。

「若作りってひどいな、凉子。うちは童顔な家系なの。さてと、理玖、メモちょうだい」

「……最初っから、メモ持ってくだけにして下さい、所長」

　憮ぶ然ぜんとしながらも、理玖は千切ったメモ帳を郁也に渡した。内容を確かく認にんしながら窓際の自分のデスクに歩み寄った郁也が、それを凉子に手て渡わたす。

「凉子、この浮気調査依頼の相談、担当してくれる？」

「はーい。依頼人、女性？　ふーん、去年くらいから夫の態度がおかしいのね」

　これはじっくりお話聞かないと、と凉子が呟つぶやく。頼たのむね、と言いおいて、郁也が自分のデスクから別の調査ファイルを取り出した。

「それと、高橋くんが明日あしたから取りかかる予定の素行調査の件なんだけど、凉子にもサポートに入ってもらいたいんだ。ミーティングするから、二人ともちょっといいかな」

　二人を呼び、ファイルを広げ始める。段取りを確認するなら地図帳がいるだろうな、と見当をつけて、理玖は壁かべ際ぎわに据すえ付けられた本ほん棚だなに歩み寄った。

　ここは、理玖が一年前からアルバイトをしている佐伯探偵事務所である。この春大学四年生になった理玖は、就職活動をしながら、叔父である郁也の事務所でアルバイトを続けていた。

（そろそろ就活に専念した方がいいのかもしれないけど……）

　でもなあ、とチラッと後ろを振り返った理玖は、山のように資料が積まれた叔父のデスクにこっそり苦笑を漏もらした。

　ただでさえ多た忙ぼうな叔父は、結構な散らかし魔までズボラだ。理玖が就活で二、三日バイトを休むといつもこうなので、安心して就活に専念できない。

（……なんて、そんなのただの言い訳だって、自分でも分かってるけど）

　ため息をついて、理玖は本棚から必要になりそうな地図帳を抜ぬき出した。

　幼い頃からよく遊んでくれた叔父の事を、理玖は郁兄と呼んで慕したっている。今年三十六になる叔父だが、その容よう貌ぼうは二十代後半くらいにしか見えない。健太に限らず、初対面の人は理玖と郁也が並んでいると、まず間ま違ちがいなくご兄弟ですかと聞いてくるほどだ。

　とはいえ、理玖自身は、郁也とそれほど顔が似ていると思った事はない。親しん戚せきの欲よく目めを引いても、郁也はまず間違いなく美形だと思うからだ。自分の事を童顔だと言った郁也だが、童顔だから若く見えるのではなく、美形だから若く見えるのだと理玖は思う。

　中性的でやわらかな雰ふん囲い気きの郁也だが、元刑けい事じという経歴の持ち主で、その頃の人脈を活いかし、四年ほど前にこの事務所を立ち上げた。ここに依頼に来る人たちは皆みな、なんらかのトラブルを抱かかえているが、郁也はその誰だれしもに穏おだやかに接し、親身になってトラブルを解決しており、今や業界屈くつ指しの腕うで利きき所長として知られている。

（それに引き替かえ、僕は……）

　肩を落として、理玖は事務所の壁かべにかけられている鏡に映った自分の顔から目を背そむけた。

　理玖は、あまり自分の顔が好きではない。というのも、幼い頃からずっと、同級生たちに女みたいだとからかわれる事が多かったからだ。いじめっ子たちに立ち向かうほど気が強くなかった理玖は、以来すっかり内向的になり、友達も少ないままだった。

　成人してからはさすがに性別を間違われる事も減ったが、それまではさんざんだった。

　中学生の頃、初めて好きになった女の子に告白した時は、自分より可愛い男とは付き合えないと振られたし、高校生の頃は通学の際に何度も痴ち漢かんに遭あった。大学生になっても、男からナンパされる事は数知れず、この顔で損する事は多々あれど、得した事はひとつもなかった。

　色白で平均身長より少し低い背、華きや奢しやな体つきは、十代の頃からあまり変わっていない。黒目がちで大きな瞳ひとみはアーモンド形で、長い睫まつげは頰に影かげができるほどだ。天然で色素の薄うすい細い髪かみ、低くはないけれど小さな鼻、ぷっくりした唇くちびると、少女めいた顔にリクルートスーツはあまりに似合わなくて、理玖はここのところ、毎朝鏡を見るのが苦痛だった。

　就活中にもかかわらず、理玖がこの探偵事務所でのアルバイトを続けている本当の理由は、そういった自分のコンプレックスを、ここでは気にせずにいられるからだ。

　理玖は幼い頃からひどい人見知りで、親しい人とは普ふ通つうに話せるものの、初対面の人の前では緊きん張ちようでがちがちになってしまう。緊張を隠かくそうと必死なあまり、愛あい想そのない受け答えをしてしまい、冷たくて無機質な人間だと思われる事が常で、特に父親くらいの世代の男性が苦手ときては、就職活動などうまくいく訳もない。

　このままの自分ではいけないとマニュアル本を読み込み、面接でもどうにか明るく積極的に受け答えするよう努めてはいるが、今のところその成果は挙がっていない。

（せめてもうちょっと男らしい顔で、背も高かったらな……）

　軽く目を閉じて、理玖は理想の顔を思い浮うかべた。

　欲よくを言えば、もっと瞳が切れ長だといい。眉まゆもかっちりしていて、スッと通った高くて大きい鼻だったら格好いいだろう。口も大きくて、全体的に彫ほりが深くて、胸むな板いたも厚くて──。

　と、具体的に思い浮かべていた理玖は、それがよく知る男に近い事に気づき、勢いよく首を横に振った。

（ち……っ、違ちがう違う！　あんな人が理想なんて、そんな訳ない）

　慌てて思考からその顔を追い出し、コホンと咳せき払ばらいして、地図帳を運ぶ。

　郁也のデスクまで歩み寄ると、健太が気づいて地図帳を受け取ってくれた。

「あっ、ありがとう、理玖くん！　ちょうど今、取りにいこうかと思ってたとこだったんだ」

「ほんと、理玖くんがいてくれると助かるわ。ね、いっそこのままここに勤めちゃえば？」

　腕うでを組んだ凉子が、いい案だと思いません？　と郁也に投げかける。理玖は狼狽うろたえながら、健太に地図帳を渡した。

「で……、でも、親戚だからってこれ以上甘えるのは迷めい惑わくだし……」

　いくら就職活動がうまくいっていないからといって、郁也を頼たよるのは心苦しいし、情けない。そう思った理玖だったが、当の郁也にそれをあっさり否定されてしまう。

「なに言ってるの。全然甘えてなんかないし、それに迷惑な訳ないじゃない。理玖は事務だけじゃなくて助手の仕事もこなしてくれてるし、このまま勤めてくれるならむしろ大だい歓かん迎げいだよ？」

「……助手って言っても、ペット捜そう索さくの手伝いくらいしかしてないよ」

「でも、うちの仕事の流れは分かってるじゃない」

　現にこうして先回りして地図帳持ってきてくれてるし、と言う郁也に、凉子が同調する。

「最近依い頼らい件数も増えてきたし、今から新人雇やとって仕事教えるより、理玖くんが正規のメンバーになってくれた方が、こっちとしても助かるのよ。理玖くん、真面目まじめで素す直なおだしね」

「そうそう、うちの甥っ子はほんと可愛いよねえ」

　目を細めて頷うなずく郁也に、理玖は苦笑してしまう。

「郁兄、凉子さんそんな事言ってないよ？」

「心の耳で聞こえたの。……真面目な話、大学卒業したら、うちで社員として勤める事も考えてみて、理玖。僕らは大歓迎だから」

　ね、と微笑ほほえみを浮かべる郁也に、健太も頷いて同調してくれる。

「僕も、理玖くんと一いつ緒しよに働けたら嬉うれしいなあ。社員になっちゃいなよ、理玖くん」

　三人が心から歓かん迎げいしてくれているのが分かって、理玖はじんわりと嬉しくなる。

　けれど、アルバイトとしての仕事は書類整理や電話取りといったサポート業務や、他ほかのメンバーの助手くらいだが、社員として勤める事になったら、自分一人で様々な調査依頼をこなさなければならない。自分にそれができるだろうか。

（……でも、皆がこんなに言ってくれてるし、他になにかやりたい事がある訳でもないし）

　大好きな叔父おじの役に立てるなら、このままここで働くのもアリかもしれない。

　ただ一つ、問題があるとすれば──、と理玖が唇を引き結んだ、その時だった。

「ったく、面めん倒どくせぇ。手間かけさせんじゃねぇっつの」

　事務所の外から、不ふ機き嫌げんそうな低い声が聞こえてくる。理玖が振ふり向くのと、長身の男がドアを開けて現れるのは、ほとんど同時だった。

　鋭するどい光を湛たたえた切れ長の瞳が、ゆっくりと瞬またたく。かっちりした意志の強そうな眉、鼻は大きめだがスッと筋が通っていて高く、同じく大きな口は唇が薄くて形がいい。

　彫りが深めの顔は、見る者にまるで美しい獣けもののような印象を与あたえる。髪は墨すみで染めたように黒く、ＶネックのＴシャツの襟えり刳ぐりから、浮き上がった鎖さ骨こつとしなやかな筋肉に覆おおわれた首元が見えていた。長身に見合った広い肩かたと厚い胸板をジャケットに包んだその姿は、成熟した男の力強さと色気に満ちていて──。

　と、そこで唐とう突とつに、ニャア、と声が聞こえてきて、理玖はハッと我に返った。

「にゃあ？」

　まさか彼が言ったのか、と一いつ瞬しゆんびっくりしかけた理玖だが、そこで、男の肩にちょこんと猫ねこが乗っている事に気づく。リードで繫つながれている猫の鼻先を、男がちょい、と指先で撫なでた。

「ニャーじゃねぇだろ、この脱だつ走そう猫ねこ」　>>>♥

　口調は荒あらいが、呆あきれたようなその声はやわらかく、猫に投げかける視線も指先も存外優やさしい。ぺろ、と猫に指先を舐なめられ、ふっと苦く笑しようを浮かべた男に、郁也が声をかけた。

「お帰り、迅じん。その子、依頼のあった白しら石いしさんとこのタマちゃん？」

「ああ。隣となり町まちにいた。特にケガもねぇみてぇだし、すぐ帰してやってもいいよな」

「もちろん。早くに見つかってよかった。よっ、さすがうちのエース」

　分かりやすいヨイショに、迅が顔をしかめる。

「……さては、なんか厄やつ介かいな依頼押しつけようとしてやがんな」

「やだなあ、人聞きの悪い事言わないでよ。明日あしたからの素行調査に、迅も加わってもらおうと思っただけだってば」

「その依頼人、確かその筋の組長だよな。外で作った娘むすめの様子を知りたいとかいう……」

　眉み間けんに皺しわを寄せた迅に、高橋がハイッと元気に答えた。

「そうなんです。僕がご相談に乗ったんですけど、なかなか会えない娘さんの様子を知りたいっていう、優しいパパさんで。なので、今回は娘さんの好きなお店とか食べ物とか、そういうのも調べて報告したいなって」

　パパ……と呻うめく迅の肩の上で、タマがごろごろと喉のどを鳴らしながら額を迅の頰ほおに擦こすりつけ始める。迅とは対照的にご機き嫌げんなタマに、凉子が苦笑を漏もらした。

「それにしても、ホントに猫に好かれるわね、迅。ペット捜そう索さく依頼の達成率、迅だけ飛び抜けてるし。ひょっとしてマタタビの粉でもかぶってるの？」

　そんな訳ねぇだろ、と呆れたようにぼやく男からそっと視線を外して、理玖はこっそりため息をついた。

　男の名前は、神かみ邑むら迅。この事務所には三年前から勤めており、これで事務所のメンバーがすべて揃そろった事になる。

　──そして彼こそが、理玖がこの事務所で唯ゆい一いつ苦手としている男だった。

「それじゃあ、迅もこっち来て。明日からのミーティング始めるから」

「次から次へと面倒くせぇな……、ったく」

　手招きする郁也に、迅が盛大にぼやく。

（……出た。なんだよ、面倒くさいって。仕事なんだから、もっとちゃんとすればいいのに）

　面倒くさい、は彼の口くち癖ぐせだ。新しい依頼が舞まい込む度たびにそう言う彼の不真面目さが、理玖はなにより嫌きらいだった。

（こんな人なのに、どうして依頼の達成率がいっつもトップなんだろう）

　腹立たしささえ覚えながらも、理玖は迅に歩み寄る。

「……神邑さん。タマちゃん、僕が預かります」

　強こわばりそうな顔を誤ご魔ま化かそうとすると、どうしても無表情になってしまう。迅はじっと理玖を見つめた後、小さくため息をついて肩の上のタマを持ち上げ、理玖に差し出してきた。

「ああ、頼たのむ」

　リードごとタマを受け取ろうとした理玖だったが、指先が触ふれ合った瞬しゆん間かん、ぴくりと反応してしまう。あ、と思った時には、迅がもう眉を寄せていた。

「……なんもしやしねぇよ」

　理玖にしか聞こえないような小さな呟つぶやきを残し、迅がもう一度ため息をついて郁也の方へと歩み去る。

（……信じるもんか）

　フン、と鼻を鳴らしてタマを抱かかえ直した理玖に、郁也が指示を出してきた。

「理玖、白石さんに連れん絡らくお願いね。あ、それとさっきの話、本当に考えておいて」

「さっきの話？」

　理玖が答えるより早く反応した迅に、健太がにこにこと説明した。

「社員としてここに正式に勤めたらどうかって、さっきみんなで話してたんです。最近依頼も増えてきたし、理玖くんがいてくれたら助かるなって」

　ね、と健太が視線を送ってくる。少し照れながらも、理玖が頷こうとした、その時だった。

「……冗じよう談だんじゃねえ。俺は反対だ」

　ため息混じりに、迅が低く呟く。

　眉間に皺を深く寄せたその横顔は、まるで嫌けん悪おするかのように苦々しげで、理玖は息を吞のんで固まってしまった。

（反対って……）

　短いその一言が、ぐさっと心臓に突つき刺ささったような気がする。

　苦手な相手だし、普ふ段だん迅も理玖には素っ気ない態度だから、好かれてはいないとは思っていたけれど、それでも面と向かってそんな事を言われるとは思っていなかった。

（……一緒に仕事するのも嫌いやって、そういう事？）

　猫を抱だいたまま、俯うつむいて黙だまり込んでしまった理玖を見かねたのだろう、凉子が迅を咎とがめる。

「ちょっと迅、そういう言い方って……」

「言い方？　どう言おうが、俺が反対なのは変わんねぇだろ」

　荒っぽい口調で迅が重ねて言う。

「バイトの延長で縁えん故こ採用とか、ねぇだろ。そんなんで採用したって結局……」

「……もういいです」

　迅の言葉を遮さえぎって、理玖は俯いたまま、くるりとドアの方に踵きびすを返した。

「別に……、別に、神邑さんに反対されなくても、ちゃんと他の仕事見つけます」

　声が震ふるえるのを堪こらえようとすると、ぐっと喉奥が重く強ばる。それでも、迅の、この人の言葉で傷ついたなんて知られたくなくて、理玖は頑かたくなな声で続けた。

「縁故採用とか、所長に甘えたりしませんから、ご心配いただかなくても結構です」

「心配って、……おい、俺はそういう事を言ってんじゃねぇよ」

　いっそう声を低くした迅が、不機嫌に唸うなるように続ける。

「俺はただ、お前の事が……」

　と、その時、理玖の目の前で、事務所のドアがガチャリと開いた。大きな人ひと影かげがのそりと入ってきて、理玖はびっくりして息を吞む。

「……っ！」

「おぉい、佐伯いるか？　お、理玖くんじゃないか、久しぶりだなあ」

　現れたトレンチコート姿の男が、理玖を見るなりニカッと笑う。

　迅よりも長身で体格もよく、無ぶ精しようヒゲを生やしたその男は、戸と隠がくし玄げん治じ。この事務所にもよく出入りしている刑けい事じで、郁也の刑事時代の元相棒である。厳いかめしい顔つきはまるでゴリラのようだが、笑うとくしゃっとなる目元からは人の好よさが滲にじみ出ている。

「相変わらず細いな、君は。ちゃんとメシ食ってるか？」

「は……、はい」

　玄治に豪ごう快かいにバンバン肩を叩たたかれて、理玖は逃にげ腰ごしで頷うなずいた。玄治がいい人なのは知っているけれど、体も声も大きい上、リアクションも大きいので、どうしても少し苦手意識がある。

　と、玄治はここでようやく、事務所の雰ふん囲い気きがぎこちない事に気づいたらしい。

「ん？　なんだ？　なにかあったのか？」

　首を傾かしげる玄治に、郁也が立ち上がって声をかける。

「なにもありませんよ。それより今日はどうしました、先せん輩ぱい」

　おぉ、と片手を上げて、玄治が事務所の奥へと進んできた。

「いたか、佐伯。いやちょっと、協力してもらいたい事があってな」

　玄治の言葉に、事務所のメンバーにサッと緊きん張ちようが走る。理玖はタマを抱え直して申し出た。

「……僕、向こうにタマを連れていきます。白石さんのところにも連絡しておきますから」

　刑事である玄治が相談に来たという事は、なにか厄介な事件の捜そう査さ協力だろう。そういった場合、いつも理玖には捜査の詳しよう細さいが伏ふせられる。

　警察絡がらみの捜査は、特に慎しん重ちような扱あつかいをしなければならないからだとは分かっているが、自分にできる事がなにもないのは少し辛つらい。

　疎そ外がい感かんを覚えながらも、理玖は自分にできる事をしようと気持ちを切り替かえて、開きっぱなしだったドアの隙すき間まからするりと廊ろう下かに出た。そのまま別室に移動しようとした理玖だったが、その時、閉まりかけたドアをガシッと大きな手が摑つかんでとめる。

　迅だった。

「……理玖」

　低くなめらかな迅の声に、意図せず心臓がドクッと跳はね上がる。

（理玖って、なんで……。滅めつ多たに名前で呼んだりしないのに……）

　郁也と名字が同じ為ため、事務所の皆みなからは下の名前で呼ばれる事が多いが、迅だけは違ちがう。

　迅は普段、理玖の事を、おい、とか、お前、としか呼ばない。

　それなのに一体どうしてと目を見開いた理玖だったが、ドアに手をかけた迅は、しばらく黙り込んだままだった。

「……なにか？」

　緊張しながらも理玖が水を向けると、迅がようやく声を発する。

「さっきの、あれは……」

　けれど迅は、そこでなにかを躊躇ためらうように、言葉を吞み込んでしまう。珍めずらしく逡しゆん巡じゆんした後、迅はハア、と深いため息をひとつつき、結局事務所の中に戻もどってしまった。

「……なんでもない。……逃がすなよ、タマ」

　パタン、とドアが閉まる。

　廊下に取り残された理玖は、唇くちびるを尖とがらせて踵を返した。

「それくらい分かってるっつうの。……なんなんだよ、あれ」

　ムカムカと込み上げてくる怒いかりの矛ほこ先さきを向ける先がなくて、足早に別室に向かう。

（あんな人の言う事なんて、別に気にしてない）

　こっちだって迅の事は嫌いだし、なるべく関かかわり合いになりたくないのだ。

　なにしろ、あんな事があったのだから。

「……早く就職先、見つけなきゃ」

　きゅっと唇を結んで、理玖はタマの頭に鼻先を埋うずめた。抱きしめられたタマが、ウニャ、と不満そうな声を上げる。

　理玖が迅を苦手に思うのには、理由がある。

　それは、一年前の事だった──。










　理玖が神邑迅という男に出会ったのは、一年前の春、理玖が大学三年生の時の事だった。

「は……、放して下さい！」

　母の紹しよう介かいで叔父おじの探たん偵てい事務所にアルバイトの面接を受けに行く途と中ちゆう、理玖は酔よっぱらいの中年男に絡からまれて困り果てていた。

「いいじゃねぇか、ネエちゃん。ちょっとお酌しやくしてくれって言ってんだよ」

　酒くさい息を吐はきかけられて、理玖は思わず怯ひるみかける。けれど、自分だって男だ。このくらい一人でなんとかしなくては、と自分を奮い立たせ、酔っぱらいを睨にらみつける。

「い……っ、嫌ですって、さっきから言ってるじゃないですか！　それに、僕は女じゃ……」

「なぁに怒おこってんだよ。な、俺が奢おごるからさあ。こっち来いって」

「ちょ……っ、痛っ！」

　腕うでを摑まれ、ぐいっと引っ張られる。酔っぱらいの力は強く、理玖は思わず悲鳴を上げてしまった。

「へへへ、可愛かわいい声出しやがって。飲み屋が嫌なら、ホテルでもいいんだぜ？」

　ひっく、としゃっくりをした酔っぱらいの目は、完全に据すわっている。

　夕方の繁はん華か街がいとはいえ、路地裏に迷い込んでしまった理玖の周囲に人ひと気けはない。このままでは本当に危ないかもしれないと恐きよう怖ふを覚えた理玖は、声を振ふり絞しぼって叫さけんだ。

「誰だれか……！　誰か、助け……っ、んうっ！」

「なんだよ、びっくりするだろ。大声出すんじゃねえよ」

　けれどすぐ、酔っぱらいの手に口を塞ふさがれてしまう。奥の細い路地に強ごう引いんに連れ込まれそうになり、理玖は必死に抵てい抗こうした。

「んむ……っ、んんん！　ん……！」

「ちっ、暴れんじゃねぇっ！」

　暴れる理玖に舌打ちした酔っぱらいが、一層強く理玖の腕を引こうとした、その時だった。

「……おい、なにしてんだ、オッサン」

　突とつ如じよ、酔っぱらいの背後から、低くなめらかな声が響ひびく。

　顔を上げた理玖は、思わず目を細めた。

（眩まぶし……）

　茜あかね色いろの逆光で、声の主がよく見えない。

　けれど、そのシルエットから、長身の男がそこに立っているのだろう事は窺うかがい知れた。

「なんだぁ、てめぇ！　お前には関係ないだろ！　あっち行ってろ！」

　声を荒あらげた酔っぱらいに、男が剣けん吞のんな声を発する。

「……関係はねぇが、な」

　ゆったりと歩み寄ってくる男の長い足が、徐じよ々じよに目視できるようになってくる。先の尖った革かわ靴ぐつ、細身のスーツに身を包んだ男は、締しめていたネクタイのノットを緩ゆるめながら、酔っぱらいに凄すごんでみせた。

「こういう場面を見過ごすほど、人でなしでもねぇんだよ」

　唸るように低く響いた声に、理玖の腕を摑んでいた酔っぱらいがびくっと震える。

　なめらかで深い声には、研とぎ澄すまされた刃やいばのような鋭するどさと強きよう靭じんさが滲んでいた。こういった場面に慣れているのだろう、男は堂々とした態度で酔っぱらいを威い圧あつする。

「嫌いやがってんじゃねぇか。放せよ」

「う……」

「……放せ」

　怯んだ酔っぱらいの手前で足をとめた男が、語気を強める。激しくも冷れい酷こくなその声に酔っぱらいの手がゆるんだ、その一いつ瞬しゆんを、理玖は見み逃のがさなかった。

「……っ、放、せってば……っ！」

　懸けん命めいに首を振って酔っぱらいの手から逃のがれ、その腿ももに蹴けりを入れる。たいしたダメージにはならなかったようだが、まさか理玖がそんな抵抗をするとは思っていなかったのだろう。逆上した酔っぱらいが、再び理玖に手を伸のばしてきた、──次の瞬間。

「この……っ、ぐっ、うあっ！」

　一気に駆かけ寄って距きよ離りをつめた男が、ドガッと酔っぱらいを殴なぐり飛ばす。あまりに鮮あざやかなその身のこなしに、理玖は状じよう況きようも忘れて男に見とれてしまった。

（すごい……）

　細身のジャケットの裾すそを翻ひるがえすその姿は、驚おどろくほどスタイルがよくて手足が長い。それでいて、酔っぱらいを一いち撃げきで打ち倒たおすほど力強く、単なる見かけ倒しではない事を知らしめていた。

　艶つややかな黒くろ髪かみの間から、眇すがめた瞳ひとみが鋭く光っている。

　まるで野生の獣けもののように油断のならない、美しくも強い、男。

　息をするのも忘れ、男の一挙手一投足に目を奪うばわれていた理玖だったが、その時、アスファルトに尻しり餅もちをついていた酔っぱらいが、男に殴られた頰ほおを押さえながら立ち上がった。

「この野や郎ろう……っ！」

　どうにか体勢を立て直し、男に殴りかかる。けれど、力の差は歴然だった。

　ひょい、と酔っぱらいを避よけた男が、その長い足でヒュッと風を切る。

　理玖の時とは比べものにならない、強きよう烈れつな一撃を腹に喰くらった酔っぱらいは、その勢いのまま、ドッとアスファルトに転がってしまった。

「う、ぐ……っ、こ、この……っ」

「まだやるか？」

　理玖を自分の背に庇かばった男が、よろめきながら起き上がろうとする酔っぱらいを睥へい睨げいする。

　ひ、と悲鳴を吞のみ込んだ酔っぱらいは、そのまま這ほう々ほうの体ていで逃げていった。

　酔っぱらいの姿がすっかり見えなくなるまでじっと待ってから、男が理玖の方を振り返る。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ……」

　声をかけられて、理玖はハッと我に返り、慌あわてて頭を下げた。

「あの、助けていただいて、ありがとうございました……！」

「いや……。なんも盗とられたりしてねぇか？　金とか……」

　そう言った男が、顔を上げた理玖を見て言葉を吞み込む。一方の理玖も、見上げた男の顔に、思わず息を吞んでいた。

（あれ……、この人、まさか……！）

　彫ほりの深い顔立ちに、切れ長の瞳、形のいい薄うすい唇。

　見み間ま違ちがえようがない。

（『ジン』だ……！）

　それは、理玖が三年ほど前まで購こう読どくしていたメンズファッション誌によく登場していたモデルだった。中学生の頃ころ、友達が持っていたファッション誌でジンを知って以来、理玖はずっと彼のファンだった。というのも、その時ジンが答えていたインタビューが、理玖のコンプレックスに重なるものだったのだ。

　インタビューによるとジンは、幼い頃は病弱で、華きや奢しやな少女のような外見だったらしい。

　それが嫌でたまらなかったが、ある時、子供服のモデルをした際に、自分の容姿が武器になる事に気づいた。それ以来、必要以上に外見を気にしなくなり、気がついたら背も伸びていたという話だった。

　同じコンプレックスを乗り越こえたジンは、その時から、理玖の憧あこがれで、理想の男になった。

　ジンは、孤こ高こうの狼おおかみのような男だった。

　その謎なぞめいた印象の顔は美しく整い、鋭えい利りな刃は物もののような強い眼まな差ざしは見る者の心を捉とらえて放さない。日本人離ばなれした長い手足に高い背せ丈たけ、スラリとした体型ながら、脱ぬげばきっちり鍛きたえられた体つきをしていて、他のモデルとは一線を画していた。

　当時、海外の有名ブランドが、こぞって彼を使いたがっていたと聞いた事もある。けれど、学生だったジンは学業を優先する為ため、特定のファッション誌でしかモデル活動をしないと宣言しており、テレビ等のメディアに出る事も一いつ切さいなかった。それがまた、群れる事を嫌きらう一いつ匹ぴき狼おおかみのように思えて、理玖はますますジンに夢中になった。

　彼の載のっている雑誌は、たとえどんなに小さなカットだとしてもすべて購こう入にゆうしていたし、今も大事に保管してある。

　けれどジンは三年前、大学を卒業すると同時に、突とつ然ぜんモデルを引退してしまったのだ。

　一部の週刊誌では、売り出し中の若手女優に手を出したのが原因で仕事を干され、引退に追い込まれたと書かれていたが、理玖はもちろんそんな事は信じていない。

（ジンはそんな事する人じゃない）

　数あるショットの中で、理玖が一番好きなのは、ジンが微笑ほほえんでいる一枚だった。野の良ら猫ねこを抱だき上げながら優やさしく目を細めているその一枚は、撮さつ影えい中に偶ぐう然ぜん撮とられたものらしい。自然体のジンの写真は珍めずらしく、それだけに彼の人となりが伝わってくるようで、読者プレゼントでそのスナップを当てた時には嬉うれしくてたまらなかった。以来、そのスナップは理玖の宝物で、今も定期入れの中に入れて大事に持ち歩いている。

（ずっと、またどこかでモデルやらないのかなって、雑誌とかチェックしてたけど……）

　まさか今になって、本物に会えるなんて思ってもみなかった。

　それも、危ないところを助けてもらうなんて。

「あ……、あの……」

　なにから話せばいいだろう。

　どうしてモデルを辞やめてしまったのか、もうモデルをする気はないのか聞きたいけれど、初対面で不ぶ躾しつけすぎるだろうか。

（でも、こんなチャンスもうないだろうし、聞きたい……！）

　憧れの人に会えた偶然に緊きん張ちようしながらも、嬉しさに頰を紅潮させ、理玖がまずはジンさんですよね、と尋たずねようとしたその時、肩かたから緊張を解いたジンが、おもむろに口を開いた。

「……顔に似合わず、結構やるじゃねぇか、お前」

　くくっと笑ったジンは、理玖が酔よっぱらいに抵抗した時の事を思い出したのだろう。腕を伸ばし、大きな手で理玖の頭をぽんぽんと撫なでてくる。

「なかなかいい蹴りだったがな。でも、ああいう時は危ないから、もっと早くに助けを呼べ。なんかあってからじゃ遅おそいんだから。分かったか？」

（うわぁ……）

　諭さとすように優しくそう言われて、理玖はすっかり舞まい上がってしまった。

　先ほどまでの鋭さが噓うそのように、ジンの声も眼差しもあたたかく、やわらかい。くすぐったそうに微笑むその表情は、理玖がずっと好きだったあの写真よりも、更さらに甘くて優しかった。

（写真で見るよりずっと……っ、ずっと格好いい……！）

　心臓がドキドキしすぎて、もうこのまま壊こわれてしまいそうな気がする。

　こく、と喉のどを鳴らし、理玖は意を決して問いかけた。

「あ……っ、あの、モデルのジンさん、ですよね？」

「……ああ、そうだ。モデル辞めたの、もう三年も前なのに、よく気づいたな」

　驚いたように一瞬目を瞠みはったジンが、苦く笑しようする。

「迅でいい。本名だからな、さん付けされっとくすぐってぇんだよ」

（本名だったんだ……！）

　初めて知る情報に感激して、理玖は瞳を潤うるませる。モデルをしていた当時、ジンはたまにしかインタビューを受けていなかったから、長年のファンである理玖でも知らない事だらけだ。

「ジ……、迅、に助けてもらうなんて、思ってもみませんでした。実はずっと、ずっと前からファンで……！　あの、佐伯理玖って言います。覚えてないかもしれませんが、ファンレター出した事もあって……っ」

　勢い込んでそう言った理玖に、迅が再度目を瞠る。

「……覚えてる。俺がモデル辞めてからも、何度も手紙くれたよな。復帰待ってますって……。そうか、お前が……」

　憧れの人からまじまじと見つめられて、理玖は頰を紅潮させた。

（手紙、読んでくれてたんだ……！　っていうか、覚えてくれてたなんて……！）

　嬉しすぎて、これは夢じゃないかと思いながらも、理玖は意を決して申し出た。

「あの……、あの、なにかお礼、させて下さい！　その……っ、お茶とか……！」

　普ふ段だんは人見知りで、初対面の人と話なんてとてもできない理玖だが、ありったけの勇気をかき集めてそう言う。こんな夢みたいなシチュエーションで、お礼もしないでこのまま別れるなんて、絶対あとで後こう悔かいするに決まっている。

　じいっと見上げながら訴うつたえると、迅は片方の眉まゆを器用にひょいっと上げてみせた。

「礼なんていい。それより……」

　言葉を区切った迅が、その長いコンパスで理玖との距離を詰つめてくる。伸のびてきた長い腕うでに手首を摑つかまれたかと思うと、もう片方の腕が理玖の腰こしに回された。そのままぐいっと抱き寄せられて、理玖はびっくりして目を丸く見開く。

「……手紙読んだ時は、てっきり男かと思ってたんだけどな」

「え……、あの……？」

　迅の綺き麗れいな顔が近くて、ドキドキがどんどん速くなる。

　思わずカアアッと頰を染めた理玖に目を細めて、迅はそのなめらかな声で甘く囁ささやいてきた。

「こんな可愛かわいい女だったとか、反則だろ」

（……女？）

　なにを言われたのか理解するより早く、迅が理玖に顔を近づけてくる。強い眼差しに吞まれた理玖が呆ぼう然ぜんとしていると、そのまましっとりと唇くちびるが重なってきた。

（え……？　え!?）

　状じよう況きようが把は握あくできず、びくっと震ふるえて後ずさろうとした理玖だが、気配を察した迅がより強く理玖を抱きしめてくる。軽く開いたままの唇の隙すき間まから、濡ぬれた熱いなにかが入り込んできて、理玖はますます混乱した。

「ん……っ!?」

（なに……？　これ、……キス？）

　入り込んできた迅の舌が自分のそれに絡からんできて、ようやく事態を把握する。

　けれど、どうしてこうなっているのかが分からない。

（なに!?　なんで僕、『ジン』にキスされてんの!?）

　狼狽うろたえて逃にげかけた舌を、迅が追いかけてくる。ちゅる、と舌を吸い上げられて、理玖はじわんと走った疼うずきに肩を跳はね上がらせた。

「ん……、んう……っ」

　かくっと膝ひざから力が抜ぬけそうになったところを、迅に支えられる。力強い腕で理玖を抱かかえたまま、迅はじっくりと味わうように理玖の舌を自分のそれでなぞってきた。ぬるう、とやわらかくて熱い舌に敏びん感かんな粘ねん膜まくを舐なめられて、理玖は細い肩を震わせる。

　じんじんと体の奥に熱が溜たまっていくような感覚に、混乱と共に怯おびえが膨ふくれ上がってくる。

（これ、なに……？　体、変……っ）　>>>♥

　キスすら初めての理玖は、舌を舐められただけでこんな感覚が走るなんて当然初めて知ったし、これが快感だという事すら認にん識しきできない。それなのに、迅に舌を、口こう腔こうをくすぐられる度たびに、痺しびれるような熱はどんどん膨れ上がってくる。

　体が熱くて熱くて、どうしていいか分からない。

　その上、相手は初対面だけれど、長年憧れ続けてきた人だ。

（もう……っ、もう、訳分かんない……！）

「んっ、や……っ」

　重なった唇の隙間からどうにか訴えると、ちゅるりと理玖の舌を吸った迅が顔を上げる。

「……ん……、嫌いやじゃねぇだろ。体、熱くなってんじゃねぇか」

「な……っ、そんな……、事……っ」

　からかうような笑えみ混じりに言われて、理玖はカアッと顔を赤らめて抵てい抗こうしようと腕を上げる。けれど胸むな元もとを押し返す前に、迅の大きな手に両手首を摑まれてしまった。

　顔を近づけてきた迅の切れ長の瞳ひとみが、欲よく情じように濡れ光っている。

　獣けもののように濃のう厚こうな雄おすの色いろ香かを滲にじませた視線に吞のまれた理玖に、迅はその形のいい唇にぞくりとするような笑みを浮うかべ、耳元で低く囁きかけてきた。

「……濡れてるくせに」

「ひ、ん……っ」

　卑ひ猥わいな言葉に、吐と息いきの熱さに、艶つやを滲ませた声こわ音ねに、びくっと肩が跳ねてしまう。

　細身のパンツの下で硬かたくなりかけていた性器が、迅の言葉通り、とろっと蜜みつを零こぼすのが分かって、恥はずかしくて恥ずかしくてたまらなかった。

　理玖の状態を見み透すかしているかのように、くく、と迅が笑みを漏もらす。

「潤んだ目ぇして上うわ目め遣づかいとか、男誘さそうような真似まねしやがって。そんなに俺に抱だかれたいんなら、今すぐここでハメてやろうか？　あ？」

「な……、な……！」

　なんて事を言うのかと啞あ然ぜんとした理玖の目を、迅が覗のぞき込んでくる。

「……抱きてぇ」

　ぺろ、と迅が唇を舐める。

　まるで獲え物ものを前にした狼おおかみのような仕草に、理玖は震え上がった。

「今すぐ抱いて、お前を俺のもんにしてぇ」

「……っ」

　射抜くような強い眼まな差ざしに、指一本動かせなくなる。

（食べられる……っ）

　こんな獣からは逃げられない、と本能的にそう思ってしまう。

　このままこの雄に征せい服ふくされてしまうのだと思ったら、怖こわくて、恐おそろしくて。

　ゆっくり近づいてくる唇に、理玖が震えながらぎゅっと目を瞑つぶった──、その時だった。

「理玖っ！　ちょっと迅、お前、なにして……っ！」

　バタバタと路地の向こうから、誰だれかが駆かけてくる。

　パチ、と目を開けた理玖は、見覚えのあるその姿に思わず叫さけんでいた。

「郁兄……！」

「……あ？」

　駆け寄ってきた郁也に、迅が怪け訝げんそうな顔をする。

「なんだよ、所長。もしかして知り合い、か？」

「知り合いもなにも！　うちの子になにしてんの、迅！」

　理玖をもぎ取るようにして奪うばった郁也が、キッと迅を睨にらみつける。迅の事を知っている様子の叔父おじを不思議に思い、理玖は戸と惑まどいながらも問いかけた。

「郁兄、この人の事知ってるの……？」

「……うちの事務所のメンバーだよ。神邑迅」

　ため息をついて、郁也が続ける。

「約束の時間になっても理玖が来ないから、迷ってるのかと心配になって来てみたら……。まさか、こんな事になってるなんて」

「おい、ちょっと待て。確かに同じ名字だが、今日バイトの面接に来るのってあんたの甥おい……」

　言いかけた迅が、目を瞠って理玖をまじまじと見つめてくる。

「噓だろ、おい……。男か、こいつ!?」

「……っ、男です！」

　あんまりな迅の言いように、理玖はムッとして反射的に叫び返していた。

　しかし迅は聞こえていないかのように、男……と呟つぶやきながら呆然としている。

　郁也の胸元にぎゅっとしがみついて、理玖は迅を睨みつけた。

　抱きたい、なんて言ったのは、理玖が女だと思ったからなのだ。

　キスしたのも、理玖が女だと勘かん違ちがいしたから──。

「……最低」

　ぼそっと呟き、理玖は目を伏ふせた。

　いつの間にか、先ほどの恐きよう怖ふは消えていた。

　代わりに沸わき上がってきたのは、怒いかりだ。

（ずっと、憧あこがれてたのに……。こんな人だったなんて）

　勝手に憧れていたのはこちらだけれど、それでもあの『ジン』がこんなケダモノだなんて知りたくなかった。

　たとえ理玖の性別を勘違いしたのだとしても、彼が初対面の女の子にあんな強ごう引いんな真似をするような人だという事は変わらない。

　女だったら誰でもいいのだろうか。

　それとも自分のファンだと知ったから、手を出したのだろうか。

　いずれにしても、男として、人間として最低だ。

（あんなの、あの酔よっぱらいと変わんない……！　誰でもいいなんて、節操なしのケダモノじゃないか……！）

　俯うつむいた理玖の頰ほおを、茜あかね色いろの陽ひが照らし出す。

　迅が自分をじっと見つめているとは気づかないまま、理玖は唇くちびるをぎゅっと引き結んだ。

　二度とこの人を好きになれないと、そう思いながら。










　ベシ、とシッポで腕うでを叩たたかれて、理玖は顔をしかめた。

「なんだよ、タマ。抱っこ嫌きらいなの？　すぐ着くから、もうちょっと我が慢まんして」

　ヴニャ、とすこぶる機き嫌げんが悪そうな声で返事をするタマを抱え、理玖は事務所と同じフロアにある別室へ向かった。

　片手でドアを開けながら、もう片方の腕に抱いたタマを逃がさないようにぎゅっと強く抱く。すると、途と端たんにタマは目を三角にして、一層強くベシッとシッポで抗こう議ぎしてきた。

「痛……っ、痛いってば、タマ！」

　容よう赦しやなく腕に爪つめを立ててくるタマに四苦八苦しながらドアを開ける。事務所とは別に用意されたこの部屋は、給湯室兼けん物置になっていて、依い頼らいに関かかわる品物が多数保管されていた。

　猫ねこ用ようのキャリーを引っ張り出す理玖に、タマがウウウ、と唸うなり始める。あからさまに嫌だと訴うつたえるタマをなだめ、理玖はタマをキャリーに押し込んだ。

「我慢してよ、タマ。ご主人様のところに帰りたいだろ？」

　キャリーの中でくるりと一回りしたタマが、じろりとこちらを睨んでくる。理玖は思わずため息をついてしまった。

「あの節操なしにはごろごろ言ってたくせに。……あんな人が好きとか趣しゆ味み悪わるいよ、タマ」

　どういう訳か、迅は猫ねこ捜さがしの依頼がある度に、猫に懐なつかれている。あんなケダモノのくせにと、ぎゅっと唇を引き結んで、理玖はキャリーの扉とびらを閉めた。

　一年前の一件以来、理玖は迅を毛け嫌ぎらいしている。

　当たり前だ。初めてのキスを奪われた上、襲おそわれかけたのだから。

　それでも叔父の事務所でアルバイトをする事を決めたのは、叔父があまりにも多た忙ぼうで、このままでは体を壊こわすかもしれないと母から聞かされていたからだ。当時、佐伯探たん偵てい事務所には事務の担当者がいなかった。所長である叔父は、自分の仕事以外にも事務方の仕事をこなしており、それを知った母が、理玖をアルバイトとして雇やとうよう勧すすめたのだ。

　あの日は面接をしに行ったが、それだってほとんど形式的なもので、理玖が働く事は内定していた。理玖がバイトをしないと言えば、叔父は別のアルバイトを探さなければならない。

　それに、理玖が男だと分かった迅が、約束したのだ。

　男だと分かって萎なえた、もう手は出さない、と──。

（……その言い方も最低だとは思うけど）

　それでも、男は対象外という迅の言葉は分かりやすい。

　迅のように女性に困らないだろうタイプが、男と分かっていてわざわざ手を出す事はないだろうと、理り詰づめでそう判断して、理玖は叔父の事務所でアルバイトする事を決めたのだ。

　迅の事を除けば、叔父の事務所は理玖にとって働きやすい環かん境きようだった。

　人見知りする理玖には、責任者が親しい親族というだけで安心できるし、それにもう一人のメンバーである凉子は姉あね御ご肌はだで面めん倒どう見みがよく、人見知りの理玖にも気さくに話しかけてくれた。半年前にメンバーに加わった健太も、年が近いせいもあって話しやすく、親しくなるのにそう時間はかからなかった。

　だから、迅は事務所の中で理玖が唯ゆい一いつ苦手な存在なのだ。

　仕事はきちんとしたいから殊こと更さらに嫌いやな顔をしたりはしないが、最低限の会話しか交かわさないし、さりげなく近くに寄らないようにしている。事務所の他ほかのメンバーは皆みな、迅を下の名前で呼ぶが、理玖は頑かたくなに『神邑さん』と呼ぶようにしていた。

　迅も理玖の態度には気づいているのだろうが、特に咎とがめられた事はない。

　ただ、あの強い眼差しで、時折じっとこちらを見つめ、ため息をつくだけだ。

（……僕は悪くない）

　ぎゅっと唇を引き結んで、理玖は立ち上がってキャリーから離はなれ、部屋の片かた隅すみにある小さな机から依頼人の住所録を取り出した。タマの飼い主である白石さんの電話番号を調べる。

「ええと、白石さんは……、と、あった。……あ」

　見つけた番号は、右みぎ肩かた上あがりの癖くせがある、硬こう質しつな文字で綴つづられていた。

（これ、神邑さんの字だ……）

　文字を目にしただけなのに、ずんと気持ちが重くなる。

　迅の人となりを殆ほとんど知らないまま、ずっと憧れ続けていたのは理玖の勝手だという事は、重々自覚している。ましてや迅は、もうとっくにモデルを辞やめているのだ。現実を知ってがっかりされるなんて、いい迷めい惑わくだろう。

　それでも、憧れの人が最低な男だったという事実は、理玖の心に消えない傷きず跡あとを残した。

（『ジン』の引退の時の噂うわさも、本当だったのかもしれない）

　若手女優に手を出して仕事を干されたなんて、あの『ジン』に限ってありえないと思っていたけれど、今となっては擁よう護ごする気にもなれない。

　悔くやしい事に、ルックスだけは未いまだに理玖の理想なのだから始末が悪い。

　あんなにスタイルのいい人が同じ事務所にいるとどうしても目で追ってしまうし、堂々としたオーラに圧あつ倒とうされてしまう。事務所でついぼうっと迅を見つめては我に返る、という事を繰くり返す度たび、理玖は自己嫌けん悪おに陥おちいっていた。

（僕と一いつ緒しよに働くの嫌がってたし、あっちだって僕の事、嫌きらいなんだろうけど）

　先ほどのやりとりを思い出すと、ますます落ち込んでしまいそうになる。

　理玖に対しては無ぶ愛あい想そうで素っ気ない迅だが、所長の郁也とは仕事仲間として信しん頼らいし合っている様子だし、凉子は吞のみ友達だ。健太の事はよく使いっ走りにしているようだが、それだって先せん輩ぱいとして可愛かわいがっているからこそだろう。

（……きっと、あの人にとって僕を女の子に間ま違ちがえた事は、汚お点てんみたいなものなんだ）

　男は対象外と迅が言った時、郁也もまあそうだろうけど、と納なつ得とくしていた。あれだけのルックスの男を女性が放ほうっておく訳がない事くらいは、世間知らずの理玖にだって想像がつく。

　そういう人にとって、自分の勘違いで男にキスをしてしまったという事は、プライドが許さないのかもしれない。だからこそ、理玖を目め障ざわりに感じているのだろう。

（別に、僕だって嫌いだから、いいんだけど）

　素行調査の依頼を面めん倒どうくさいと言っていた姿を思い出す。ああいう不ふ真面目まじめさも、理玖が迅に対して幻げん滅めつした要素の一つだ。

（もっと真面目に仕事する人だったら、多少は……）

　そこまで考えかけた理玖は、ため息をついて頭かぶりを振ふった。

　迅が真面目なんて、ありえない。考えるだけ無む駄だだ。

　気を取り直して、理玖は備え付けの電話から白石さんに連れん絡らくした。

「……もしもし、白石様ですか？　佐伯探偵事務所の佐伯と申します。……ええ、タマちゃんが本日見つかりましたので、ご確かく認にんに来ていただけますか？　……はい」

　愛あい猫びようが見つかった事を喜んだ白石さんは、これからすぐ行きますと言ってくれた。お待ちしております、と受話器を置こうとした理玖だったが、白石さんの一言に固まってしまう。

『本当にありがとうございました。あの、やっぱり隣となり町まちで見つかったんですか？』

「え？　ええ、そうですが……」

『ああ、じゃあやっぱり、あの神邑さんて方の予想通りだったんですね。いえね、私、先日隣町から引っ越こしてきたばかりなんです。それを言ったら神邑さんが、元の住まいの近くにいるかもしれませんから捜してみます、って』

「……神邑が、ですか」

　隣町にいた、と言っていた迅を思い出す。住所録に綴られた、硬質な右肩上がりの文字を見つめる理玖に、白石さんはなおも話を続けた。

『他にも、タマの好きなキャットフードとか、どんな性格の子かとか、いろいろ聞いてくださってね。できる限り早く見つけますからって。本当に熱心な方ですね』

「はあ……、……ありがとう、ございます」

　どうにかお礼を返しながらも、理玖は白石さんの言葉をすぐには信じられなかった。

（あの神邑さんが？　面倒くさいが口くち癖ぐせの人なのに……）

　見つけてきたタマに対しても、手間かけさせやがってとか、脱だつ走そう猫ねことか、口ではさんざんな事を言っていた。

　本当だろうかと首を傾かしげる理玖だったが、電話口の白石さんは、それではと通話を切ろうとしかけて、思い出したように付け加えてくる。

『あ、そうそう。うちの子、キャリーにいれてもすぐ脱走しちゃうので、私が伺うかがうまで目を離さないようにしてもらえますか。鍵かぎがついててもね、前まえ脚あしで器用に開けちゃうんです』

「え？　あ、はい、分かりました。では、お待ちしておりますので」

　失礼します、と受話器を置いた理玖は、慌あわててキャリーを振り返って愕がく然ぜんとした。

「……開いてる」

　案の定、理玖が電話をかけている間に、タマはキャリーの扉を開けてしまったらしい。もぬけの殻からになったキャリーに慌てた理玖は、間続きになっている給湯室の方へと駆かけ込んだ。

「タマ……っ!?」

　果たしてそこにタマはいた。身を低くし、給湯室の片隅に狙ねらいを定めている。ひどく興奮している様子で、高く掲かかげた腰こしをわくわくと揺ゆらしていた。

（なにかいる……？）

　タマを刺し激げきしないよう、そっと近づいて、理玖はタマの狙っている方向を覗のぞき見る。

　──そこには、ちんまりとした小さな薄うす茶ちやの生き物がいた。

　腹は白く、小さな四し肢しの先の手足はピンク色をしている。

　黒いつぶらな瞳ひとみ、半はん透とう明めいのヒゲ、背中にはハート形の白い模様が浮うき上がっていて──。

「……ハムスター？　なんでこんなとこに……」

　呟つぶやいた途と端たん、タマがウニャッと一声鳴いて、そのハムスターに飛びかかる。チチチーッと慌てふためきながら逃にげるハムスターに、理玖は驚おどろいてタマをとめようとした。

「ちょ……っ、タマ！　ダメだよ！　追いかけちゃダメ！」

　慌てて後ろからタマを取り押さえようとするも、興奮したタマは暴れてとても手に負えそうにもない。理玖は咄とつ嗟さに、その場にあった大判のタオルを広げ、タマに被かぶせた。

「び……、びっくりした……」

　フーッフーッとタオルの中で暴れているタマを抱だき上げ、おっかなびっくりキャリーの中に戻もどす。今度は容易に脱走できないよう、紐ひもでキャリーの扉をしっかり結んで、理玖はそうっと給湯室に戻った。

「……ハムくん？」

　入り口で屈かがんで四つん這ばいになり、呼びかけてみる。

　タマにタオルを被せた時、視界の端はしにハムスターがちょろちょろと逃げていくのが見えたから無事だとは思うが、どこに行ったのだろう。

「……いた」

　四つん這いで床ゆかを進んだ理玖は、給湯室の角で丸くなっているハムスターを発見する。すっかり怯おびえているのか、ハムスターは理玖を見て、ヂューッと威い嚇かくするような声を発した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。タマはもうキャリーに入れたから」

　なだめるように話しかけながら、そっと手を伸のばす。けれど、パニック状態のハムスターはヂヂッと鳴き声を上げると、猛もうダッシュで逃げようとした。

　理玖は慌てて手のひらで行く手を遮さえぎり、ハムスターをすくい上げる。

「あっ、待……っ、痛っ！」

　──その時、指先に激痛が走った。

　思わずハムスターを放り出しそうになった理玖だが、ぐっとそれを堪こらえる。

「痛たた……、……嚙かまれちゃった」

　ヂーッと怒おこるハムスターを両手で包み、慎しん重ちように立ち上がる。

　嚙まれた指先に血が滲にじんでいたが、今はハムスターを落ち着かせるのが先だ。

「大丈夫だよ、……落ち着いて」

　痛みを堪え、手の中でヂーヂーと威嚇の声を上げるハムスターに辛しん抱ぼう強づよく囁ささやき続ける。

　やがてハムスターは落ち着いたのか、チーチーと鳴き声が穏おだやかになってきた。ほっとした理玖は、そうっと手を開き、改めてハムスターに相対した。

　つぶらな黒い瞳が、不安そうに理玖を見つめてきている。

「……ケガはない？　大丈夫？」

　腕うでを動かして矯ためつ眇すがめつして眺ながめる。どこにもケガはなさそうな事を確認して、理玖はほっと肩かたから力を抜ぬいた。

「よかった、大丈夫そう……。……それにしてもお前、どこから来たの？」

　ネズミならまだ分かるが、こういった水みず廻まわりにハムスターが出るというのは聞いた事がない。首を傾げた理玖に、ハムスターがチィ、と鳴く。

「野の良らハムなんて聞かないしな……。ハムスターの捜そう索さく依い頼らいなんてあったっけ？」

　依頼を受けた誰だれかが捕ほ獲かくしてきたハムスターが、キャリーから脱走したのだろうか。けれど、ペットの捜索依頼は数あれど、そのほとんどが犬か猫ねこ、もしくは鳥だ。

　ハムスターなんて特とく殊しゆな依頼、入ってたっけ、とスケジュールを思い返しながら、理玖はとりあえずハムスターをキャリーに入れようと移動しかけて気がついた。

「ん？　なんか落ちてる？」

　見れば、給湯室の床にクッキーの箱が落ちている。飛び出したものを齧かじっていたのだろう、床に落ちている一枚には、小さな歯形がついていた。

「これ食べてたの？　……お腹なかすいてるのかな。食べる？」

　拾い上げて差し出すと、チュッと鳴いたハムスターが器用にそれを受け取り、齧り出す。夢中で頰ほお袋ぶくろにクッキーを詰つめ出した愛らしい姿に、理玖は思わず笑ってしまった。

「そんなに急がなくても、ゆっくり食べていいよ？　もう一枚食べる？」

　はいどうぞ、と追加を差し出すと、ハムスターがチュチッと嬉うれしそうに鳴く。

　可愛かわいい、と理玖が目を細めた、その時だった。

「理玖くん、いる？」

　唐とう突とつに部屋のドアが開いたかと思うと、そこからひょこっと健太が顔を出したのだ。

「健太さん？　どうしたんですか？」

　理玖はハムスターを手に乗せたまま、健太に近づく。

「うん、所長がね。話が長引きそうだから、コーヒー淹いれてくれないかって。……ってうわ、びっくりした。なに手に乗せてんの？」

　なんか動いた、と目を丸くする健太に、理玖は説明しながら首を傾げた。

「この子、給湯室にいたんです。ハムスターみたいなんですけど、ハムスターの捜索依頼なんてありましたっけ？」

「ハムスター……？」

　理玖の言葉に、健太が顔色を変える。

「ちょ……っ、ちょっとそれ、見せて……っ！」

「え？　は……、はい、どうぞ」

　突とつ然ぜん血相を変えた健太に驚きつつも、理玖は健太の目の前に手を差し出した。くりくりの瞳で健太を見上げたハムスターが、不安を覚えたのかクッキーを齧るのをやめる。

「……やっぱりそうだ。このハート模様……！」

　健太はハムスターの模様を確かめるなり、唐突に理玖の手からハムスターをつまみ上げた。

　チーッとハムスターが悲鳴のような鳴き声を上げる。

「健太さん!?　いきなりどうしたんです!?」

「このハムスター、玄さんたち警察が捜してるんだよ！　ちょっと待って、今玄さんに見せてくるから……、って、痛いったあああ！」

　健太が自分の手のひらに移した途端、ハムスターがヂヂッと威嚇の声と共に健太の指に嚙みつく。よほど酷ひどく嚙まれたのだろう、健太はハムスターを振ふり落としてしまった。

　理玖はびっくりして、ケガの具合を診みようと健太の手を取る。

「大丈夫ですか、健太さん!?」

「い……っ、いいから、早くそいつ捕つかまえて、理玖くん……！」

「あ……、は、はい！」

　健太に指示され、理玖は廊ろう下かの方にちょろちょろ走っていったハムスターを追いかけた。

「まっ、待って、ハムくん……っ、待ってってば！」

　けれど、すばしっこいハムスターは捕まえようとしても理玖の手をするりとすり抜けていってしまう。おまけに。

「どうした？　なんだか騒さわがしいが……」

「ちょ……っ、うわ、わ……っ」

　ガチャ、と唐突に事務所のドアが開き、理玖はそこから顔を出した玄治にぶつかってしまう。ドンッとその場に尻しり餅もちをついた理玖に、玄治が目を丸くした。

「理玖くん？　一体なにが……」

「あ……、あの、ハムスターが逃げて……」

　後ろから駆けてきた健太が、玄治に叫さけぶ。

「玄さん、例のハート模様のハムスターです！」

「なにっ!?　どこだ！」

　まるで凶きよう悪あく犯を見つけたかのように血相を変えた玄治に、理玖はびっくりしながらも廊下の奥を指さした。

「どこって、今あっちに……、……あ」

　廊下の突つき当たりまで逃げたハムスターが、理玖と玄治の目の前で壁かべの隙すき間まに潜もぐり込んでいってしまう。

「な……っ！　待て！　待てええ!!」

　ビリビリ空気が震ふるえるような野太い声で叫んだ玄治が、ハムスターの潜り込んだ隙間へと駆け寄る。キーンと痛んだ耳を思わず両手で押さえた理玖だったが、その時、騒ぎを聞きつけた他ほかのメンバーが事務所から出てきた。

「理玖？　どうしたの？　大丈夫？」

　郁也が助けようと手を伸ばしてくれる。理玖はその手を摑つかんで立ち上がった。

「う、うん……、なんか、ハート模様のハムスターが逃にげてって……」

「えっ!?　ハムスター!?　本当に!?」

　驚おどろいたように目を瞠みはった郁也が、理玖の手を振り解いて玄治の方に駆かけていってしまう。

（そんなに重要なハムスターなのかな、あの子……）

　確かに珍めずらしい模様だったけれど、ごく普ふ通つうのハムスターにしか見えなかったのに、と首を傾かしげた理玖だったが、続いて廊下に出てきた凉子に肩をがしっと摑まれる。

「え？　凉子さ……」

「本当なの、理玖くん！　本当にハート模様だった!?」

「え……、は、はい、そうですけど……」

　凉子のあまりの勢いに呆あつ気けに取られた理玖だったが、その時、後ろからようやく健太が追いついてきた。

「本当です、凉子さん！　僕もこの目で見て……」

「バカ！　だったらなんでちゃんと捕まえないのよ、高橋！」

　キッと目をつり上げた凉子が、健太の胸むな元もとを拳こぶしの背でドンッと叩たたいた、その時だった。

「え……」

　ボワンッと不思議な音を立てて、健太の頭から茶色いなにかが飛び出す。

　耳の上辺り、左右両方に突然生えたそれは、ピンと立った三角の毛の塊かたまりで──。

「……ミミ？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた理玖の目の前で、健太の頭に生えたそれがピコピコと蠢うごめく。見れば、健太の腰こしでは茶色の何かが揺ゆれていた。くりんと巻き上がったそれは、どう見ても。

（シッポ……）

　なんでいきなりあんなものが、と啞あ然ぜんとした理玖だったが、当の健太は自分から生えたそのミミとシッポを触さわるなり叫び出す。

「あ……、あああああ！　やっぱり……っ、やっぱり生えた！」

「高橋……、あんたまさか……」

　息を吞のんだ凉子の後ろから、迅が顔を出す。

「おい、一体なんの騒ぎ……」

「か……、神邑、さん」

　迅の方を振り向いた理玖は、健太を指さし、一歩後ずさろうとした。

「健太さん……、健太さんから、ミミとシッポが……っ、あ、わ……っ！」

　けれど、力が抜けてしまった足元がふらついてしまう。

「……っ、理玖！」

　ぐらっと傾いだ理玖の体を迅が抱だきとめた──、その、次の瞬しゆん間かん。

「あ……!?」

　ボワンッと、あの不思議な音が理玖の全身を包み込む。チリッと耳の上と腰に痛みが走ったかと思うと、そこからぴょこん、と何かが飛び出すような感覚が走った。

　思わず頭に手をやった理玖は、指先に当たった覚えのない感かん触しよくに戸と惑まどう。

「な……、なに、これ……」

　やわらかな毛に覆おおわれたなにかが、頭の上に生えている。指先でつまもうとすると、それは勝手にぴるぴるっと揺れた。

　ぎょっとして手を引っ込めようとした理玖は、ふと、腰の辺りがスースーする事に気づく。おそるおそる自分の背中を振り返ってみて、理玖は我が目を疑った。

　理玖の穿はいている細身のパンツのウエストから、細長いシッポが生えている。

　ゆったりと揺れている真っ白なシッポは、まるで猫ねこのそれで──。

「……理玖、お前」

　目を丸くした迅の腕うでの中、理玖はぶわっとシッポを膨ふくらませて叫んだ。

「どうなってんの……!?」

　佐伯探たん偵てい事務所始まって以来の、大だい珍ちん事じの幕開けであった。　>>>♥
















「奇き病びよう？」

　来客用のソファにちょこんと座って、理玖は向かいに座った郁也に聞き返した。郁也がため息をついて、重々しく頷うなずく。

「そう、奇病。二ヶ月くらい前から、この街で感かん染せん者しやが出始めてるらしいんだけどね。……ある特定の人に触ふれられると、獣けもののミミとシッポが生えるっていう病気。僕も、実際この目で見るまでは信じられなかったけど」

　でも実際生えてるしね、と郁也が理玖のミミを注視する。

　目の前のテーブルに置いた鏡の中、自分の頭に生えた白いネコミミがピピッと動いて、理玖はそっとミミを指でつまんでみた。

（ちゃんと感覚がある……）

　人間の耳があったところは、今はつるりとした肌はだに覆われていてなにもない。けれど周りの音はちゃんと聞こえているから、このネコミミが耳としての役目を果たしているのだろう。

　むぎゅっとミミを引っ張ってみるけれど、痛いだけで取れそうにもない。

　やめておきなさい、と郁也が理玖を制して、説明を始めた。

「ミミとシッポが生えるだけで、他はいたって健康っていう、本当に不思議な病気らしくてね。しかも、どうやらとあるハムスターに嚙かまれた事が原因で罹り患かんするらしいんだ」

「それが、さっきの……」

　そう、と頷いた郁也が、テーブルの上のファイルを開き、そこから一枚の写真を取り出す。目の前に置かれたその写真に、理玖は目を瞠った。

「これ……」

　それは、ベンチらしきところにちょこんと座ってこちらを振ふり返っているハムスターの写真だった。薄うす茶ちやの背中に、白いハート模様がくっきりと浮うかんでいる。

　写真をじっと見つめる理玖に、郁也が表情を引き締しめて話を続ける。

「これ、感染者の一人が警察に提出した写真。公園でハムスターを見つけて、珍しいなと思って携けい帯たいで撮とったんだって。で、その後撫なでようとしたら嚙まれて、発病した。今まで判明している感染者は全員、このハムスターに嚙まれてるって証言してるから、おそらくこのハムスターが感染源で間ま違ちがいないと思う」

（それで皆みな、あのハムスター見て血相変えてたんだ……）

　今も、郁也以外のメンバーは廊ろう下かの壁の隙間からハムスターを引っ張り出そうと躍やつ起きになっている。壁を壊こわしかねない勢いだった玄治を思い出し、理玖はため息をついて鏡を見た。

　理玖の頭に生えたミミは、猫のそれと同じ形で、内側は薄うすいピンク色をしている。外側はやわらかな白い毛に覆われており、腰からだらんと生えた細長いシッポも真っ白だった。

　どちらも理玖の意思でも動くが、無意識のまま動いている事もある。最初にシッポが生えている事に気づいて理玖が驚いた時、シッポがぶわっと膨らんだのも無意識だった。どうやら覚えた感情が本物の猫のようにミミやシッポに出てしまうようだ。

　くねん、とシッポを揺らしてみて、理玖はそういえば、と思い出す。同じタイミングで発はつ症しようした健太は、自分とはまるで違ちがうシッポをしていた。

「健太さんのシッポは柴しば犬けんぽかったのに、どうして僕のは猫っぽいんだろう」

　首を傾げる理玖に、郁也がファイルから更さらに写真を取り出して並べる。

「それが、どうやら個人差があるらしいんだ。こっちの人は兎うさぎだけど、……ほら、こっちの人は虎とらでしょ」

「……ほんとだ」

「今のところ、人から人への感染は確かく認にんされていないけれど、……困った事に、未いまだに病気が治ったっていう人がいないんだ。どうやら自然に治るものではないらしい」

「そんな……、じゃあ僕、これからずっと、このミミとシッポが生えっぱなしって事……？」

　郁也の言葉にショックを受けた理玖のミミが、しゅんと伏ふせられる。よほど落ち込んだように見えたのか、郁也が慌あわてて付け加えてきた。

「だ……、大だい丈じよう夫ぶだよ、理玖。警察も、この病気の調査の為ために動いてる。先せん輩ぱいだって、今日はその件で、うちの探たん偵てい事務所にも協力してほしいって頼たのみに来たんだから。さっきのハムスターが捕つかまれば、きっと治ち療りよう方法も見つかるよ」

「……本当？」

　それなら希望が持てるだろうかと顔を上げた理玖の頭を、郁也が手を伸のばしてよしよしと撫でてくる。大丈夫だよ、と微笑ほほえみかけてくる叔父おじに少し安心して、理玖はもう一つ気になった事を聞いてみた。

「……でも、どうして僕、神邑さんに触られてミミが生えたんだろう？　健太さんは凉子さんに触られた時だったけど、ひょっとしてそれも個人差があるの？　僕も凉子さんに触られた覚えがあるけど、その時は発症しなかったし……」

　凉子だけではない。あの時確か、理玖は事務所にいた全員と接せつ触しよくした。

　ケガをした健太の手を取り、玄治にぶつかり、郁也に助け起こされ、凉子に肩かたを揺さぶられても、ミミもシッポも生えなかった。

　特定の相手に触れられると、という話だが、迅に抱きとめられた時に発症したのは、一体どうしてなのだろう。

「それは……」

　理玖の問いかけに、郁也が言い淀よどむ。どうかしたのかと理玖が首を傾かしげた、その時だった。

「……それは、お前が俺を好きだからだ」

「え？」

　いつの間にそこにいたのか、開きっぱなしだった事務所のドアに寄りかかるようにして、迅が立っていた。郁也が呻うめくように迅に待ったをかける。

「迅……、この件は僕から説明するから、迅はハムスター捜さがしを……」

「こんだけ時間経たってんだ、もうとっくに外に逃にげてるだろ。手分けしてビルの外回り捜す事にしたから、その報告に来たんだよ。あんたが甥おいっ子可愛かわいさに、肝かん心じんなとこ言わないで誤ご魔ま化かすんじゃねぇかって、その心配もあったけどな」

　そしたら案の定だ、と眉まゆ根ねを寄せながら、迅が事務所の中に入ってくる。

「誰だれに触さわられると発症すんのか言わねぇと、説明した事になんねぇだろ。……おい、よく聞け、理玖。あのハムスターに嚙まれた奴やつはな、好きな奴に触られるとミミが生えんだよ」

　ふん、と鼻を鳴らしてそう言った迅に、理玖は戸惑いつつも聞き返した。

「あの、神邑さん、今なんて？」

（……好きって、聞こえた気がしたけど）

　いやまさかそんな、と理玖は即そく座ざに頭の中で否定した。

　自分は同性愛者ではないし、それにそもそも、この人の本ほん性しようを知ってしまってからずっと嫌きらいだったのだ。一年前ならいざ知らず、今は好意のカケラだって残っていない。

（好きな人に触られるとミミが生えるって……、ありえない。僕はこんな節操なしのケダモノみたいな人、好きなんかじゃないし、むしろ苦手だし）

　理玖の考えている事などお見通しなのだろう、迅は理玖の隣となりにドサッと座ると、郁也の前に広げられていたファイルを取り上げてめくり、理玖に差し出してきた。

「ここ読め。ちゃんと書いてあんだろ」

「……なお、発症のきっかけは、好意を抱いだいている相手との接触である事が確認されている。いずれの患かん者じやも、恋れん愛あい感情を抱いている相手に触れられた際に発症したと証言しており……」

（……なにこれ）

　示された箇か所しよを読み上げた理玖は、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　意味が分からない。

　だって自分は、迅に触れられて発症した。

「嫌いな人に触られると発症する、の間違いなんじゃ……」

　思わず呟つぶやいた理玖に、迅が眉根を寄せる。

「あ？　じゃあお前、高橋が凉子の事、嫌ってるって言うのか？」

「それは……」

　健太が凉子に片思いしている事は、以前から周知の事実だ。恋れん愛あい沙ざ汰たに鈍にぶい理玖にも分かるほど健太の態度はあからさまで、当の凉子も知っていてからかっているような節さえある。

　理玖が反論できず黙だまり込むと、郁也が見かねたように迅に言う。

「迅……、そうは言っても、理玖の気持ちは理玖にしか分からないんだから……」

「自分でも分かってねぇって事もあるだろうが。っつーか、こっから先は俺とこいつの問題なんだから、あんたは黙ってろよ」

　剣けん吞のんに目を光らせた迅が、理玖の方に身を乗り出してくる。整った顔を思いきり近づけられて、理玖は息を吞のんで固まった。

「……理玖」

　低くなめらかな声に、強い眼まな差ざしに、一いつ瞬しゆんで全身が搦からめ捕とられる。

「お前は、俺が好きなんだろう？」

　確信を持った囁ささやきは、艶なまめいていて甘く、理玖はそれだけで真っ赤になりながら、なんとか首を横に振った。

「き……っ、嫌い、です……！」

「ファンです、つってたろうが。しかも、俺が雑誌に載のらなくなって三年も経ってたのに、一発で気づいたくらい熱ねつ烈れつなファン、だろう？」

　一年前の事を、迅は未いまだに詳しよう細さいに覚えていたらしい。フッとからかうような、それでいて優やさしげな笑えみを浮かべて、理玖のネコミミに指先を伸ばしてくる。

「ぁ……っ」

　迅の指に触ふれられた途と端たん、体の奥がじわんと痺しびれて、理玖はびくっと肩を震ふるわせ、ぎゅっと目を瞑つぶった。

　怯おびえる子こ猫ねこのようにぺったりと伏せられた理玖のミミを、迅がなだめるようにそっと撫でてくる。親指の腹で慈いつくしむようにミミを触りながら、迅は喉のど奥おくで転がすような笑みを漏もらした。

「こんな可愛いもん生やしといて、なにが嫌いだ。好き、つってるようにしか聞こえねぇよ」

「……きじゃ、な……っ」

「好き、だろ、理玖。……もう、素す直なおになれ」

　強ごう引いんな囁きが、近づいてくる。

　まさか、と思いつつもどうしていいか分からず、理玖がますますミミを伏せ、シッポの先まで硬こう直ちよくした、その時。

「ストーップ!!」

　ぐい、と理玖の肩が斜ななめ後ろに押される。驚おどろいて顔を上げた理玖は、テーブルを跨またいだ格好で目をつり上げている郁也に息を吞んだ。

「い、郁兄……」

「ちょっと迅、僕との約束、忘れたとは言わせないよ！　今度理玖に手ぇだしたら叩たたき出すって言ったよね！　目の前でなにしてくれてんのさ！」

　テーブルを乗り越こえてきた郁也が、理玖を後ろから抱だきしめて迅を睨にらみつける。まるで子猫を守る母猫のような勢いで威い嚇かくする郁也に、迅が舌打ちでもしそうな顔つきで反論する。

「本人が俺の事好きなんだから、別に問題ねぇだろうが。こいつはもう成人してんだ。親しん戚せきの保護者が恋愛沙汰にまで口出すのは、お節せつ介かいってもんだろ」

　お節介、という言葉にカチンときたのか、理玖を抱かかえた郁也が語気を荒あらくする。

「でも、理玖は迅の事、好きじゃないって言ってるじゃない！」

「じゃあなんでミミ生えてんだよ。他ほかの誰でもなく、俺に反応したのは、俺の事が好きって事だろうが」

　迅の指し摘てきに、郁也がウッとひるみながらも返す。

「それは……、で、でも、例外って事だってあるかもしれないし、第一、ミミが生えたからってなにしてもいいって訳じゃ……」

　自分に好意を持っている相手にならなにをしてもいいなんて傲ごう慢まんだ、とそう言う郁也だったが、迅はフンと鼻を鳴らすと、さも当然の事のように言い切った。

「いいに決まってんだろ。こいつにミミが生えたって事は、両思いって事なんだから」

「……両思い？」

　郁也の腕うでの中で啞あ然ぜんと二人のやりとりを見ていた理玖は、唐とう突とつに降って湧わいたその言葉に首を傾げる。

　両思いって、誰と、誰が。

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような理玖と似たり寄ったりの表情を浮うかべつつ、郁也がわなわなと声を震わせる。

「両思いって……、まさか迅、お前……」

「あ？　俺も理玖が好きだ、つってんだよ。悪いか」

　照れる様子など微み塵じんもなく、堂々とそう言う迅に、理玖は思考が停止してしまう。

（好き……？　この人が、僕を、……好き？）

　ぐるぐると巡めぐる単語に、理解が追いつかない。だというのに迅は、更さらに訳の分からない事を言い出す。

「俺は、こいつが俺の事嫌ってると思ってたから、今まで手ぇ出さないで我が慢まんしてやってたんだ。両思いなら、そんな必要もうねぇだろ」

　当たり前だと言わんばかりの迅に、理玖は反射的に叫さけんでいた。

「が……、我慢って……!?　だってあの時、男だって分かって萎なえた、って言ってたじゃないですか！　知ってたら最初から手は出さなかったって！」

　一年前にそう言われた事は、忘れたくても忘れられない。あの言葉で理玖は、それまで憧あこがれていた相手が最低の男だったのだと、そうはっきり確信したのだ。

　だというのに、迅はまったく悪びれた様子もなく開き直る。

「そう言うしかねぇだろうが。一ひと目め惚ぼれして孕はらませようとした矢先に、その相手が男だって分かった上、そいつに嫌われたんだから」

「ひ……、は……!?」

　驚きよう愕がくのあまり、単語が音にならない。

（一目惚れして孕ませようとしたって、なに!?）

　確かにあの時迅は、抱きたいとかなんとか言っていたけれど、まさかそんなつもりでキスしてきたなんて初耳だ。

　目をいっぱいに見開き、ミミをピンと立ててシッポをぶわっと膨ふくらませた理玖を抱えたまま、郁也が呆あきれたように呟く。

「迅、お前それ、いくらなんでもケダモノすぎない？　会ったばかりの相手、孕ませようとするってさあ……」

「仕方ねぇだろ、そんだけ衝しよう撃げき的てきだったんだよ。一目見て直感で欲しいと思った相手が、ファンです好きです抱いて下さいって潤うるんだ目で見上げてきたら、そりゃ抱くだろうが」

「そ……っ、そんな事言ってません！」

　ファンだとは言ったけれど、好きとか抱いて下さいなんてとんでもない捏ねつ造ぞうだ。力いっぱい否定した理玖だったが、迅は一向に気にした様子もない。

「言葉のアヤだろ、いちいち気にすんじゃねぇよ。とにかく、既き成せい事じ実じつ作ってでも自分のもんにせずにはいられねぇくらい、あの時お前に一目惚れした、つってんだ」

　じっと強い眼差しで理玖を見つめながら、迅が続ける。

「最初は、男だって分かったんだからすぐ諦あきらめられるって思ってたんだけどな。お前、素直で性格いいし、仕事も真面目まじめだし、普ふ段だんおとなしいのに結構頑がん固こだったりするとこツボだしで、結局この一年、目ぇ離はなせなかったんだよ」

「……神邑さん」

　一年前から、ずっと想おもい続けていたのだと聞かされて、理玖は驚いて息を吞む。けれど、続く迅の言葉に、段々と雲行きが怪あやしくなってきた。

「でも、所長に手ぇ出さない、つった手前、約束破る訳にもいかねぇだろ。お前はお前で、ずっと俺の事警けい戒かいしてるわ、俺だけあからさまに避さけるわで、ちっとも懐なつかねぇし。目の前に獲え物ものがいんのになんで手ぇ出せねぇんだって、こっちは苛いら々いらしっぱなしだったっつーの」

　何度犯おかしてやろうと思ったか、と物ぶつ騒そうな事を言う迅の瞳ひとみが、獣けもののように鋭するどく光る。

「だから、お前が俺に気があるんなら、お前は俺のもんだ。俺はずっと、お前を狙ねらってたんだからな」

　反論は認めないとばかりにそう言った迅が、理玖に手を伸のばしてくる。

「分かったんなら、いい加減こっち来い。いくら叔父おじだからって、他の男にお前が抱だかれてんのは腹が……」

「さ……っ、触さわらないで下さい……っ」

　迅の言葉を遮さえぎり、理玖は思わずシッポで迅の手を払はらいのけていた。おい、と迅が途端に気配を険しくし、眉まゆ根ねを寄せる。

　理玖は怯ひるみそうになりながらも、郁也の腕の中から出て素す早ばやく立ち上がり、迅から距きよ離りを取った。

「勝手な事ばっかり言わないで下さい！　僕はあなたの事、好きなんかじゃない！」

「……なんだと？」

　理玖の一言に、迅が声を一層低める。じりじりと事務所のドアの方へと後ずさりながら、理玖は重ねて迅を拒きよ絶ぜつした。

「このミミだって、なにかの間ま違ちがいで、たまたま生えちゃっただけです！　きっと僕の時だけ、嫌きらいな人に反応したんです！」

「なにかの間違い？　……たまたま？」

　ハ、と鼻で笑った迅が、みるみる内にその双そう眸ぼうを眇すがめる。

「いい加減にしろよ、理玖。あんま可愛かわいくねぇ事ばっか言ってっと、この場で犯すぞ」

「ちょ……っ、迅！」

　理玖が息を吞のむのと、たまりかねたように郁也が叫ぶのは、ほとんど同時だった。

「だから、犯すとかそういう言い方は……っ」

「……もういいよ、郁兄」

　諫いさめてくれようとする叔父を制し、理玖は迅に向き直る。

「どうせこの人は、こういう人なんだよ。この人の好きなんて、性せい欲よくを美化しただけなんだ……！　そんな人に好きなんて言われたって、信じられる訳ない……！」

　理玖の言葉に、迅が眉み間けんに深く皺しわを寄せる。

「……おい、生意気言ってんじゃねぇぞ。好きだったら抱きてぇのは当たり前だろうが」

　立ち上がった迅が、長い足で理玖との距離を詰つめてくる。獰どう猛もうな獣のように瞳を光らせ、理玖の目の前で歩みをとめた迅は、理玖の顎あごを摑つかんで上向かせ、低く唸うなった。

「お前が男だろうがなんだろうが関係ねぇ。……理玖、俺はお前が好きだ」

　なめらかな声で深く囁ささやいた迅が、唇くちびるを近づけてくる。

　けれど、理玖は。

「……僕はあなたの事なんか、好きじゃない」

　冷たく睨んで、そっぽを向くと同時に、シッポで迅の手を払いのける。

「これから先だって、絶対好きになんかならない……っ、絶対……！」

「理玖……！」

　郁也の声を背に、理玖は事務所を飛び出した。

　エレベーターを待てず、横の階段を駆かけ下りる。

　胸にムカムカと沸わき上がってきた憤いきどおりは、容易に消えそうにはなかった。

（なんだよ、あれ……っ、一目惚れとか好きとか、ありえないし……！）

　そうせずにはいられなかった、なんて言うけど、普ふ通つう、会ったばかりの相手を手込めにしようなんて思わないだろう。今いま更さらずっと好きだったと言われても、信じられる訳がない。

（ヤりたいだけのケダモノのくせに……っ）

　だいたい、好きだというなら何故なぜ、自分がこの事務所で正式に働く事に反対したのだろう。

　それに普通、好きな相手に向かって、犯すぞとか脅おどしたりするだろうか。

（……信じない）

　ぎゅっと唇を引き結んで、理玖は階段を駆け下りた。

　その白いミミを、拒絶するように、怯おびえるようにぺたんと伏ふせたまま。










　茂しげみをかき分けて覗のぞき込みながら、理玖は落らく胆たんの声を上げた。

「いないなあ……」

　ため息をついて身を起こし、軍手をした手できゅっと帽ぼう子しの位置を直す。少しサイズの大きな濃のう紺こんの中折れ帽は、ネコミミを隠かくす為ために最近ずっと被かぶっているものだ。シッポはローライズのジーンズを穿はき、シャツの下でお腹なかに巻きつけて誤ご魔ま化かしている。

　帽子と服の下に感じる違い和わ感かんに、理玖はぐっと眉まゆ根ねを寄せた。こんなミミとシッポが生えていては、就職活動どころではない。

（早くあのハムスター見つけなきゃ……）

　この日、理玖は事務所近くの公園にハムスターを捜さがしに来ていた。例の奇き病びようの発はつ症しよう者しやの多くが、この公園の近辺でハムスターに嚙かまれており、あの写真もこの公園で撮とられたものだという事が分かったのだ。

　ベンチの下を覗き込んで捜していた理玖は、ふと誰だれかの視線を感じて顔を上げた。みると、子連れの母親が二、三人集まり、うさんくさそうにこちらを見ている。

（……健太さん、まだかな）

　今日は他ほかのメンバーは別の依い頼らいに当たっている。比ひ較かく的てき早く終わる予定の健太が、後から合流して捜そう索さくを手伝ってくれる事になっているが、まだ現れそうにない。

「……今度はあっちの方、捜してみようかな」

　ん、と腰こしを伸ばしてから、理玖は雑木林の方へと慎しん重ちように歩みを進めた。こっちの方なら人目も少ないから、誰かから不ふ審しんに思われる事もないだろう。

　人ひと気けのない雑木林は昼間でも薄うす暗ぐらく、心細かったけれど、諦める訳にはいかない。それに、最初にちゃんとハムスターを捕つかまえておかず、逃にがしてしまったのは自分なのだ。

　数日前に理玖に生えたネコミミとシッポは、一向に消える気配がない。健太もそれは同じだが、ひたすら隠そうとしている理玖と違ちがって、健太は自分の犬ミミとシッポを隠す気はないようだった。というのも、凉子が健太のミミとシッポをすっかり気に入ってしまったからだ。

　もともと態度でバレバレだった健太だが、あの日、ハムスターが見つからず事務所に帰ってきた時に、改めて凉子に告白をした。

　こうなったらみんなが知ってる方が後が気まずくないからと、事務所の面々が揃そろっている中での告白劇は、恋こい人びとはムリ、との凉子の一言であっさり幕を下ろしたかのように見えた。けれど、凉子が冗じよう談だんまじりに、恋人はムリだけど、犬ミミは可愛いからペットならいいわよ、と言ったのを健太が真に受けて、風向きが変わったのだ。

　本当ですか、嬉うれしいです、とちぎれんばかりにシッポを振ふる健太のあまりの犬っぷりが、凉子のツボに入ったらしい。

　あらやだ可愛い、と呟つぶやいた凉子は、以来本当にペットにするように、健太の頭、というか犬ミミをよく撫なでるようになった。といっても、恋れん愛あい感情はまったくないようで、まさにペットに対するような可愛がり方だ。それでいいのかと、理玖などは見ていて疑問なのだが、健太は心底幸せそうにシッポを振っているので、それでいいらしい。

　問題なのは、むしろ理玖の方だ。

　あの日以来、理玖は迅を避け続けていた。それまでも苦手意識から接せつ触しよくを避けてはいたが、今回はもっと徹てつ底てい的てきに関かかわりを持たないように先回りしている。事の顚てん末まつを知った凉子は苦く笑しようしていたが、郁也はしばらく迅と組んでの仕事は回さないからと言ってくれていた。

（あんな人を好きとか、……絶対、ない）

　強くそう思った理玖だったが、その時、ミミの奥で迅の低くなめらかな囁きが甦よみがえる。

　──好き、だろ、理玖。……もう、素す直なおになれ。

　甘やかすようにミミに触ふれてきた指先を思い出しかけて、理玖はカアッと頰ほおを赤らめた。思わずぶんぶんと頭かぶりを振りながら呟いてしまう。

「ち……っ、違ちがうっ、僕は、あんな……っ」

「なにが違うんだ？」

　独り言にツッコミを入れられて、理玖は驚おどろいて振り返る。と、そこには、スラリとした長身の男が立っていた。ジーンズのベルトに軍手を引っかけ、片手にコンビニの袋ふくろを下げている。

「神邑さん、なんでここに……」

「高橋と依頼交こう換かんしたんだよ。こうでもしねぇと、ろくにお前の顔も見れやしないからな」

　差し入れだ、と迅がコンビニの袋を差し出してくる。反射的にそれを受け取りそうになって、理玖は慌あわてて伸のばしかけた手を引っ込めた。

「い……、いりません、差し入れなんて。それに、僕一人で捜せますから……っ」

「つまんねぇ意地張ってんじゃねぇよ。人数多い方が見つかる可能性高いだろうが。それに、この依頼はうちの事務所に来た依頼だ。助手のお前だけに任せとく訳にはいかねぇんだよ」

　理玖がハムスターを逃がした責任を感じている事など、お見通しなのだろう。一人で背負い込むんじゃねぇ、と迅がため息混じりに言う。

「どうせ休きゆう憩けい取ってねぇんだろ。ちょっとは休め」

「……必要ありません。疲つかれてませんから」

　理玖が警けい戒かい心しんも露あらわに断ると、迅は眉根を寄せ、いきなり腕うでを伸ばしてきた。

「ったく、面めん倒どくせぇな。生意気ばっか言うなっつの」

「あ……っ、ちょ、ちょっと、なにするんですか！」

　ひょいっと帽子を取られてしまい、理玖は慌てて追いすがる。けれど迅は、理玖から取り上げた帽子を自分で被ってしまった。ミミを隠す為に理玖には少し大きめだった帽子は、迅にはピッタリのサイズのようで、何気なく被っただけなのに、悔くやしい事に似合っていて格好いい。

「返して下さい……！」

　広場の方からは距離があるけれど、万が一さっきの子連れの母親たちに見られたら、と人目を気にして、ミミを両手で押さえて抗こう議ぎする理玖に、迅がしれっと言う。

「返す訳ねぇだろ。いいじゃねぇか、ミミの事も結構噂うわさになってきたし、見られたところで、例の病気だって思われるだけだろ」

「だから、それが困るんですって……っ」

　感かん染せん者しやが増えてきたのか、街を歩いていても奇病の噂で持ちきりになっている。先日などは、地方のテレビ局が商店街に取材に来ていたようで、騒さわぎは加速する一方だ。今のところ感染源不明の謎なぞの奇病として取り上げられているようだが、目立つのが苦手な理玖は、帽子がなければもう安心して外を歩けない。だというのに。

「ちょ……っ、なにするんですか！」

　両手でミミを押さえているせいでガードの甘くなった腰に、迅がするりと手を回してくる。あっという間にシャツの裾すそからシッポを引っ張り出されて、理玖は憤ふん慨がいした。

　ミミばかりか、シッポまで露わなこんな格好では、雑木林から出る事ができない。

「勝手に触さわんないで下さい！」

　べしっと迅の手をシッポで叩たたいて抗議する。痛いてぇ、と顔をしかめた迅に、少しだけ溜りゆう飲いんを下げた理玖だったが、続いて迅が不満げに言った一言に呆あつ気けに取られてしまう。

「俺のもん、俺がどうこうしてなにが悪い。お前はもう、俺のもんだろうが」

「は……？」

　あまりに堂々と当たり前の事のように言われて、ポカンとしてしまう。思わずミミから手を離はなしてしまった理玖は、すかさず手を伸ばしてきた迅から慌てて距きよ離りを取った。

「そんな訳ないでしょう!?　なんでそうなるんですか！」

「そのミミとシッポは、お前が俺を好きだって証しよう拠こだろう？　だったら、お前は俺のもんだ」

　なにがおかしい、と傲ごう然ぜんと言う迅に、理玖は嚙みつかんばかりの勢いで言い返す。

「だから、僕はあなたの事、嫌きらいで……！」

　何度言わせるのかと思いながら、理玖が叫さけびかけた、その時だった。

　理玖の背後で、ガサッと音がしたのだ。振り返った理玖は、茂みから現れた見慣れない男の姿に身を強こわばらせた。

（ミミとシッポ、見られた……！）

「キミ……」

　瘦やせた男は会社員らしく、スーツを着ていた。頰ほお骨ぼねの浮ういた血色の悪い顔をしており、リムレスの眼鏡めがねの奥でぎょろりとした三白眼を思いきり見開いている。理玖は慌てて迅に訴うつたえた。

「ほら、もう……っ、早く帽子返して下さい……っ」

　けれど、迅が理玖に答えるよりも、男が理玖に走り寄ってくる方が早かった。

「キミ、もしかして……っ、例の奇病の感染者なのか!?」

「え……っ」

　一直線に向かってきた男にがしりと肩かたを摑つかまれて、理玖は戸と惑まどう。肩とはいえ、見知らぬ人にいきなり触れられるのは怖こわいし、嫌けん悪お感かんも拭ぬぐえない。

「あの……、放し……」

「すごいな、こんな生え方をしているのか……！　元の耳はどうなっているんだ？」

「ちょ……、ちょっと、やめ……！」

　興奮したように目を輝かがやかせた男が、勝手に理玖のミミを触ってくる。ペタンとミミを伏ふせ、なりふり構わず逃げようとした理玖だったが、その時、男の手が唐とう突とつに離れていく。

「……人のもん、勝手に触んじゃねぇよ」

　野生の獣けもののように低く唸うなった迅が、男の手首を摑んで理玖から引き剝はがしたのだ。突つき放すように男の手を放ほうり出した迅が、理玖をぐいっと自分の背後へ押しやる。

　逞たくましく広い背中に庇かばわれた理玖は、目を丸くしながらもほっと安あん堵どに息をついた。　>>>♥

（人のもん、っていうのは語ご弊へいがあるけど……、でも、助かった）

　下がってろ、と言う迅に頷うなずき、迅のジャケットの裾を摑んで、眼鏡の男から隠かくれる。広い肩を怒いからせた迅は、まるで外敵から理玖を守るように男を威い嚇かくした。

「こいつになんの用だ。……事と次し第だいによっちゃ、ただじゃおかねぇぞ」

　低くなめらかな声が、相手の喉のど元もとに刃やいばを突きつけるかのように、鋭するどく響ひびく。

　そっと見上げた迅の顔は、見た事もないほど険しいものだった。眉み間けんに皺しわを深く寄せ、冷たくも威い圧あつ的てきな視線で相手を睨にらみつけている。

　眼鏡の男は、迅のその一声だけで震ふるえ上がった様子だった。

「わ……っ、私は怪あやしい者ではない……っ、私は……！」

　慌てたように弁解しようとした男が、ふとなにかに気づいたように息を吞のむ。眼鏡の男はまじまじと迅の顔を見つめると、信じられないとでも言いたげに呟いた。

「お前……、神邑か？」

　突とつ然ぜん男に名前を呼ばれて、迅がムッとしたように目を眇すがめる。

「……ああ、そうだが。誰だれだ、お前」

「私だ、磯いそ貝がいだよ。大学のゼミで一いつ緒しよだった……！」

「磯貝……？」

　名前を聞いても、迅はすぐには男の事を思い出せないようだった。警けい戒かいを解く様子のない迅に、磯貝と名乗った男の表情がだんだんと険しくなっていく。

「思い出せないのか？　……そうだよな、お前はあの頃ころから一いつ匹ぴき狼おおかみ気取りで、周りなんて見ちゃいなかったからな」

　憎にく々にくしげにそう言う男の顔をじっと見つめていた迅が、ようやく表情を変える。

「……ああ、磯貝って、……あの磯貝か」

　どうやら知り合いだった事は本当らしい。けれど、そう親しい仲ではなかったのか、迅は理玖を背に庇ったまま、冷たく先を促うながした。

「それで、こいつになにか用か？」

　じろりと迅に睨まれた磯貝が、胸むな元もとからごそごそと名めい刺し入れを取り出す。

「そ、そうなんだ、私は今、製薬会社の研究所で主任をしていてな」

　磯貝が理玖の方へと差し出した名刺を、迅が取り上げる。磯貝は鼻白んだような表情ながらも、めげずに理玖に話しかけてきた。

「キミのそれは、例の奇き病びようのせいだろう？　私は今、その奇病の治ち療りよう薬を開発しているんだ。よかったら、少し調べさせて……」

「断る。……理玖、行くぞ」

　磯貝を遮さえぎった迅が、理玖の肩を抱だいてその場を離れようとする。

　理玖は戸惑いつつも頷き、迅と共に歩き出した。治療薬の開発という磯貝の話は少し気になったけれど、今はハムスターの捜そう索さくが優先だ。それに、突然人のミミを触ってくるような男に調べられるなんて、いい気分はしない。

　けれど磯貝は、なおも追いすがってくる。

「まあ待て。謝礼金ならはずむから、是ぜ非ひ……」

「理玖、ここはもう調べたか？」

　足をとめた迅が、磯貝を無視して理玖に聞いてくる。少し奥まった場所に設置されたベンチの横には、大きなゴミ箱があった。

「そこは、まだ……」

　磯貝を気にしながら理玖が答えると、迅が軍手を塡はめ、おもむろにゴミ箱をひっくり返す。地面に散らばったゴミの山をかき分け始めた二人に、磯貝は苛いら立だったように声を荒あらげた。

「おい、私の話を無視してゴミ漁あさりとは、どういうつもりだ!?」

　地じ団だん駄だを踏ふまんばかりの勢いの磯貝に、迅が面倒そうにため息をつきながら答える。

「ゴミ漁りじゃねぇよ、捜さがし物だ。俺は今、探たん偵ていをしてるんでな」

「探偵……？　おい、本当にそんな事してるのか、お前」

　迅の言葉に、磯貝があからさまな侮ぶ蔑べつを顔に浮かべる。

「大学時代はモデルなんかして得意げだったくせに、結局そんな不安定な職についたのか。それともなにか？　テレビドラマの影えい響きようだったりするのか？」

　バカにしたような含ふくみ笑いを漏もらす磯貝に、理玖はヒヤヒヤして迅をチラッと見る。けれど迅は、予想に反して磯貝の言葉になんの反応もしていなかった。どこか不ふ機き嫌げんそうな顔ではあるが、これはデフォルトだ。

　迅がなんの反応もみせない事で調子づいたのか、磯貝が更さらに嘲あざけるような調子で言う。

「たかが捜し物でゴミ漁りまでしなきゃならないなんて、大変だなあ、探偵さんとやらは。まるでホームレスじゃないか、え？」

「ちょっと、そんな言い方……」

　さすがに言葉が過ぎるのでは、と憤いきどおりかけた理玖だったが、迅がそれを静かに制する。

「理玖。……よせ」

「でも……」

　いいから、と重ねて言われて、理玖はしぶしぶ作業に戻もどる。

　けれど磯貝は、ニヤニヤと底意地の悪い笑えみを浮かべながら、攻こう撃げき的てきな口調で続ける。

「おとなしく実家の系列会社に勤めておけばよかったんじゃないのか？　ああ、でもお前、確か愛人の子だったな。それで家を追い出されて、こんな仕事にしか就つけなかったのか？」

（え……）

　初めて知る迅の家の事情に、理玖は目を瞠みはって思わず手をとめてしまう。理玖、と迅に再度呼ばれて慌あわててゴミの山に向き直ったが、心臓がドキドキと早はや鐘がねを打っていた。

（愛人の子って……、本当に？）

　根も葉もない中傷だろうかとも思ったが、磯貝は迅の学生時代を知っている。

（……でも、本当の事だとしても、あんな言い方、ない）

　出自を揶や揄ゆするなんて低てい俗ぞくだし、第一探偵の仕事をバカにするなんて許せない。

　やはりこの人に協力しないでよかった、と思った理玖だったが、その時、磯貝が理玖の隣となりにしゃがみ込んできた。

「……なんですか？」

　思わずミミを伏せ、身構えた理玖に、磯貝がまあまあとなだめるように聞いてくる。

「キミは若く見えるけど、大学生？　何年生なんだ？」

「……四年、ですけど……」

「へえ、じゃあ就活中かな。……そうだ」

　思いついた、と言わんばかりに、磯貝がニイ、と目を細めて続ける。

「そのネコミミ姿じゃあ、就活もままならないだろう？　私の研究に力を貸してくれたら、うちの会社の人事に口をきいてあげるけどどうかな？」

「……結構です」

　声を強こわ張ばらせて断った理玖だったが、磯貝はニヤ、と狡こう猾かつな蛇へびを思わせる粘ねん着ちやく質しつな笑みを浮うかべて畳たたみかけてくる。

「どうしてだ？　言っちゃなんだけど、うちの会社は結構大手だよ？　キミみたいな無ぶ愛あい想そうな子は、こういうチャンスでもなけりゃどこにも採用してもらえないんだから……」

「……おい、そこまでだ」

　唸るような低い声が聞こえたと同時に、磯貝と理玖の頭上に大きな影かげが差す。見上げると、迅が不機嫌そうな顔を一層しかめ、剣けん吞のんに瞳ひとみを光らせていた。

「俺の事はなにを言っても構わねぇ。が、今のは聞き捨てなんねぇな」

　じろっと磯貝を睨んだ迅が、及および腰ごしになった磯貝の胸むなぐらを摑つかんで立たせる。

「理玖が無愛想？　どこにも採用してもらえない？　……ふざけんじゃねぇぞ、おい」

　ほとんど足が宙に浮きそうなほど磯貝をつるし上げた迅は、烈れつ火かのごとく激しく瞳を燃え上がらせた。

「こいつはまだ、やりたい事を探してる最中なんだよ。天職に巡めぐり合ってねぇだけだ。それを、何も知らないお前が、余計な口出しすんじゃねぇ……！」

（……神邑さんが、怒った）

　それも、自分の事ではなく、理玖の事で。

　呆あつ気けに取られてしまって、理玖は今いま更さらながらに気づく。

　普ふ段だんから不機嫌そうな顔がデフォルトの迅だから、いつも怒っているようなイメージがあったけれど、実は本当に怒おこったところなど、今まで見た事がなかったのだと。

　理玖が知る限り、こんなふうに迅が本気で怒る場面など、さっき磯貝がいきなり理玖に触さわってきた時以外には見た事がない。

　磯貝もそれは一緒だったのだろう。驚おどろいたように細い目を見開き、媚こびた笑みを浮かべる。

「ど……、どうしたんだよ、神邑。お前、そんなキャラじゃ……」

「うるせぇ！」

　一いつ喝かつした迅に、磯貝がびくっと肩かたを震ふるわせる。

「キャラとか、お前に言われる筋合いねぇんだよ。俺は、俺だ」

　ギラッと磯貝を睨にらみつけた迅は、突つき放すように磯貝の襟えり元もとから手を離はなすと、短く命じた。

「……失うせろ」

　ヒッと竦すくみ上がった磯貝が、転びそうになりながら駆かけ去っていく。啞あ然ぜんとしていた理玖は、迅に手を差し伸のべられ、戸と惑まどいつつもその手を取って立ち上がった。

　怒っていた迅は怖こわかったけれど、迅が誰だれの為ために怒ったのかくらい、理玖にも理解できる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　……悪かったな、知り合いが」

　つっても、俺はアイツの事ほとんど覚えてねぇんだが、とぼやいた迅が、地面に散った残りのゴミをゴミ箱に戻し、軍手を外しながらベンチに腰こしを下ろす。ぽんぽん、と隣を叩たたかれて促され、まだ呆気に取られたままの理玖は素す直なおにそこに腰かけた。

「……ん。緑茶でよかったか？」

「あ……、はい、……ありがとうございます」

　ベンチに置いておいた差し入れを渡わたされて、理玖はお礼を言って受け取る。缶かんコーヒーを呷あおる迅の横顔をじっと見ながら、理玖はおそるおそる切り出した。

「あの、さっき、庇かばってくれてありがとうございました。あんなふうに言ってくれるなんて思わなくて、……びっくりしました」

　天職とか、と付け加えると、迅がため息混じりに答える。

「やっぱりお前、誤解してたか」

「……僕、神邑さんは僕の事が嫌きらいだから、僕が事務所に勤めるの反対したんだと……」

「んな訳ねぇだろ」

　呆あきれたように否定する迅の声は、どこか優やさしく、慈いつくしむような響ひびきがあった。

「好きだ、つったろ。……一年前から、ずっと」

「……っ」

　目を細めた迅にじっと見つめられながらそう言われて、理玖は慌てて俯うつむく。いただきます、と小さく言ってゴクゴクお茶を飲んでから、理玖は迅に聞いた。

「じゃ、じゃあなんで、反対したんですか？」

　下手へたなかわし方をした理玖に、ひょい、と迅が片方の眉まゆを上げる。

「お、逃にげたな。まあ、今日は見み逃のがしてやるか」

　仕方ねぇなあ、と喉のど奥おくで低く笑う迅の言葉を、理玖はミミを伏ふせて聞こえない振ふりをした。きっと赤くなった頰ほおで聞こえているのはバレているのだろうが、あんな恥はずかしい台詞せりふにどう返したらいいのかなんて、理玖には分からない。

　ぺったりミミを伏せ、無言でそっぽを向いた理玖にクックッとひとしきり笑って、迅が再び缶コーヒーを呷る。ひとつ深いため息をついて、迅は切り出した。

「お前が本気で探たん偵ていになりたいんなら、大だい歓かん迎げいだけどな。……あの時は違ちがっただろ、お前」

「そ、れは……」

　痛いところを突かれて、理玖は黙だまってしまう。

「あのまま成り行きで就職したら、お前が後こう悔かいする。そう思ったから、反対した」

　迅の声に、責める響きはない。けれど、それがかえって、彼が本気で理玖の事を案じて反対したのだと示しているようで、理玖は俯いたまま、きゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「楽な方に流されるのは簡単だ。でも、それは本当に自分のやりたい事か？　周りが喜ぶからとか、就活辛つらいからとか、そんなモチベーションじゃ、どんな仕事だって続かねぇぞ」

　何もかも見み透すかされて、理玖は返す言葉を失ってしまう。

（僕……、確かに、楽しようとしてた）

　郁也の役に立てるからと言い訳して、辛い就活から逃げ出そうとしていた。

　自分が本当にやりたい仕事かどうかなんて、二の次だった。

（……神邑さんの、言う通りだ）

　自分を恥じて、理玖はしゅんとミミを伏せる。

　と、その時、おもむろに迅が腕うでを伸ばしてきた。

「……考えすぎんじゃねぇよ」

　大きな手に、頭を引き寄せられる。驚いて身じろぎかけた理玖だったが、それより早く、ぽんぽんと宥なだめるように頭を撫なでられた。

「お前は即そく断だん即そつ決けつってタイプじゃねぇんだから、焦あせったってろくな事になんねぇだろ。だったらいっそ、じっくり時間かけちまえ。そうしたらきっと、やりたい事だって見えてくるだろ」

　長い指が、そっとミミに触ふれてくる。

　優しくて、温かい指先だった。

　その指でゆっくり丁てい寧ねいにミミを撫でられると、身も心も迅に包み込まれてしまうような気がして、理玖は咄とつ嗟さに迅の指先を振り払はらっていた。

「こ……、根こん拠きよもないのに、無責任な事言わないで下さい……っ」

　怖いと、そう思った。

　この指に身を預けたらいけない、だって相手は自分を襲おそった、最低の男なのだから、と。

　ミミを伏せ、シッポを膨ふくらませて、目に見えない壁かべで迅を拒こばもうとする。

　それなのに──。

「根拠なんかいらねぇだろうが。俺がそう思って、そう信じてんだから」

　強ごう引いんで、そのくせ優しい男が、何度でも理玖を捕とらえにくる。

　壁など隔へだてたところで意味はないのだと、そう思い知らせるかのように、軽々飛び越こえて。

「似合わねぇ虚きよ勢せい張んな、理玖。オラ、こっち来い」

　もう一度理玖に手を伸ばしてきた迅が、長い指先で理玖の髪かみを梳すく。

　怯おびえて伏せられた理玖のミミにそっと触れながら、迅はそのなめらかで深い声で、言い聞かせるように囁ささやきかけてきた。

「お前はそのまんまでいいんだよ。素直で甘っちょろいのが、お前のいいとこなんだから」

　その指先に、声こわ音ねに、尖とがっていた部分が全部溶とけてやわらかくなっていくような気がした。

　甘っちょろい、なんて言われてしゃくなのに、迅の手を振り払う事ができない。

　信じるのに根拠なんていらないと、迅はそう言った。

　お前はそのままでいい、と。

（それって、そのままの僕を信じてくれてるって事だ……）

　このままの自分ではいけないと、ずっと思っていた。

　でも迅は、今のままの自分を認めてくれている。

　信じてくれている。

　そう思った途と端たん、一気に嬉うれしさが込み上げてきて、理玖はカアッと頰を赤らめた。

「分か……っ、分かりました、から……っ、放して、神邑さ……っ」

　嬉しいけれど、嬉しいと思ってしまっているのが恥ずかしい。

　必死に両りよう腕うでで迅の胸むな元もとを押し返そうとするが、ぶ厚い胸むな板いたは遠ざかるどころかますます近づいてくる。長い腕にすっぽりと包み込まれた理玖は、懸けん命めいに迅を突っぱねようとしたが、漏もれ聞こえてきた不満げな声に、思わず抵てい抗こうをやめてしまっていた。

「……その神邑さんての、もうやめろ。名字で呼ばれんの、好きじゃねえんだよ」

「あ……」

　先ほど磯貝が迅の事を、愛人の子だと言っていたのを思い出し、理玖は気づく。

　そういえば事務所のメンバーは皆みな、迅を名字では呼ばない。

「……迅、さん」

　小さく呼んでみると、迅がフッと目を細めて微笑ほほえんだ。

「迅でいい。……最初っから、そう言ってんだろ」

　やわらかな微笑みに、理玖は慌あわててぎゅっと唇を引き結び、そっぽを向く。

　そうでもしないと、心臓がもう持ちそうになかった。

　真っ赤になった理玖を腕の中におさめたまま、迅がからかうような笑えみを浮うかべて言う。

「ま、どうしてもダメだったら、俺んとこに来い。嫁よめにしてやる」

「……結構です」

　一いつ瞬しゆんで渋しぶい顔つきになった理玖がきっぱり拒むと、迅はククッと苦く笑しようを漏らした。

「可愛かわいくねぇなあ、理玖。噓うそでも『嬉しい、今すぐ抱だいて』とか言えよ、そこは」

「いっ、言いませんよ、そんな事！　なんでそうなるんですか！」

「怒るな怒るな、冗じよう談だんだっつの」

　半分な、と笑いながら理玖の頭をぽんぽんと撫でた迅が、帽ぼう子しを取って理玖に返してくる。向こうも捜さがすか、と立ち上がった広い背中を見上げて、理玖は唇を引き結んだ。

（……どうしてモデル、辞やめたのかな。やりたい仕事じゃなかったのかな。……大事な仕事じゃ、なかったのかな）

　聞きたくて、でも聞けなくて。

　理玖はじっと黙ったまま、迅の背中を見つめ続けていた。

　触れられるほどに近いはずの距きよ離りが、どうしてだか今は、遠くに思えた。










　その日、理玖は駅前の本屋に来ていた。探偵事務所が休みの日は、いつもここで就職活動のマニュアル本で新しいものが出ていないかどうか、チェックするのが習慣だったのだ。

　けれど。

（……やめとこうかな）

　思い直して、本を棚たなに戻もどす。

（別に、迅に言われたからって訳じゃないけど……）

　──お前はそのまんまでいいんだよ。

　迅のあの言葉が、心の中で芯しんのようなものになっている気がする。

　それは、理玖が何冊マニュアル本を暗記しても得られなかったものだった。

「うん、……頑がん張ばろう」

　ついでにとペットの飼育本の棚も見てみる。

　ハムスターを捜すにあたって、理玖はその生態を知る為ために、何冊か飼育本を読んでいた。だが、こちらでも特に目新しい本はなく、理玖は結局なにも買わずに本屋をあとにした。

（せっかくだから、事務所の方を回って帰ろうかな）

　もしかしたらハムスターがいるかもしれない、と路地裏や細い道を選んで歩き始める。けれど、物もの陰かげを覗のぞき込んでいる内に、だんだん目め眩まいがし始めた。

（……そういえば、朝からなんか熱っぽかったっけ）

　軽い風邪かぜだろうから、後で薬を飲んでおこうと思っていたのに忘れていた。

　この間の公園でもハムスターを捜してから帰る予定だったけれど、このまままっすぐ部屋に帰った方がいいだろうか。

　そう思いながら顔を上げた理玖は、路地の先に見覚えのある人がいるのに気づく。

「あれ、……凉子さん？」

　凉子の出てきた店の看板を見上げて、理玖はサッと頰ほおを赤らめる。

　それは、ラブホテルの看板だった。

（もしかして、彼氏と……）

　咄嗟に物陰に隠かくれてしまってから、後悔する。こんなところに隠れるより、さっさとこの場を立ち去るべきだった。これではまるで、プライベートを詮せん索さくしているみたいだ。

　でも、今動いたら見つかってしまうかもしれない。せめて覗き見しないようにして、凉子がいなくなったらすぐ離はなれようと、理玖がミミ隠しの為の帽子を深く被かぶり直し、ぎゅっと目を瞑つぶった、その時だった。

「悪い、凉子。メモ落とした。戻って捜してくる」

　低くなめらかな声が聞こえてくる。

（え……）

　聞き覚えのあるその声に、理玖は思わず振ふり向き、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「う……、そ……」

　早くしなさいよ、と凉子に見送られ、ホテルに戻っていくその男は、──迅、だったのだ。

（え……？　なんで……、どうして迅が、凉子さんと……）

　どうして、とその言葉だけが頭を駆かけ巡めぐって、うまく息が吸えない。まるで自分の周りだけ、空気が鉛なまりになってしまったかのような気がして、苦しくて、──苦しくて。

（今の……、今の、本当に迅だった……？　本当に……？）

　自問する理玖だが、同時にそれがどれだけ愚おろかな事か分かっていた。

　自分が『ジン』を見み間ま違ちがえる訳がない。

　あれは確かに、迅だった。

　けれど、この目で見た事が、信じられない。

　信じたくない。

　迅が、凉子と、なんて──。

「……あら？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた理玖は、凉子の声にハッと顔を上げる。こちらに気づいた凉子が、カツカツとヒールを鳴らしてあっという間に近づいてきた。

「理玖くん？　そんなところでどうしたの？」

「あ……、え、と……」

　盗ぬすみ見していた後ろめたさと、今の光景の衝しよう撃げきで、なにも言葉が浮かばない。俯うつむいて黙だまってしまった理玖に、凉子はピンときたようだった。

「あ、もしかして、迅が私と、って思ってる？　違ちがうからね。誤解よ、それ」

「誤解って……、でも」

　誤解のしようがないと思う。

　だって二人は確かに、このホテルから出てきた。

（付き合ってるって雰ふん囲い気きじゃなかったけど、でも、……仲いいし）

　吞のみ友達の二人は、週末の仕事終わりによく居酒屋に連れ立って行っている。男女の仲という雰囲気ではなかったけれど、もしかしたら体だけの関係という事もあるのかもしれない。

（……僕の事、好きとか言ってたくせに。それなのに、凉子さんと……）

　じく、と心臓が針で刺さされたように痛んで、理玖は深く息を吐はき出した。

　これではっきりした。

　迅はやっぱり──。

「理玖くん？」

　黙り込んだ理玖に、凉子が声をかけてくる。

　理玖は慌てて顔を上げ、平静を装よそおって普ふ段だん通どおりの声で答えた。

「別に、誤解なんてしてません。凉子さんたちも、言い訳する必要ないじゃないですか。職場恋れん愛あい禁止な訳じゃないですし。……僕も、誰だれにも言いませんから」

　一気にそう言った理玖に、凉子が苦笑を浮かべる。

「だから、違うってば。今日のこれは調査。迅から、例のあのハムスター見かけてないか、ここら辺のラブホの従業員に聞き込みしたいから付き合えって言われたのよ」

「え……」

「男一人で出入りしてると嫌いやがられる、今度吞む時奢おごるからって言われてね」

　それだけよ、と言う凉子は、こういう事でわざわざ噓をついたり、隠し事をするような人ではない。そうと知ってはいたが、理玖は確かく認にんせずにはいられなかった。

「あの……、じゃあ、本当に……？」

「本当だってば。理玖くんは誤解してるかもしれないけど、ああ見えて迅って意外と仕事熱心なのよ？　アイツの依い頼らい達成率、理玖くんならよく知ってるでしょ？」

「それは……、はい」

　事務仕事を一手に引き受けている理玖は、メンバーの仕事量も把は握あくしている。迅の依頼達成率は、所長である郁也をも抜ぬいて事務所で随ずい一いちだ。

「依頼が来る度たびに面めん倒どくさいってよく言うけど、あれも結局は、面倒事全部自分で引き受ける気があるからなのよね。本当はアイツ、すごく面めん倒どう見みいいのよ」

　苦笑しながらそう言う凉子に、理玖は黙り込んだ。

（確かに……、タマを捜す時も、白石さんに熱心にいろいろ聞いてたって……）

　それに、面倒くさいが口くち癖ぐせの迅だが、実際にそれで仕事を投げ出したり、手を抜いたりするという場面は見た事がない。

（僕……、もしかして、迅の事、誤解してた……？）

　出会った時の印象が最悪だったから、今まで不ふ真面目まじめでいい加減な人だとしか思っていなかったけれど、そもそも本当にそんな男だったら、あんな依頼達成率は弾はじき出せない。

　探たん偵ていの仕事は地味で地道なものばかりだ。少しでも手を抜いては依頼人の期待に応こたえる成果など出せない事は、この一年間バイトをしていた理玖にはよく分かっている。

　考え込んでしまった理玖に、凉子が重ねて言う。

「だいたい、私があんな傲ごう慢まんな男、相手にすると思う？」

　思わない、と理玖がふるふる首を横に振ると、凉子は目を細め、でしょ、とにっこり笑う。

（……聞き込み、してただけ、なんだ）

　ほ、と小さく安あん堵どの吐と息いきをついた理玖だったが、事務所の紅一点は目ざとかった。

「……理玖くん、ネコミミ生えてから、ちょっと分かり易やすくなったわね。今、妬やいたでしょ？」

「や……っ、妬いてなんかないです。僕はただ、ちょっと……」

　ただちょっと、自分の事を好きだと言っておいて、凉子とそういう関係を持つのはどうかと思っただけだ。あまりに誠意がないと、そう思っただけで。

（……僕があんな人の事で妬いたりする訳ない。だって別に、……好きとかじゃ、ないし）

　言葉の続きを吞み込んだ理玖に、凉子がまあいいけどね、と含ふくみ笑いを浮うかべて言う。

「私だってね、せっかくの休日なんだから、聞き込みするならデートがてら理玖くん誘さそってみたらって言ったのよ？　そしたらアイツ、なんて言ったと思う？」

　ニヤ、とからかうように目を細めた凉子は、内ない緒しよ話ばなしをするように声を落として続けた。

「こんないかがわしい場所に理玖を連れていけるか、ですって」

「……っ、そ、う、ですか」

「理玖くんだって成人男子なのにねえ。どっかの叔父おじさんよりよっぽど過保護よねえ。っていうか、それで私はいいってどういう事かしら。失礼しちゃうわよねえ」

　言葉とは裏腹に、楽しそうに笑った凉子が、煙草たばこを一本取り出して火を点つける。紫し煙えんをくゆらせながら、凉子は何気なく切り出した。

「私、アイツと吞んだ時にいろいろ聞いててね。理玖くんが迅の事なかなか信じられないのも分かるけど、……でも、信じてやって。アイツにとって理玖くんは特別なのよ」

「特別って……。僕、なにも」

「ファンだったんでしょ？　モデル時代の『ジン』の」

　携けい帯たい灰皿にトントンと灰を落として、凉子が続ける。

「まだ理玖くんがウチの事務所に来る前にね、アイツ言ってたのよ。未いまだに自分の復帰を望んでくれてる熱心なファンがいるって。現げん役えきの頃ころから何通も手紙くれてる子で、その子がいたから、実家といざこざがあってもモデル頑がん張ばれてたって」

「……っ、それって……」

「もちろん私は、名前までは聞いてないけどね。でも、一年前、理玖くんに嫌きらわれたと思った時のアイツの落ち込みっぷり見て、ああ、きっとこの子なんだなって思ったわ」

　女の勘かんってヤツかしらね、と笑う凉子に、理玖は驚おどろきのあまり呆然としてしまった。

「だってそんな……、僕はただ、応おう援えんしてますって」

「それが一番、嬉うれしかったんじゃないかしら。アイツの実家の事情、ちょっと特とく殊しゆだから」

　凉子の言葉に、理玖は磯貝の言っていた事を思い出す。あの時磯貝は、迅が愛人の子だと言っていた。モデルを辞やめた事は、それとなにか関係しているのだろうか。

（……知りたい）

　迅の事を、知りたい。

「あの、凉子さん。迅の家の事情って、なにが……」

　問いかけた理玖に、凉子が目を細める。

「それは、私の口からは言えない。知りたければ、本人に聞きなさい」

　ズルしちゃダメよ、と笑いながら諭さとされて、理玖は返す言葉もなく唇くちびるを嚙かむ。

（知りたい、……けど）

　どうして自分は迅の事を知りたいのだろう。

　昔、ファンだったから？　でも、今はもうファンではない。

　今は、自分は迅の事を──。

　と、携帯灰皿に煙草の吸い殻がらをしまった凉子が、思いついたように言う。

「そうだ、なんだったら今日これから、迅と話してみたら？　もうすぐ戻もどってくると思うし」

　ちょっと待ってて、とホテルの方に向かおうとする凉子に、理玖は慌あわてて声をかけた。

「い……っ、いえ、いいですっ、僕、用事があって……っ」

　これで失礼します、とその場を逃にげ出す。理玖くん、と呼び止める凉子の声が背中で聞こえたが、理玖は振ふり返る事なく、全速力で元来た道を戻った。

　大通りまで出て、はあ、と息をつく。

（う……、くらくら、する）

　大きく胸を喘あえがせながら、理玖は角の店の壁かべに手をついた。走ったせいで熱が上がったのだろうか、視界がぐらぐら揺ゆれているような感覚が走る。

　呼吸がし難にくくて咳せき込みながらも、理玖は不思議と悪い気分はしていなかった。胸は苦しかったけれど、もう刺すような痛みは感じない。それどころか、ほわっとあたたかく穏おだやかな心持ちになっていた。

（……迅と凉子さん、そういう関係じゃ、なかった）

　知らず知らずの内に、ほっと安堵するような吐息が漏もれていって、理玖は戸と惑まどった。

　迅が誰と寝ねていようが自分には関係ない。

　それなのにどうして、二人が恋こい人びと同士じゃないと知って安心しているのだろう。

（今僕、どうして、よかった、なんて思ったんだろう）

　どうして、と理玖が狼狽うろたえながらもそう思った、その時だった。

「あれ、キミ……、理玖くん？」

「え？　はい……、……あ」

　突とつ然ぜん呼びかけられて顔を上げた理玖は、目の前に立った男に驚く。血色の悪い顔、浮き上がった頰ほお骨ぼね──、男は先日公園で会った、磯貝だったのだ。

「奇き遇ぐうだね、こんなところで。私を覚えてるかな？」

「……磯貝さん、ですよね」

　警けい戒かいしながら理玖が答えると、磯貝が細い目に笑えみを浮かべる。

「そうそう。いや、この間はすまなかったね。神邑があまりにも素っ気なかったものだから、こちらもカチンときて、大人げない態度を取ってしまった」

　悪かった、と眉まゆを下げて謝る磯貝は、本当にすまなそうな表情を浮かべている。

「キミにも酷ひどい事を言ってしまって申し訳ない。なにかお詫わびをしたいのだが……」

「いえ、そんな……。僕は、気にしてませんから」

　公園の時とはまるで別人のような磯貝に、理玖は慌てて首を横に振る。しかし、となおも食い下がろうとした磯貝だったが、その時、理玖の体調が悪い事に気づいたらしい。

「……キミ、もしかして熱でもあるのか？　顔が真っ赤だが……」

「あ……、そうなんです。ちょっと、風邪かぜ気ぎ味みみたいで」

　磯貝と話している間にも、少しずつ熱が上がってきた気がする。

（なんか……、ぼうっとしてきた）

　頭にモヤがかかったみたいに、思考が鈍にぶくなってきている。本格的に風邪を引いたのだろうかと思ったが、不思議な事に、熱が出た時特有のぞくぞくするような悪お寒かんは感じない。

　ただ、体の芯しんが、ミミが、シッポが、じわじわと熱く、むず痒がゆくなってきて──。

（なんだろう、これ……、なんか、……変）

　くらん、とまた目め眩まいに襲おそわれて、理玖はとりあえずこの場を辞そうとした。

「すみません、僕、病院に……」

「病院？　なにを言ってるんだ、体調が悪いのなら、私の研究室に来なさい」

「え？　でも……」

　戸惑う理玖に、磯貝が声をひそめて言う。

「キミの場合、普ふ通つうの病院では診しん察さつができないだろう？」

　ミミを隠かくす為ための帽ぼう子しを視線で示されて、理玖は黙だまり込む。

　確かに、こんなミミが生えている患かん者じや、普通の医者ではお手上げだろう。

「その奇き病びようのせいで熱が出ているという事も考えられる。ちょうどいい、そこに車を停とめているから乗りなさい。私の研究室で診みてあげよう」

　促うながされて、理玖は逡しゆん巡じゆんしつつも頷うなずいた。

　確かに熱の出方が普通の風邪とは少し違ちがう気がするし、それに、磯貝はこの病気の治ち療りよう薬も開発していると言っていた。それなら、磯貝に任せた方がいい気がする。

（それに、なんかもう……、立ってるのもしんどい……）

　今すぐどこかで横になりたい。

　横になって、全身をどこかに擦こすりつけたい。

　このむず痒さを、熱さを、どうにかしたい。

「こっちだ、さあ」

「ん……、は、はい」

　磯貝に肩かたを抱だかれて促された途と端たん、触ふれられたところから痺しびれるような感覚が走る。理玖はハア、と熱い吐と息いきをつきながら、近くの道どう路ろ脇わきに停められていた車に乗り込んだ。助手席に座れば落ち着くかと思ったけれど、服が肌はだに擦れる感かん触しよくに、またじわんと痺れが走る。

（なんだろ、これ……、なんか、うずうず、する）

　普通に座っていないと、と思うのに、足の先まで肌がじりじりと痒かゆくて、知らず知らずの内に体をシートに擦りつけてしまう。触れてもいないのに体の中心が兆きざし始めていて、いきなりどうしてと、恥はずかしいと思うのに、驚きも羞しゆう恥ちも、どこか遠い世界の出来事のようで。

「さ、行こう。すぐ着くから……」

　磯貝が車のエンジンをかけ、ウィンカーを出してハンドルを切った、──その、次の瞬しゆん間かん。

「う、わ……っ!?」

　バンッと大きな音がして、磯貝が叫さけび声を上げ、急ブレーキを踏ふむ。ぼんやりと顔を上げた理玖は、フロントガラス越ごしに見慣れた姿を見つけ、首を傾かしげた。

「じ、ん……？」

　ボンネットに、迅が乗っている。先ほどの大きな音の正体は、どうやら迅が車に飛び乗った音だったらしい。行く手を遮さえぎるようにフロントガラスを覆おおった迅は、今にも射殺しそうなほど鋭するどい視線で磯貝を睨にらんでいた。

「停めろ……！」

　低く命じる声は、ガラス越しでくぐもっていてもなお、有う無むを言わさない迫はく力りよくに満ちていた。気け圧おされたように、磯貝がこくこくと頷き、エンジンを切る。

　ボンネットから降りた迅は、すぐさま理玖の乗っている助手席のドアを開けた。

「理玖！　おい、理玖！」

「ん……、迅……？　どう、して……？」

　迅に呼びかけられて、理玖はぼうっと迅を見つめ返す。普通ではない理玖の様子に、迅がサッと顔色を変え、運転席の磯貝をギロッと睨んだ。

「おい、てめぇ……！　理玖になにしてくれてんだ、ああ!?」

「な……、なにもしてない、本当だ！　私はただ、この子が熱っぽいというから、私の研究室で具合を診てあげようとしただけで……」

　おろおろと答える磯貝に、迅が吐はき捨てるように言う。

「具合を診る？　お前の場合、ついでにこいつから研究データ取ろうって魂こん胆たんだろう？　見え透すいてんだよ、クソが……！」

　図星を指されたのだろう、磯貝がそんな、とか、私はただ、とかもごもごと口ごもる。迅は磯貝を無視して、理玖を促してきた。

「行くぞ、理玖。ほら、摑つかまれ」

「んん……っ」

　長い腕うでが理玖の背中と膝ひざ裏うらをすくうようにして抱き上げる。迅の手に触れられたところがじわんと疼うずいて、理玖は小さく喘ぎながら迅の首元にすがりついた。

（……いい匂においがする……）

　顔を埋うずめた肩かた口ぐちから、迅の匂いがする。清すが々すがしいウッドノートと迅自身の匂いが混じり合ったその香かおりに、理玖はうっとりと目を閉じた。

　鼻から入り込んできた香りが、体の内側をゆっくり撫なでていくような気がする。

　ゆっくり優やさしく撫でて、理玖の身も心もほわんと解いていくような気が。

「気持ち、い……」

　すり、と鼻先を擦りつけて、理玖は迅の腕の中で体をくねらせた。動いたせいで帽子がずり落ちてしまったけれど、もうそれもどうでもいい。

「おい、理玖、帽子が……、理玖？」

　迅の声が、車の中にいた時よりもずっと遠くに聞こえる。

（変なの……、こんなに近い、のに）

　ぼうっとしている理玖に眉まゆ根ねを寄せた迅が、視線を磯貝に移し、低く唸うなる。

「……なに見てやがんだ。さっさと失うせろ」

「い、いいのか？　その子は普通の医者には診せられないぞ。今私を追い払はらったら……」

　言葉の途と中ちゆうで、磯貝がヒッと悲鳴を吞のみ込む。ぼんやりと顔を上げた理玖の視線の先で、迅が恐おそろしいまでの形相で磯貝を睨みつけていた。

「聞こえなかったのか？　失せろ、つってんだよ。……それとな、今度こいつに近づいてみろ。ただじゃおかねぇ……！」

「わ……、分かった、分かったから……っ」

　助手席のドアを閉めた磯貝が、車を急発進させる。チ、と舌打ちした迅が、遠ざかる車を睨みつけながらぼやいた。

「ったく、危ねぇったらねえな。おい理玖、お前あとで凉子に礼言っとけよ。理玖が来たから追いかけろって言われなきゃ、今いま頃ごろ……、おい、聞いてんのか、理玖」

　うん、と子供のように頷きながら、理玖はぼうっと迅を見つめ続けていた。

　切れ長の目、彫ほりが深めの精せい悍かんな顔。

　美しい野生の獣けもののような横顔の男は、耳の形まで綺き麗れいだ。

　綺麗で、すごく──。

「……美味おいし、そう……」

「理玖……？　っ、おい！」

　かじ、と耳たぶを齧かじってみると、迅がびくっと肩を震ふるわせた。

「お前、なにして……っ、……理玖？」

「ん、は……、あ、つい……」

　ハア、と迅の首元で熱い吐息をついた理玖に、迅が案じるような顔つきになった。

「そういや熱っぽい、つってたな。風邪かぜでも……」

　けれど、言葉の途中で理玖がもぞもぞと足をすり合わせ始めたのに気づいた迅が、理玖の足の間に視線を落として驚おどろいたように目を瞠みはる。

「……おい？　お前、なんで勃ぼつ起きしてんだ？」

　まじまじと理玖を見つめた迅が、みるみる内に眉み間けんに深く皺しわを寄せていく。

「さっきからおかしいのは、このせいか？　なんでこんな……、ミミと関係あんのか？」

　ぼんやりしていた理玖は、おい、と重ねて問われ、こてんと首を傾げる。

「なに……？　分かんにゃ……」

「分か……、っ、お前な……」

　語ご尾びのあやしい理玖に、迅が深いため息をつく。

「……仕方ねぇな。とりあえず、どっか休めるとこ……、ったく、なんの為にわざわざ凉子に同行頼たのんだんだか、分かりゃしねぇな」

　ぼやいた迅が、一いつ旦たん理玖を降ろして帽ぼう子しを拾い上げ、再び理玖を抱き上げて歩き出す。力強い腕の中でゆさゆさと揺ゆらされる度たび、服に擦れた肌がじんじんと疼いて、理玖は、ん、んん、と小さく甘い悲鳴を上げた。

「や……、や、揺すんな、で……、やぁ……っ」

「お、前……っ、ちょっと我が慢まんしろ、こんなとこでそんなエロ声出すんじゃねぇよ」

　苛いら立だったような、それでいてどこか焦あせったような声で、迅が理玖をたしなめる。口塞ふさいどけ、と言われた理玖は、うん、と素す直なおに頷いて自分の口を塞ぐものを探し──、目の前の形のいい耳たぶにしゃぶりついた。

「っ、バカ、そういう意味じゃねぇ！」

「ん、んん、や……、なめ、る」

　顔を背そむけようとする迅の頭を抱え込み、はぐはぐと耳たぶに吸いつく。大きく息を吞んだ迅が、足音荒あらく路地を戻もどりながらヤケのように呻うめいた。

「ああもう、好きにしろ……っ、クソ、なんなんだ、このエロ猫ねこ……！」

　人の我慢簡単に蹴け散ちらしやがって、とか、覚かく悟ごしろよ、とか。

　唸る迅にぎゅっと抱きついて、理玖は甘える猫のように疼く体をすり寄せたのだった。
















　理玖を抱えたまま迅が入ったのは、先ほど迅が凉子と聞き込みをしていたラブホテルだった。

　無人の受付で部屋を選び、エレベーターに乗り込む間も、理玖は迅の首元にしがみつき、ずっと迅の耳たぶを舐なめしゃぶっていた。そうでもしなければあられもなく喘あえいでしまいそうなくらい、体中疼いてたまらなかったのだ。

　迅はずっと不ふ機き嫌げんそうに眉間に皺を寄せていたが、理玖のしたいようにさせてくれた。

　着いたのは、アジアンスタイルの部屋だった。ラタンのソファとテーブルが置かれ、花弁が浮うかべられたガラスの水すい盤ばんが飾かざられている。大きなダブルベッドは天てん蓋がい付きで、窓のカーテンは閉められており、竹で編まれた照明が薄うす明あかりを灯ともしていた。

　理玖を抱だき上げたまま部屋を横切った迅が、部屋の奥へと進む。広いベッドにドサッと下ろされた途と端たん、理玖は蕩とろけきった悲鳴を漏もらしていた。

「んにゃぁ……！」

（なんで僕、こんな声……）

　あからさまな声が恥はずかしいのに、意識がぼんやりしていて、勝手に出てきてしまうその声を抑おさえる事ができない。

（嫌いやだ……、なんか……、なんか、うずうず、する……）

　体が熱くて熱くて、服に擦こすれた肌はだが痒かゆくてたまらない。ん、ん、とミミを伏ふせ、シーツの上に横たわって身み悶もだえる理玖を見下ろして、迅が大きくため息をついた。

「ったく、すっかり飛んでんな、理玖。大だい丈じよう夫ぶか？　気分悪わりぃとか……」

「んゃぅ……、あつ、い……」

　とろんとした目で答えながら、理玖は霞かすみがかった思考を働かせる。

（服があるから、こんなに熱くて痒いのかな……）

　ぼんやりした頭で、きっとそうだと思った理玖は、着ていたものを次々に脱ぬぎだした。突とつ然ぜんストリップショーを始めた理玖に、ベッドサイドに立ったままの迅が息を吞む。

「っ、おい、なに脱いで……。熱いってそれ、発情期みたいなもんか？　さっきからなんか、猫みてぇな声で喘いでるし」

「……猫じゃ、にゃ……っ、んんんっ」

　人前で服を脱ぐなんて、どうしてこんな事をしているのか、自分でも分からない。迅の視線が恥ずかしいと思うのに、ぼうっとした頭には、言われた事の半分も入ってこなかった。

　ただもう熱くて、痒くて我慢ができず、下着もなにもかも脱いでしまった理玖は、ベッドの上にぺたんと座り込んだ。服は脱いだのに、足の間で硬かたくなったものが疼いてたまらない。

「ん……、んんっ」

　そっと握にぎってみた途端、じわんとそこに甘い快感が走って、理玖ははあ、と熱い吐と息いきを漏らした。もうぬるぬるになっているそれの先っぽが、じゅわんと溶とけたみたいにまた蜜みつを零こぼす。

「あう、う、あ……っ」

「お前、いきなりなに……っ、ああもう、聞いてやしねぇし」

　こんな恥ずかしい事しちゃいけない、と頭の片かた隅すみでは確かにそう思っているはずなのに、走り出した欲よく情じようがとめられず、くちゅくちゅと自分でそこを扱しごき始めてしまう。勘かん弁べんしろ、と呻く迅の声が聞こえた気がしたけれど、理玖の頭の中は、あっという間に快楽でいっぱいになってしまい、すぐに周りなど見えなくなるし、誰だれの声も聞こえなくなってしまった。

（出したい……、出したい、イきたい……っ）

「んっ、んにゃ、あ、あ！」

　伏せたミミをふるふる震わせ、シッポを先っぽまでピンと反らして、は、は、と短く熱い息を零しながら、夢中で快感を追いかける。慣れた刺し激げきに、体はあっという間に頂点を極きわめた。

「あっ、あ、あ、あ……！」

　ぴゅう、と白はく濁だくが噴ふき出し、甘い倦けん怠たい感かんが全身を包み込む。トサッとベッドに横になった理玖を覗のぞき込み、迅がため息混じりに聞いてきた。

「……ちったあ落ち着いたか？」

　屈かがんだ迅から、ふわんと心ここ地ちいい匂においが漂ただよってくる。ほのかなウッドノートの香かおりに、理玖はとろんと目を蕩けさせた。

（いい匂い……、気持ちいい、……もっと）

　もっと、この匂いでいっぱいになりたい。

　もっと、気持ちよくなりたい。

「ん……、もっと……」

　欲よく望ぼうのままに、理玖は重い両りよう腕うでを持ち上げて迅にすがりついた。

「おい、……理玖？」

　驚いたように開かれた形のいい唇くちびるは、さっきさんざん舐めしゃぶった彼の耳たぶよりも、もっと美味おいしそうに見える。

　薄うすい唇の奥にちらりと白い歯と舌が見えて、理玖は我慢できず自ら迅に唇を重ねていた。

「理……、ん！」

「んん……」

　キスなんて、一年前に迅にされたのが初めてだったし、その後だって誰ともしていないから、どうすればいいか分からない。それでもあの歯を、舌を舐めたくて、味わいたくて、もうそれだけしか考えられず、理玖は夢中でちゅうちゅうと迅の唇に吸いついた。舌を伸のばして、ぺろぺろと迅の歯を舐めていると、濡ぬれたなめらかな舌が差し出される。

「……ったく、仕方ねぇな。……オラ、好きにしろ」

　許し与あたえ、甘やかすような響ひびきが嬉うれしくて、理玖は懸けん命めいに迅の舌に自分のそれを絡からめようとした。けれど、不慣れなせいか舌先がぬるぬる擦れ合うばかりでうまくいかない。ぺちょぺちょと不器用に迅の舌を舐め続ける理玖に、迅がふっと低く笑う気配がした。

「……こうやんだよ」

「あ、はむ……っ、んっんっ」

　呟つぶやいた迅がくちづけてきた途端、キスの角度が変わり、ぐんっと奥まで迅の舌が入り込んでくる。じゅうっと理玖の舌をきつく吸い上げた迅は、理玖の後頭部を抱えるとしっかりと舌を絡めてきた。

「んんぅ……」

　力強い舌に絞しぼるように舌を舐め上げられ、舌先を吸われたかと思うと、喉のど奥おくまで舐め尽つくされる。まるでそこを犯おかされているみたいなのに、苦しさなどまるでないのが不思議で、でも気持ちよさにすぐになにも分からなくなった。

（溶けちゃう、みたい……）

　触ふれ合った唇が、舌が熱くて、そこからとろとろに蕩けてしまうような気がする。

　溶けて、迅の一部にされてしまうような気が。

「んぅ……、ん、ん……」

　覆おおい被かぶさるような角度のせいで、口の中にどんどん唾だ液えきが溜たまってくる。混じり合った蜜が口の端はしから溢あふれ、肌を伝うその搔そう痒よう感かんに理玖がぶるっと震ふるえると、迅がようやく顔を上げた。

「……飲め」

　促うながすように唇を甘く嚙かまれながら命じられて、理玖はこくんと喉を鳴らす。いい子だな、と長い指先に溢れたものを拭ぬぐわれ、あやすように優やさしく喉を撫なでられると、それだけでじぃんと体の中心が痺しびれて、理玖はシーツの上に横たわり、もじもじと両足を擦り合わせた。

　ん、ん、と小さく喘ぎながら悶もだえる理玖をじっと見つめて、迅が大きくため息をつく。

「ったく、いっちょまえに男煽あおりやがって。……覚悟できてんだろうな？」

　着ていた服をバサバサと脱ぎだした迅を、理玖はぼんやり見上げた。

　均整のとれた裸ら体たいは、ずっと憧あこがれ続けた男のものだ。広い肩かたも厚い胸も、しなやかで強きよう靭じんな筋肉にみっしり覆われ、モデルをしていた頃ころよりもずっと成熟した雄おすの色いろ香かに満ちている。

「お前が今、普ふ通つうじゃないってのは分かってるけどな。好きな奴やつが据すえ膳ぜん状態で転がってて手ぇ出さねぇでいられるほど、俺はお人ひと好よしでも、枯かれてもねぇんだよ」

　ジーンズのみを残した迅が、ベッドに乗り上がってくる。ぺろ、と唇を舐め、髪かみをかきあげながらこちらを見み据すえてくるその視線は、切れてしまいそうなほどに鋭するどく、強い。

　まるで、ずっと牙きばを突つき立てるのを我が慢まんしていた極ごく上じようの獲え物ものをついに喰くらう寸前の、肉にく食しよく獣じゆうのような目だった。

「いくらぶっ飛んでようが、後で覚えてないなんて言えねぇくらい、悦よくしてやる。……恨うらむんなら、俺みたいな悪い男を骨ほね抜ぬきにした自分を恨め」

　唸うなるように低いのになめらかで心地いい声、燃えるような情じよう欲よくを滾たぎらせた切れ長の瞳ひとみが、理玖を捕とらえにくる。

　怖こわいのに、体の奥がじいんと痺れて、一気に鼓こ動どうが速くなる。ばくばくと早はや鐘がねを打つ心臓が今にも壊こわれそうで、理玖は思わず、くるんとシッポを足の間に挟はさみ込んだ。

　けれど、それがいけなかった。

「あ……っ、ひぅんんっ、んんん！」

　ふわふわのシッポがむき出しの性器に触れた途端、凄すさまじい搔痒感がそこを襲おそったのだ。シッポ自体も敏びん感かんになっているようで、触れたところからつけ根の方まで、じわんと甘ったるく重い快感が走る。

　ん、ん、と小さく悶えながら必死に堪こらえようとしている理玖を見下ろした迅が、からかうように目を細めて理玖のシッポに手を伸ばしてくる。

「なんだ、理玖。シッポで感じるなんて、やらしーな。つうかお前これ、シッポ自体も感じてんのか、ん？」

「あ……っ、やっ、や……！」

　まるで性器にするような手つきでシッポを擦こすり上げられ、理玖はきゅうっとミミを伏ふせて身を竦すくませる。やっぱりか、と笑いながらいやらしい手つきで何度もシッポを扱き立て、びくびくと理玖の体をひとしきり震わせてから、迅はふわふわの先っぽにキスを落としてきた。　>>>♥

「あ、ン！」

「そんなに感じるんなら、これでここ、くすぐってやろうか」

「え……」

　ニヤ、と笑った迅が、理玖のシッポの先を摑つかんで、胸の先に近づけてくる。やわらかな獣じゆう毛もうが小さな尖とがりに触れた途と端たん、理玖はびくっと体を跳はねさせていた。

「ひぁっ、あ！　あ……！」

　絹のようなしなやかな毛に撫でられる度たび、乳ち首くびがどんどん硬く凝こっていく。普ふ段だん意識した事すらなかったそこが、じんじんと甘く疼うずき始めて、理性の飛んでいる理玖は戸と惑まどうより先にその快楽に溺おぼれていった。

「んう……っ、あ、ん、シッポ……っ、……もち、い……っ」

「素す直なおで可愛かわいいな、理玖。……こっちも、舐なめてやる」

「あ……、んんっ！」

　顔を伏ふせた迅が、反対の乳首をぺろりと舐め上げてくる。そのまま周りの皮ひ膚ふごときゅうっと吸い立てられて、理玖はまた猫ねこのように啼ないていた。

「や、や……っ、吸わな、で……っ、にゃぁあっ、ぁあうっ、や……っ、んにゃあう……！」

　心地よさにシッポがくねる度、その動きで性器の裏側も同時に擦られてしまう。ちゅうっと胸の先を吸われた理玖は、真っ赤に張りつめた先せん端たんをじゅわっと濃こい先走りで濡らした。零こぼれた蜜を吸ったシッポが、にちゅぬちゅとはしたない水音を立て始めて、気づいた迅がシッポごと理玖の性器をきゅっと握ってくる。

「あぅん……っ」

「こんなに濡らして、にゃんにゃん啼いて、なぁにが嫌いやだよ、あ？」

　意地悪く笑った迅が、そこを強く扱しごき立ててくる。ぐちゅぐちゅになった性器も、シッポも気持ちがよくて、よすぎて、理玖は目め眩まいすら覚える強きよう烈れつなそれにあられもない嬌きよう声せいを放った。

「んあぁうっ、にゃああっ、あああ……っ！」

　カアアッと体の芯しんが燃え上がって、熱くて熱くてたまらない。身をよじり、腰こしを浮うかせてそこを迅の手に擦りつけながら、理玖はひんひんと過ぎる快楽に啼き喘あえいだ。

「……えっろ」

　ぺろ、と唇を舐めながら笑えみを深めた迅が、おもむろに身を起こし、ヘッドボードに手を伸ばす。摑んだボトルを片手で器用に開けた迅は、とろんとしたジェルを手に取ると、横向きで寝ねている理玖の上の方の足を持ち上げ、自分の体を割り入れてきた。膝ひざを折り畳たたむようにして理玖の足を開かせる。

　足の間を覆っている理玖のシッポを見み咎とがめた迅は、ひょいと片方の眉まゆを上げて命じてきた。

「イイ事してやるから、シッポどけろ、理玖」

「で……、も」

「……理玖」

　低くなめらかな声で重ねて促した迅が、おもむろに身を屈め、理玖のそこを隠かくすシッポを唇で喰はむ。敏感になったシッポをやわらかく嚙まれるだけでもたまらない刺し激げきなのに、迅は見せつけるように舌を突き出すと、れろ、とシッポを舐め上げてきた。

「ひっ、あ……っ、ん、ん……！」

「どけないと、このままシッポだけでイかせんぞ？　それでもいいのか、理玖」

「い……っ、いや、や……っ」

　ぞくぞくと背筋を駆かけ上ってくる快感に負けて、理玖はおずおずとシッポを足の間からどけた。蜜みつに濡ぬれ、真っ赤に腫はれた性器が、白いシッポとの間にとろぉっと淫みだらな糸を引く。

　じんじんと疼きっぱなしのそこに耐たえきれず、理玖は手近にあった大きな枕まくらにしがみつくと、くるんとシッポを迅の手首に絡みつかせた。

「こ、こっち……、こっち、して……！」

　くいくいと懸命に引っ張って続きをせがむ。けれど迅は、くっと意地の悪い笑みを浮かべると、目を細めて理玖を唆そそのかしてきた。

「それじゃ、ねだった事になんねぇぞ、理玖。誰だれの、なにで、どうしてほしいんだ？」

「ん、ん……！」

「ちゃんとおねだりできたら、その通りにしてやる。……して、ほしいだろう？」

　ジェルを纏まとった指先が、内うち腿ももをねっとりなぞりあげてくる。がくがくと頷うなずいた理玖は、きゅうっと迅の手首をシッポで締しめつけ、喘ぎ混じりにねだった。

「して……っ、迅の、手で……っ、口で、気持ちよくして……っ！」

「……いい子だ」

「は、あ、あうぅんっ！」

　にゅるん、と性器の根元の膨ふくらみが迅のジェルまみれの手で撫でられる。そのままにゅぷにゅぷとそこをやわらかく揉もまれて、理玖は心ここ地ちよさにとろんと蕩とろけてしまった。ん、ん、と鼻にかかった喘ぎ声を漏もらしながら悶える理玖に、迅が囁ささやきかけてくる。

「……忘れんなよ。今お前にこうしてんのは、俺なんだからな」

「うん……っ、うん、ん……っ、あうっ、あ、あ……！」

　頷いた途端、じゅぷ、と性器が迅の唇くちびるに包み込まれる。キスの時にそうしたように、じゅうっと理玖をきつく吸い上げた迅は、根元の膨らみを複雑に揉みしだきながら、幹に舌を絡からみつかせてきた。

　力強い舌が張りつめた花か茎けいを絞しぼるみたいに舐め上げ、先端に浮かんだ蜜の滴しずくをちゅるっと吸い取っていく。くびれを丁てい寧ねいに舌先でなぞられると、焦じれったいのに気持ちがよくて、どんどんそこに熱が集まっていくような気がした。

「あ……、あぁう……、あ、あ……」

　ミミの先まで痙けい攣れんさせながら、ぎゅっと枕に抱だきついて喘いでいると、迅の手がぬるんと奥の方に進んでくる。無防備に晒さらされたそこを長い指先に探さぐられて、理玖はとろんと目を潤うるませ、胸を喘がせながら首を傾かしげた。

「なんで、そんなとこ……？」

「こっちにも、気持ちいいとこがあんだよ。いいからそのまんま、力抜ぬいてろ」

「あう……っ、うん、ん……」

　鈴すず口ぐちをぐりっと舌先で抉えぐられて、理玖は素直にこくんと頷いた。こんなに気持ちいい事をしてくれる迅が言うのだから、きっと本当なのだろうと、朧おぼろげな意識でそう思う。

「は……、んん……」

　押し当てた舌でぬちぬちと鈴口を刺激しながら、迅が理玖の後こう孔こうの襞ひだのひとつひとつをゆっくりなぞっていく。ぬるぬるとそこを撫なでてばかりいた指に、ぐっと力が込められた、と思った次の瞬しゆん間かん、周りの襞ごと押し込むようにして、迅の指が理玖の中に入ってきた。

「ん……！」

「息吐はけ、理玖」

　体を強こわばらせると、迅がぬっぷりと深く性器を銜くわえ込んでくる。心地よさに力が抜けると、ぬるう、と指が奥まで入り込んできた。くちくちとひとしきり中にジェルを塗ぬりつけた指が、ぬるんと抜け出ていく。

「もっかいな」

　身を起こした迅がジェルを足し、もう一度指を差し込んでくる。くちゅくちゅと中を濡れた硬かたいものにかき回され、理玖は初めてのその感かん触しよくに戸惑って頭かぶりを振ふった。

「や……、も、そこ、や……、気持ちよくな……、あっ、あ……？」

　気持ちよくないからやめてと、そう言うつもりだったのに、ぬるんと滑すべった迅の指が中のある一点を擦こすり上げた途端、びりりっと痺しびれるような感覚が腰の奥に走る。

「な、に……？　今の……」

　ちょうど性器の根元の裏側にあたるその位置には、ふっくらと膨れ上がった、やわらかい凝りのようなものがあった。感触で分かったのだろう、指先を蠢うごめかせた迅がそこを探り当て、くすぐるように撫でてくる。

「ん……、ここか？　ここはな、前ぜん立りつ腺せんっつうんだよ」

「あっ、ひう……っ、あんっ、あぁあっ」

　ぬくぬくと指先でそこを圧あつ迫ぱくされながら撫でられる度、電流でも流されたみたいにびくびくと体が跳ねてしまう。強すぎる快感に、ミミをぺたんと伏せて打ち震ふるえる理玖に、迅が目を細め、喉のど奥おくで低く笑った。

「誰が気持ちよくないって？　よさそうじゃねぇかよ、理玖」

　そら、と思いきりぐりっと抉られる。途端に駆け抜けた鮮せん烈れつな衝しよう撃げきに、理玖は力いっぱい枕を抱きしめて耐えた。

「ひぁあっ、ああっ、い……っ、あうぅ……！」

「……理玖、指増やすぞ」

　は、と短く熱い息をつき、下した唇くちびるを舐めた迅が、一度引き抜いた指に再度ジェルを纏まとわせる。

「ま、待……っ、あうン、んんんー……！」

　ずぐり、と揃そろえた二本の指を突つき立てられて、理玖は濃い先走りの蜜をぴゅっと吐き出した。くりゅくりゅと凝りを撫でた指が、理玖の奥までジェルをなすりつけてくる。体温でゆるんだジェルが深い場所までとろんと滴したたり落ちてくるようで、すっかり濡れきったそこが恥はずかしいのに、硬くて長い指を抜き差しされるともう訳が分からなくて。

「あぅ、んんっ、きもち、い……っ、そこ、そ、こ……っ」

　指が三本に増える頃ころには、理玖は夢中で腰を揺ゆらし、迅の指先の動きを追いかけていた。男の指に自らそこを擦りつけて快楽を貪むさぼる理玖に、迅が囁きかけてくる。

「ちゃんと覚えろよ、理玖。ここが、お前の一番イイとこ、だからな？」

「んっ、うん……っ、いい、い……っ、んにゃうう……！」

　ぐりぐりっと手首を回して理玖を啼なかせた迅が、上体を倒たおしてくちづけてくる。従順に唇を開き、男の舌に吸いついた理玖は、ゆっくりと抜け出ていく指に気づいて頭を振った。

「あ……、んん、やぁ……」

「ん……、ちょっと待て、今ゴム……」

　身を起こした迅が、ヘッドボードに手を伸のばそうとする。理玖はたまらず、枕を放ほうり出すとその首元に下から抱きついた。

「や……っ、待てな……っ、待てない……っ、ここ、もっと……っ、もっと擦って……っ」

　さんざん指で嬲なぶられたそこが、燃えるように熱く疼うずいて、もう我が慢まんができない。

　なんでもいい、なにをしたっていいから、とにかくこの熱をどうにかしてほしい。

（ちゃんと……、ちゃんと、おねだりすれば、してもらえる）

「もっと、ここ……っ、お尻しり、ぐちゅぐちゅってして……っ、気持ちよくして……！」

　自分がなにを叫さけんでいるのかなんて分からず、ただもうイきたくてイきたくて、理玖は腰をくねらせて迅の唇に嚙かみついた。そのまま下手へたくそなキスを繰くり返していると、呆ぼう然ぜんとしていた迅が我に返ったように嚙みつき返してくる。

「……ったく、暴走しすぎだ、このエロ猫ねこ……！」

「ん……っ、んんう……！」

　めちゃくちゃに舌を突っ込まれて口こう腔こうをかき回され、目が回りそうになりながらも、理玖はぎゅっと迅にしがみついていた。熱くてなめらかな肌はだが、迅の匂においが気持ちよくて、この綺き麗れいで美味おいしそうな男が欲しくて欲しくてたまらない。

　理玖の舌に嚙みつきながら、クソ、と迅が唸うなる。

「勃ぼつ起きしすぎて痛いてぇとか、ガキかっつの……っ」

　悪態を吐つきながらジーンズの前立てを開けた迅は、ずるりと取り出したものを理玖のそこに押し当ててきた。

「……力抜け、理玖。いっぱいぐちゅぐちゅしてやる」

「ん……、は、あ、あ……」

　濡れて熱い、硬い切っ先が、疼く蜜みつ壺つぼに押し込まれていく。狭せまいそこは、けれどジェルのぬめりと先ほどまでの愛あい撫ぶにやわらかく解けており、強きよう靭じんな雄おすの証あかしを従順に吞のみ込んでいった。

「は……、あ、あぁあああ……」

　蕩けきった声で仰のけ反り、うっとりと初めての男を味わう理玖の顎あごを啄ついばみ、迅が低く笑う。

「えっろい声で喘あえぎやがって……、処女のくせに、挿いれられただけで気持ちいいのか、ん？」

　オラ、と奥まで強く突き上げられて、全部を受け入れさせられる。灼やけるように熱い雄おす茎くきをぐじゅっと容よう赦しやなく突き立てられた理玖は、目の前の男にすがりついて啼き喘いだ。

「ん、ん……っ、い……っ、気持ちい……っ、あ、あぁうっ、もっと……っ、もっと……！」

　とんでもないところを犯おかされているのに、発情した体は逞たくましい雄に征せい服ふくされた悦よろこびでいっぱいになってしまう。あう、うう、と堪こらえきれず小さく喘ぎ続ける理玖に、迅が切れ長の瞳ひとみを眇すがめ、ぐっと強く腰こしを揺すり上げてきた。

「……っとに、たまんねぇな、理玖」

「あっあっあ……っ、それ、いい……っ、いいよう……っ」

　根元まで埋うめ込まれたまま、その大きさを知らしめるようにぐっぐっと揺さぶられる。同時に、くにゃんとなったシッポのつけ根をすりすりと指の腹で撫でられるともうなにも考えられなくて、理玖は本能のままに迅に四し肢しを絡みつかせ、疼くそこできゅうっと雄を締しめつけた。

「んゃうっ、あっあっあっ、ふあぁっ、んにゃあうっ」

「っ、こんないい体でいい声で、……可愛かわいいったらありゃしねぇ」

　首すじに、胸むな元もとにきつく吸いついて痕あとをつけた迅が、くりくりと乳ち首くびを弄いじりながら理玖のミミを甘く嚙んでくる。

「こんな可愛いもん生やして、こんな可愛く乱れて……、反則だろ、お前」

　なめらかで深い囁ささやきを直接ミミに吹ふき込まれて、理玖はたまらず迅の腕うでの中で身み悶もだえた。

「や……っ、……っと、もっと、して……っ」

　ミミもシッポも、乳首もあそこも、もっとしてほしい。

　いっぱい、可愛がってほしい。

「ああ、してやるよ。いっぱい気持ちよくしてやる」

　目を細めた迅が、ん、と唇を重ねてくる。ちろちろと舌先を合わせながら、迅はぬるりと腰を引き、張り出した先せん端たんで理玖の中をねっとり舐なめるように探り始めた。

「あ……、あ、ん、んん……っ」

　こりこりに膨ふくらんだあの凝こりに辿たどりついた迅が、そこをぐりぐりと苛いじめてくる。疼く内ない壁へきを猛たけった熱ねつ塊かいで擦られる度たび、ぬるぬるになった理玖のそこは、ぐちゅぐちゅと望んだ通りの淫みだらな音で喘いだ。

「んんう、あ、あぅうっ」

　きゅうっと乳首を引っ張られると、雄を銜え込んだ後孔がきゅんと締まってしまう。そのタイミングで、同時にぐりゅっと前立腺を抉えぐられて、理玖は目も眩くらむような快感に性器の先をしとどに濡ぬらした。

「あ……、あ、んん」

　乳首から手を離はなした迅が、今にも弾はじけそうな理玖の花か茎けいをきゅっと握にぎってくる。

「まだイくなよ、理玖。一いつ緒しよにイくまで、我慢しろ」

「や……、無理、無理……っ」

「駄だ目めだ。全部やるから、……全部、寄よ越こせ」

　長い指で理玖の根元を強く縛いましめた迅が、理玖の小さな舌に自分のそれを絡からませながら、ゆっくりと腰を押し込んでくる。太くて硬いそれで奥の奥まで開かれていく感触に、理玖は甘く背筋を震わせた。　>>>♥

「んむ、う……、ううう……っ」

　舌を食べられながら、大きく開いた足を抱かかえ込まれ、ぐちゅんっと貫つらぬかれる。理玖のそこが馴な染じむのを待って、迅は本格的に律動を開始した。複雑に蠢く腰に翻ほん弄ろうされ、理玖は淫らな喘ぎをまき散らす事しかできなくなる。

「あんっ、んんんっ、いい、あぁあんっ」

　熱い熱いそこを、灼しやく熱ねつの雄がぐちゅぐちゅにかき混ぜ、擦り立ててくる。根元までみっちり塡はめられたまま、ぐずぐずに蕩とろけた奥をかき回されると、背骨が溶とけてしまいそうなほど気持ちがよくて。

「あぁ、あああ、ん、ん……！」

「……っ、理玖」

　きつく理玖を抱きしめた迅が、激しく腰を送り込んでくる。打ちつけられるそれが痛いはずなのに、もうそれも分からない。

（イきたい、出したい……っ）

　でも、根元を握られたそこは、びくびく震えるばかりで目の前にある絶頂を味わえない。

　迅が終わらなければ、──一緒に、イかなければ。

「迅……っ、迅っ、あっあっあっ、イって……っ、いっぱい、出して……っ！」

「っ、理玖……っ！」

　獣けもののように唸った迅のそれが、理玖の中で一ひと際きわ大きく膨れ上がる。快楽に溺おぼれた内壁がねだるようにうねり、きゅんきゅんとそれを締めつけた、次の瞬しゆん間かん。

「あ、ひう……っ、あ、あ、あ……！」

「う、……く」

　どくんっと迅の雄が脈動し、熱い奔ほん流りゆうが迸ほとばしる。どぷ、じゅぶっと堰せきを切ったように注ぎ込まれる夥おびただしい精液に、なにもかもが瞬またたく間に真っ白に染められていって。

「あ……っ、は……、う、あ……、んん」

　とろとろと絶頂の証を零こぼしながら、理玖は迅の首元に嚙みついた。

　熱くてすべらかな肌が気持ちよくて、思いきり歯を立てながら舌を這はわせる。

　痛ぇ、と低く苦く笑しようした迅が、理玖の頭をぽんぽんと撫なでてきた。

「あー……、もう、好きにしろ。……俺の全部は、もうお前のもんだからな」

「ん……」

　甘やかすような響ひびきの囁きが気持ちよくて、だんだん意識が遠のいていく。

　白い闇やみの中で、理玖、と誰だれかの声が聞こえた気が、した。










　サラ、と髪かみを梳すいた指先が、ミミの先に触ふれてくる。

（くすぐったい……）

　ぴるぴる、とミミを振ふって払はらいのけようとすると、くっくっと押し殺すような低い笑えみが聞こえてきた。

「……すっかり猫じゃねぇか」

　苦笑混じりに囁きながら、頰ほおを撫でられる。包み込むような大きな手が気持ちよくて、そのままうとうと微睡まどろんでいると、ちゅ、と鼻先にやわらかい感かん触しよくが落ちてきた。

　ふわ、と香かおったかすかなウッドノートには覚えがある。

　これは、確か──。

「……起きたか？」

　低くてなめらかな声で囁かれて、理玖はぼんやりと開けた目を瞬かせた。

　切れ長の黒い瞳、形のいい大きな鼻、薄うすい唇くちびる。

　彫ほりが深めで男らしい、美しい獣のようなその顔は、よく知っている。

「じ、ん……？」

「ああ、俺だ。……なんだ、寝ねぼけてんのか？」

　しょうがねぇな、と小さく笑った男が、理玖の頭を大きな手で引き寄せる。ン、と重ねられたやわらかい唇をぼうっと受け入れていた理玖だったが、角度を変えて何度も啄まれる内にだんだん思考がはっきりしてきた。

（きす、されてる……？　きす……、……キスって）

「なんで!?」

　ガバッと起き上がった途と端たん、ズキンと腰に痛みが走って、理玖はヒッと息を吞んだ。

　今まで感じた事のない、重い痛みが腰の奥に渦うず巻まいている。それに。

（な……、なんで、あんな……、あんな、とこが）

　あらぬところが、熱を伴ともなった鈍にぶい痛みを訴うつたえている。

　おまけに、起き上がった拍ひよう子しに、中からどろりとしたなにかが零こぼれ出てきて──。

「……っ」

　視線を落とした理玖は、自分が一いつ糸し纏まとわぬ姿でいる事に気がつき、あわあわと上うわ掛がけをたぐり寄せた。胸元を隠かくして、おそるおそる部屋を見回す。

「ここ……」

　アジアン調の内装には見覚えがあった。ラタンのソファとテーブル、花弁が浮ういたガラスの水すい盤ばん、竹で編まれた照明具。

（ここ、……ホテル、だ）

　ベッドサイドに置かれた木製の時計は、ＡＭ９時を指している。どうやら一晩中、眠ねむっていたらしいと気づいて、理玖は懸けん命めいに記き憶おくを辿った。

　確かこの部屋に来る前は、熱っぽくなって磯貝の車に乗ったけれど、そこを迅にとめられたのだった。助手席から抱だき上げられて、それで──。

　その後の事が一気に脳のう裏りに甦よみがえって、理玖は大きく目を瞠みはり、ぶわっとシッポを膨らませた。

（僕……、僕……っ、あんな事……!?）

　意識を失う前に晒さらした痴ち態たいの数々に、カアアアッと頰が熱くなる。

（噓うそだ、きっと……っ、あんなのきっと、ただの夢だ……！）

　青くなったり赤くなったりと狼狽うろたえしきりの理玖だったが、その時、それまでベッドに横たわったまま、頰ほお杖づえをついてじっとこちらを見ていた迅が問いかけてきた。

「……その分だと、覚えてるみたいだな？」

「な……っ、なっ、ななな、覚えてなんていません……っ！」

　嚙かみ嚙みで否定した理玖に、迅がニヤリと意地の悪い笑みを浮かべる。

「覚えてない？　じゃあ聞くが、なにを覚えてねぇってんだ？」

　ぐいっと理玖の腕うでを引っ張った迅が、身を起こしてのし掛かかってくる。簡単にベッドに転がされてしまった理玖は、覆おおい被かぶさってきた男にシッポの先までビビッと硬こう直ちよくし、横になってぎゅっと身を丸めた。

　フン、と笑いながら理玖を見下ろし、迅が声を低める。

「もっともっとって、さんざんおねだりした事か？　あ？」

「っ、して、ませ……」

「噓つくな、理玖。この口で、お尻しりぐちゅぐちゅして、いっぱい中出ししてっておねだりしたろうが」

「ちが……っ、そんな事言ってませんっ、あれは……っ」

「あれは？　あれってなんだ、理玖」

「……っ」

　からかうような囁ささやきに引っかかりそうになって、理玖は慌あわてて我に返る。

「ともかく、僕はなにも覚えてません……！」

「へーえ？　じゃあ、これはなんだよ」

　ひょい、と片方の眉まゆを上げた迅が、理玖の胸むな元もとを指先で辿たどる。そこには無数の鬱うつ血けつの痕あとがついていた。

「俺にも、ほら」

　首を傾かたむけた迅が、自分の首元を示す。くっきりとついた歯形を見せつけながら、迅は目を眇すがめて理玖を見み据すえてきた。

「お前がつけたんだろうが、これ」

「……っ」

　言い逃のがれなどさせないとばかりに追い込まれた理玖は、頰をシーツに押しつけて、違ちがうと頭かぶりを振る。恥はずかしくて恥ずかしくて、居ても立ってもいられない。

（もう……っ、もう、死にたい……っ）

　ぎゅっと目を瞑つぶり、ぺたんとミミを伏ふせて震ふるえる理玖に、迅がくっくっと笑みを零しながら囁きかけてくる。

「理玖、りーく。そんな恥ずかしがらなくてもいいから、もう素す直なおになれ。お前は俺が好きなんだろう？」

「違……っ、違います！　僕は……っ」

　ぎゅうっと体を丸めて、理玖は叫さけんだ。

「あんな……っ、あんなの、このミミのせいです！　あんなの僕じゃない……っ！」

　昨日の自分はどうかしていたとしか思えない。体が熱くて熱くて、淫みだらな事で頭がいっぱいで、まるで猫ねこの発情期みたいだった。

「そう……、そうです、きっと発情期みたいなもので……っ、だから、好きとかそういうのじゃない……！」

「……あ？」

　必死に否定する理玖に、迅が気配を険しくする。

「こっち向け。俺を見て、もういっぺん言ってみろ、理玖」

「や……っ」

　力強い腕に摑つかまれ、強ごう引いんに仰あお向むけにされる。大きな手に両手首をまとめて拘こう束そくされ、無む理り矢や理り迅の方を向かされた理玖は、せめてもとぎゅっと目を瞑った。けれど。

「……ちゃんと俺の目を見ろ」

　唸うなるみたいな低い声が怖こわくて、おそるおそる目を開ける。

　強い眼まな差ざしが、射い竦すくめるように理玖を見つめてきていた。

「昨日のお前は、確かに普ふ通つうじゃなかったがな。いくら発情した、つったって、お前は好きでもねぇ奴やつと簡単に寝られるような性格してねぇだろうが」

「そ……、でも……」

「……俺だからだろ。お前は俺が好きだから、俺だったから、理性がぶっ飛んだんだろ」

　ぐっと、理玖を拘束する迅の手に力が込められる。

「お前があそこまで乱れたのは、俺が相手だったからだ。発情期だからじゃない。好きな男とするセックスだったから、初めてでも悦よかった、……違うか？」

「ち、が……っ、違う……、僕、僕は……っ、ん……！」

　迅の言葉を追い出そうと頭を振りかけても、唇を奪うばった迅がきつく舌を吸ってきてそれを阻はばむ。咎とがめるように甘く舌を嚙んだ迅は、吐と息いきが触ふれる距きよ離りで低く囁いてきた。

「……認めろ、理玖。お前は俺が好きなんだ」

（僕、は……）

　理玖の答えを待たずに、迅が再び唇を近づけてくる。

　奪われてしまう、と理玖が身を強こわばらせた、その時だった。

　──ピルルルル、と、電子音が部屋に響ひびき渡わたったのだ。

「……クソ」

　悪態を吐ついた迅が、身を起こしてサイドテーブルに手を伸のばす。両手首を迅の手で拘束されたままの理玖は、おそるおそる声を上げた。

「あの、これ……」

「待ってろ。済んだらすぐ、昨夜の続きしてやる」

「昨夜……、え？」

　スマホを取り上げた迅が、戸と惑まどう理玖を強い視線でひと撫なでして唸る。

「当たり前だろうが。一回で気ぃ失いやがるから、こっちはやり足りてねぇんだよ。お前が俺の事好きって認められねぇっつうなら、分かるまで抱いてやるから待ってろ」

「抱い……っ、あの、僕今日バイト……っ」

「休め」

　短く返した迅が、それ以上の問答は無用とばかりに電話に出てしまう。ちょっと、と目を瞠って抵てい抗こうしようとした理玖だったが、話し始めた迅の眉み間けんにぐっと皺しわが寄るのに気づいてとどまった。

「ああ、凉子か。……あ？　なんだと？　……はあ？　高橋が犬になった？」

「……え？」

　凉子に聞き返した迅の言葉に思わず耳を疑った理玖だが、それは迅も同様だったらしい。

「なんの冗じよう談だん……、おい、落ち着け、……ああ、……分かった、とにかく今から行くから」

　ピ、と通話を切った迅が、理玖の手を放す。深い深いため息をついた迅に、理玖はおずおずと声をかけた。

「あの……、健太さんがどうかしたんですか？」

　犬になったと聞こえたが、聞き間ま違ちがいだろうか。そう思った理玖だったが。

「行くぞ、理玖。……面めん倒どくせぇ事になってきた」

「だから、面めん倒どうってなに……っ」

「……高橋が」

　──犬になった、と。

　迅は確かにそう、呻うめいたのだった。










　ハッハッハッと舌を出してシッポを振ふるマメシバを前に、理玖は呆ぼう然ぜんと問いかけた。

「……あの、本当に健太さん……、ですか？」

　アォンッと返事をしたマメシバを抱かかえ上げて、凉子がため息をつく。

「本当なのよ、これが。今朝事務所で挨あい拶さつがてらミミ撫でてたら、いきなりボワンッて」

　ほらあれ、と凉子がテーブルの上に畳たたまれた男物のスーツ一式を示す。おそらく健太が着ていたもの、という事なのだろう。

　凉子に抱だっこされたのがよほど嬉うれしいのか、マメシバはつぶらな黒い瞳ひとみを輝かがやかせ、アウアウ鳴きながら巻き上がったシッポを振りまくっている。

　その様は、確かに先日までの健太にそっくりだった。

「でも……、でも、人間が犬になるなんて、そんな」

　容易には信じられず、ミミを伏せて眉を寄せた理玖だったが、そこで事務所のドアが開く。

「……それが、本当にそういう事が起きつつあるらしいんだ」

　そう言いながら入ってきたのは、郁也だった。後ろから玄治も中に入ってくる。

　理玖の隣となりで腕を組んだ迅が、ちらりと郁也を見やって問いかけた。

「……どういう事だ？」

「説明お願いします、先せん輩ぱい」

　ん、と頷うなずいた玄治が、前に進み出て切り出す。







「……実は少し前から、感かん染せん者しやの中に行方ゆくえ不明者が出始めてな。調べを進めていたんだが、どうやら感染者が次々に、発はつ症しようした動物そのものに姿が変わってしまっているらしい」

「動物そのものって……」

　凉子に抱だかれたマメシバに視線をやって、理玖は呻いた。

　それでは、この犬は、本当に健太だというのだろうか。

　健太が、犬になったのだと。

（そんな……、じゃあ、……じゃあ、僕も、そのうち猫に……？）

　今、玄治は、感染者が次々に動物になってしまっていると言った。

　という事は、このままでは自分も猫になってしまうのではないだろうか。

　最悪の事態を想像し、ふらりと立ちくらみを起こした理玖だったが、倒たおれるより早く、その肩かたが力強い手に支えられる。

「……大だい丈じよう夫ぶか」

「すみま、せ……」

「いいから、そこ座れ。……ゆっくりでいい」

　理玖の肩を抱いた迅が、来客用のソファへ連れていってくれる。理玖をソファに座らせた迅は、床ゆかに膝ひざをついて理玖の顔を覗のぞき込むなり、顔をしかめた。

「……真っ青じゃねぇか。深呼吸しろ、理玖。ゆっくり、……そうだ」

　そっと肩をさするリズムに合わせて深呼吸していると、隣に郁也が座って一いつ緒しよに背を撫でてくれた。

「大丈夫だよ、理玖。みんながみんな、動物になってる訳じゃない。……大丈夫だよ」

「うん……、ありがとう、郁兄。……迅も」

　二人にお礼を言って、理玖は膝の上でぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　今にも猫ねこになってしまうのではと思うと、怖くて仕方ない。でも。

（今は、そうなるかどうか分からない僕の事より、犬になっちゃった健太さんの事だ）

「ごめんなさい、中断させちゃって。……続けて、郁兄」

　不安を押し殺して、理玖は郁也を見つめ返した。理玖、と息を吞のんだ郁也が、玄治と顔を見合わせ、頷き合って話を再開させる。

「……実はね、数日前に、あのハムスターからじゃなく、モルモットから感染したっていう女性が警察に相談に来たらしいんだ。ちょうど昨日、先輩と僕とでその人に詳くわしい話を聞きにいったんだけど、……彼女は自分でそのモルモットから血清を作って、完治してる」

「え……!?」

　ミミをピンと立てて驚おどろいた理玖の前で、迅が立ち上がる。その眉まゆは、不ふ機き嫌げんそうにひそめられていた。

「何者なんだ、その女？　血清作るなんて、そこらの人間にそんな知識ねぇだろ。それに、そのモルモットは？　ハムスターの時も思ったが、そんな特とく殊しゆなウイルス持ってるって事は、ただのペットじゃねぇんじゃねぇのか？」

　目星ついてんなら教えろ、と視線を鋭するどくした迅に、玄治が唸るように答える。

「彼女は、とある製薬会社の研究員でな。勤め先の研究所で、被ひ験けん体たいのモルモットに嚙かまれて感染した。……だが、彼女の所属している研究チームで行われているのは、再生医い療りように関する研究だ。人間に動物のミミを生やすなんて研究は、もちろんされていない」

「……話がキナ臭くさくなってきたわね」

　研究所って、と眉根を寄せた凉子に頷き、迅が玄治に向き直る。

「その研究の途と中ちゆうで、偶ぐう然ぜん特とく殊しゆな実験動物ができた……、訳ねぇよなあ、どう考えたって」

「ああ。彼女もそこを危き惧ぐして、警察に相談に来てな。彼女の話では、通常研究所で扱あつかっているのはハツカネズミで、そのモルモットは上司が個人的に管理している実験動物らしい」

「個人的に、な。んなもん、どう考えたって、その上司とやらが怪あやしいじゃねぇか」

　玄治の言葉を繰くり返し、鼻の頭に皺を寄せた迅だったが、そこで郁也がため息をついた。

「……でも、問題はハムスターなんだ。二ヶ月前までは、その上司が管理してる動物の中に、ハート模様のハムスターもいたらしいんだけどね。死んでしまって処分したらしいんだ」

　他ほかに研究所から脱だつ走そうしたハムスターもいないみたいだし、あのハムスターが同じ研究所にいたかどうか、と頭を悩なやませている様子の郁也に、理玖は首を傾かしげた。

「あの、郁兄。それ、ひょっとして、死んじゃったんじゃなくて、冬とう眠みんしてたんじゃない？」

「冬眠？」

　聞き返した郁也の横に立った凉子が、訝いぶかしむように理玖に聞いてくる。

「いくらなんでも、眠ねむってるのと死んでるのを間ま違ちがえるはずないんじゃない？」

「いえ、それが、ハムスターの冬眠って分かりにくいんです。僕、例のハムスターを捜さがす時に本でいろいろ生態を調べたんですけど、五℃以下になると疑ぎ似じ冬眠状態になって、呼吸とかも極きよく端たんに少なくなるらしくて。死んじゃったと勘かん違ちがいしないように要注意って載のってて……」

　理玖の話を聞いた玄治が、郁也と顔を見合わせる。

「……二ヶ月前なら三月だから、ありえない話じゃないな。確か、死んだ実験動物は火か葬そうにするって言ってたから……、ちょっと待て、火葬の記録がないか、彼女に確かく認にんする」

　懐ふところからスマホを取り出した玄治が、事務所を出ていく。ソファに座ったまま、その背を見送っていた理玖だったが、そこで突とつ然ぜん、後ろからぽんぽんと頭を撫なでられた。

「えっ、あ、あの……っ？」

「よくやった、理玖」

　目を細めた迅にそう言われて、理玖は驚いて頭かぶりを振る。

「そんな……、僕、たいした事してないです。本当に冬眠だったのかもまだ分からないし」

「なに言ってるの。理玖くんがいなかったら、糸口摑つかめなかったかもしれないのよ」

　マメシバ健太を抱えたままの凉子にも、お手て柄がらよ、と褒ほめられ、理玖は慌あわててしまった。

「でも……っ、そもそも僕が最初からちゃんと捕つかまえてれば、もっと早く解決できてたはずだし……っ」

　理玖の言葉を、凉子に抱えられた健太がアオンと鳴いて遮さえぎる。理玖の隣の郁也が、健太を振り返り、笑って頷いた。

「……理玖は悪くないってさ。僕も、そう思うよ」

　理玖の肩をぽんぽんと叩たたいて、郁也が続ける。

「探たん偵ていっていうのはね、理玖。起こってしまった出来事を、よりよい解決に導くのが仕事だ。依い頼らい人にんにとってなにが一番いい解決策か、それを常に考えないといけない」

　郁也の言葉に、理玖は他のメンバーをぐるりと見回した。

　心配している飼い主の為ために、より早く行方不明の猫を見つけようとしていた迅。

　夫の浮うわ気き疑ぎ惑わくで悩む妻の話を、親身になって聞こうとしていた凉子。

　娘むすめの行動だけでなく、人となりも父に伝えようとしていた健太。

　彼らは常に、依頼人を第一に考えている。

　依頼人にとって一番いい結果になるよう、解決に向けて全力を注いでいる。

「理玖がハムスターの事調べたのも、早くこの事件を解決しようって考えたからだろう？」

　それが嬉しいよ、と言ってくれる郁也に、理玖は俯うつむいてしまった。

　真しん摯しに仕事にあたっている彼らを目まの当たりにして、自分の未熟さが急に恥はずかしくなったのだ。

　一年もアルバイトをして、仕事内容はだいたい把は握あくできている気になっていた。けれど、理玖のやっていた事は、通り一いつ遍ぺんにすぎない。電話取りひとつとっても、ただマニュアル通り、効率を優先して受け答えしていた。

（僕、全然分かってなかった）

　誰だれかの依頼を解決するという事の意味を。

　働くという事の意義を。

　俯いたまま、理玖は首を横に振ふった。

「……買い被かぶりすぎだよ。僕は、自分が感かん染せんしたっていうのもあったから……」

「お前なら、自分が感染しようがしまいが、同じ事しただろ」

　理玖を遮ってそう言ったのは、迅だった。

「お前はそういう奴やつだ。人の為に一いつ生しよう懸けん命めいで、真面目まじめで。……皆みな、知ってる」

「そんな……、僕は……」

　見上げた迅になんと返していいか分からなくて、理玖は結局言葉を吞み込んでしまう。

（……そんな顔でそんな事言うのなんて、反則だ）

　そんな優やさしい、やわらかい笑えみを、声を、言葉を向けられて、どうしていいか分からない。

　過大評価だと分かっているのに、嬉うれしいと思ってしまう。

　普ふ段だんより速くなった鼓こ動どうが、落ち着かなくて、恥ずかしくて。

（……反則だ）

　理玖が赤くなった顔で再び俯いたその時、事務所の外に出ていた玄治が戻もどってきた。

「おい、記録簿ぼがあるそうだから、これから見に……、ん？　どうした？」

「なんでもありませんよ。じゃあ行きましょうか、先せん輩ぱい」

　くすくす笑いながら立ち上がった郁也が、玄治を促うながす。見送ろうと立ち上がった理玖だったが、続く郁也の一言に、その場で硬こう直ちよくしてしまった。

「早く確認しないと、例の磯貝主任が記録を抹まつ消しようしかねませんからね」

「え……？　郁兄、今、なんて……」

「ん？　ああ、彼女の上司がね、磯貝って男で……」

「……っ、磯貝って」

　慌てて迅を仰あおぎ見る。大きく息を吞んだ迅もまた、気づいたようだった。

「……所長、その磯貝って、ひょろっとした蛇へびみたいな男じゃないか？　眼鏡めがねをかけた……」

「いや、僕はまだ直接会った事はないけど……、どうですか、先輩」

　郁也に問われた玄治が、ごそごそと懐から手帳を引っ張り出す。

「確かにそういう男だったが……。待て、写真を預かってて……、ああ、これだ」

　差し出された写真は、集合写真だった。研究所の前で撮とられたものだろう、白衣姿の研究員たちが並んでいる。

「主任の磯貝は確か……」

「……こいつ、だろう？」

　覗のぞき込んだ迅が、指をさして呻うめく。

「ったく、面めん倒どくせぇ事になってきた……」

　頰ほお骨ぼねの浮ういた血色の悪い顔、リムレスの眼鏡の奥から、三白眼でぎょろりとこちらを見み据すえているその男はまさしく──、磯貝、その人だったのだ。










　っくしゅん、と盛大にくしゃみをして、理玖はスンと鼻を鳴らした。

「寒……」

　初夏とはいえ、まだ夜は風が冷たい。中折れ帽ぼうの中でミミをペタンと伏ふせて、理玖は懐かい中ちゆう電灯を片手に茂しげみをかき分けた。

　この日、理玖は夜が更ふけてから、あの公園に来ていた。もちろん、あのハムスターを捜す為である。

（ハムスターは夜行性だから、夜の方が動いてる可能性が高い……と思ったんだけど）

　昼間捜しきれなかった辺りを重点的に捜しているものの、ハムスターがいる気配はない。

「なかなか見つからないなあ……」

　ため息をついて身を起こし、一度伸のびをする。ずっと屈かがんで茂みを捜していたせいで、腰こしが痛くなってきた。

「……ちょっと休きゆう憩けいしようかな」

　手近なベンチに腰かけ、軍手を取る。帽子で押さえつけていたミミのつけ根が少し痛くて、理玖は躊躇ためらいながらも帽子も外した。この時間なら、人に見られる事もないだろう。

　健太が犬になってから、一週間が過ぎた。マメシバになってしまった健太が人間に戻る気配はなく、他の感染者も次々に動物になってしまったという報告が上がってきている。

　あの後、玄治と郁也が研究所の記録を調べたところ、ここ二ヶ月間、火葬された実験動物にハムスターはいなかった事が分かった。やはりあのハート模様のハムスターは、冬眠状態を死んだと勘違いされて処分されかけたが、火葬される前に冬眠から醒さめ、逃にげ出したのだろう。

　そしておそらく、あのハムスターを管理していた磯貝が、なんらかの事情を知っている。

（……だから、あんなにしつこく僕を研究所に誘さそってたんだ。自分が実験していたハムスターに嚙かまれて発はつ症しようした、僕みたいな感染者のデータが欲しくて）

　治ち療りよう薬を開発していると言っていたのも、きっと偽いつわりだろう。もしかしたら、理玖を使って更さらになにか実験をしようと企たくらんでいたのかもしれない。

（あの時、迅に助けてもらってなかったら、今いま頃ごろ僕は……）

　ぞく、と寒さ以外のもので背筋が震ふるえて、理玖はため息をついた。

　今、佐伯探たん偵てい事務所はこの事件を早期に解決するべく、通常の業務を休業している。磯貝に面が割れていない郁也と凉子が研究所に職員として潜もぐり込み、内部事情、特に磯貝が独自に行っている研究について探さぐりを入れているところだ。

　最初、理玖は自分が研究所に潜り込む事を提案した。磯貝が自分のような発症者に固こ執しゆうしているのなら、自分が治療薬の開発に協力すると称しようして研究所に乗り込む事ができるのではと考えたのだが、結局郁也と迅の猛もう反はん対たいにあって却きやつ下かされてしまった。

　そんな危ない目に遭あわせる訳にはいかないと言われた理玖は、迅と一いつ緒しよに公園や商店街を洗い直し、ハムスターがいそうなところを徹てつ底てい的てきに捜さがし回っている。けれど、時間ばかりが無む為いに過ぎるだけで、未いまだ成果はなかった。

　なかなか見つからないハムスターに、焦あせりばかりが募つのっていく。

　あのハムスターさえ捕まえられれば、血清を作ってみんなの病気を治す事ができるのに。

　犬になってしまった健太は今、ペット可の物件に住んでいる事もあって、迅の部屋に身を寄せている。まさかドッグフードをあげる訳にもいかず、食事は人間とそう変わらないものを細かく刻んでいるらしい。面倒くさいとぼやく迅だが、仕事中にサンドイッチやおにぎりを健太と分け合っている姿は、まるっきり面めん倒どう見みのいい飼い主そのものだ。

（このままじゃ、きっと僕も……）

　ぎゅっと膝ひざの上の拳こぶしを握にぎりしめて、理玖は唇くちびるを嚙んだ。

　健太は凉子の目の前でマメシバになったから、すぐに犬になったと気づいてもらえた。けれど、もし一人の時に猫ねこになってしまったら、誰がその猫が理玖だと気づいてくれるだろう。

　猫になったら、もう言葉も話せない。

　もし誰にも気づいてもらえなかったら、まともな食事はできないだろう。

　生きていく為に、ネズミを捕とったりゴミを漁あさる羽目になるかもしれない。

（嫌いやだ……、嫌だ、そんなの）

　理玖は何度も強く頭かぶりを振って、自分を奮い立たせた。

　悪い方にばかり考えてはいけない。

　そうならない為に、こうしてハムスターを捜しているのだ。

（大だい丈じよう夫ぶ、きっと見つかる。……きっと、治る）

　ぎゅっと唇を嚙んでそう自分に言い聞かせた理玖は、立ち上がって再度懐中電灯を手にした。見つからないなら、見つかるまで捜すだけの事だ。

「次はあっちの方を……」

　捜そう、と一歩踏ふみ出しかけて、理玖は何気なく見やった足元になにか小さなものが落ちているのに気づいた。ネズミのようなシルエットに、慌あわてて懐中電灯でそれを照らす。

「え……っ、あ……、なんだ、オモチャか」

　一いつ瞬しゆんハムスターかと思ったが、それは猫用のオモチャだった。誰だれかが落としたのだろうか。拾い上げて砂を払はらった理玖は、ベンチの上にそれを置いておこうとしかけて手をとめる。

（なんだろう、……いい匂においがする）

　その匂いは、ネズミのオモチャから香かおっていた。

　濃こくて甘いその香りは、嗅かいでいるだけで頭の芯しんが蕩とろけそうな気がする。

「いい匂い……」

　気がつくと理玖は、ベンチに座り込んでくんくんとそれを嗅いでいた。こんな事をしている場合ではないと思いつつも、嗅げば嗅ぐほど頭がぼうっとしてしまってやめられない。

「はにゃ……」

　体に力が入らなくて、シッポが勝手に服の外にするりと出てしまったけれど、それももう気にならない。くねんとシッポを揺ゆらした理玖は、両手で持ったオモチャに額を擦こすりつけた。

　全身にこの匂いをつけたくてつけたくて、とてもじっとしていられない。くふん、と甘い吐と息いきを漏もらしながらベンチの背に体を擦りつけ、理玖はその匂いに酔よいしれた。

（この匂い、どこかで嗅いだような気がする……）

　香こう木ぼくを煮に詰つめたような芳ほう香こうに既き視し感かんを覚えて、理玖はうっとりと目を閉じた。

　ここまで濃のう密みつではなかったし、甘くもなかったけれど、体の内側を撫なでられるような官能的な心ここ地ちよさは、つい最近どこかで嗅いだ匂いによく似ている。

　ゆっくり優やさしく撫でられ、身も心もほわんと解けていくようなこの香りは──。

「……理玖？　お前、なにしてんだ？」

「ふにゃあ……？」

　唐とう突とつにかけられた声に、理玖はほわほわと顔を上げた。

　いつからそこにいたのだろう、目の前に迅が立っている。傍かたわらにはマメシバ姿の健太が、ヘッハッと舌を出してちょこんとお座りしていた。　>>>♥

「あえ、迅……？　なんれ？」

「散歩がてらハムスター捜しに来たんだが……、お前、まさかまた……」

　呂ろ律れつが怪あやしい理玖に眉まゆ根ねを寄せた迅の横で、健太がアオンッと嬉うれしげにシッポを振ふってベンチにタシッと前まえ脚あしを乗せてくる。

「あ、健太さんら。こんばんはあ」

　手を伸ばして健太の頭を撫でた理玖だったが、そこで迅がなにかを見み咎とがめたように身を屈めてくる。

「ん？　なんだこりゃ……、ネズミ？」

「あ！　か、返して……っ」

　手に持っていたネズミのオモチャを取られて、理玖は慌てて迅にすがりつく。

「やら、それ返して……、いい匂いの、返して……っ」

「いい匂い？　ああ、マタタビでも入ってんのか。……それで、そんなんなってる訳だな」

　ため息をついた迅が、しゃがみ込んで健太の目の前にネズミのオモチャを差し出す。

「高橋、お前これどっか遠くに捨てて来い。もしハムスターがいたら、吠ほえて知らせろよ」

　アオンッと鳴いて了りよう解かいした健太が、ネズミのオモチャを口に銜くわえるなり、ダッと駆かけ出す。巻きシッポを振りながら遠ざかるマメシバに、理玖は追いすがろうとした。

「僕のネズミぃ……！」

「お前はこっちだ、理玖。マタタビ抜ぬけるまで、しばらくじっとしてろ」

　理玖の首根っこを捕つかまえた迅が、理玖をベンチに引き戻もどす。隣となりに座った迅に頭を抱かかえ込まれた理玖は、ジタバタと抵てい抗こうを試みた。

「やら、放して、や……、っくしゅん！」

　けれど、皆みなまで言い終わる前にまたくしゃみが出る。眉まゆを寄せた迅は、自分の着ていたジャケットを脱ぬぐと、ふわっと理玖の肩かたにかけてきた。

「ったく、そんな薄うす着ぎで、風邪かぜでもひいたらどうすんだ。オラ、これ着てろ」

「あ……」

　理玖よりずっとサイズの大きなジャケットから、ふわりと迅の匂いが香ってくる。

　かすかなウッドノートと混じり合ったそれは、先ほどのマタタビほど強きよう烈れつではないものの、優しくやわらかく、理玖の身も心もたちまち解けていくような匂いで。

「……いい匂い」

　抵抗をやめ、ジャケットをくんくん嗅いで、ほうっと息をついた理玖に、迅が目を細める。

「……そうかよ。ま、マタタビにはかなわねえだろうがな」

　大きな手で理玖の頭を引き寄せた迅が、こつんと額を合わせてくる。

「ン、熱はねえな。こないだみてえに発情期って訳じゃねぇみたいだし、まあそのうち治まんだろ」

　ちっと残念だがな、と笑いながら、理玖の頭を自分の肩に引き寄せる。がっしりした肩にほっぺをくっつけるのは案外気持ちがよくて、理玖は素す直なおに迅に頭を預けて目を閉じた。

　長い指先が、丁てい寧ねいに理玖の髪かみを梳すいてくる。ちゅ、とミミに唇を押し当ててくる迅に、理玖はム、と顔をしかめた。

「それ、や……。僕、女の子じゃな……」

「……女相手にこんな甘ったりい真似まねしねぇよ。……お前だから、すんだよ」

　低く囁ささやかれて、理玖はミミをぺったり伏ふせる。

「そんなの噓うそら……、らって迅は、女の子らと思ったから、僕にキスしたんらもん……」

　女の子だと勘かん違ちがいしなければ、迅は男の理玖になどキスしなかった。

　そう思った途と端たん、ふわふわといい気持ちだったはずの胸の奥がズキリと痛んで、理玖はむう、と顔をしかめた。

　こんなに胸が悲しいのは、迅が悪いからだ。

　迅が、自分にキスなんてしたから。

「僕、ずっと『ジン』は格好いい狼おおかみらと思ってたのに……。初対面の女の子襲おそうなんて、結局悪い狼だったんら……」

「狼ってお前な……」

　苦く笑しようした迅が、なだめるように理玖の頭をぽんぽんと撫でて言う。

「悪かった。嬉うれしかったんだよ。一ひと目め惚ぼれした相手が、ずっと俺を支えてくれてた、あの手紙の送り主で」

　最後の一言に、理玖は首を傾かしげる。

　あの頃ころ、『ジン』は売れっ子モデルだった。理玖以外にも大勢ファンはいたはずだし、皆から実力を認められていたはずなのに、どうしてそんな事を言うのだろう。

　不思議そうにする理玖に気づいたらしく、迅が目を細めて言う。

「……辞やめた後もずっと定期的に手紙送ってくれたの、お前だけだったからな。俺も、辞めたくてモデル辞めた訳じゃなかったから、いつまでも復帰待ってますって言ってもらえて、嬉しかったんだよ」

（辞めたくて辞めた訳じゃないって……）

　凉子の言葉を思い出し、理玖は唇を嚙かんだ。

　迅はモデルをしていた頃、実家といざこざがあったと、凉子はそう言っていた。

　実家の事情が、ちょっと特とく殊しゆだ、と。

「どうして……」

　迅を見上げて、理玖は首を傾げる。

「どうしてモデル、辞めたんですか……？」

　それは、ずっと理玖が迅に聞きたくて、でも聞けなかった質問だった。

　普ふ段だんだったら遠えん慮りよや躊躇ためらいが先に立って、聞けなかっただろう。けれどマタタビで頭がふわふわしている今は、するりとその質問が口をついて出た。

「僕、ずっと探して……、あなたが、『ジン』がどこか他ほかの雑誌に載のってないかって、ずっと探して……」

「……理玖」

　呟つぶやいた迅が、ため息をつく。しばらく逡しゆん巡じゆんした後、迅は静かに切り出した。

「……磯貝が俺の事を愛人の子だって言ってたの、覚えてるか？」

　こくりと頷うなずいた理玖の肩から、ジャケットが滑すべり落ちそうになる。ちゃんとかけとけ、とそれを直して、迅が続けた。

「あれは本当の事だ。つっても、俺の後で正妻の方にも息子むすこが生まれたから、もうとっくの昔に実家は出て、縁えん切ってんだけどな」

「お母さん、は……？」

「……死んだ。もともと体が弱かったんだが、正妻にいびられて、病気になってな。長い入院生活だったが、親おや父じは一度も見み舞まいには来なかった」

　遠くを見つめるような迅になんと言葉をかけていいか分からず、理玖はじっと黙だまって続きを待った。理玖の髪をゆっくり指先で梳きながら、迅が再び口を開く。

「モデルを始めたのは、大学に通いながら、身一つで生計を立てられる仕事を探してたからだ。……だが、俺の名前が売れ始めた途端、親父が自分の会社の広こう告こく塔とうに俺を使おうと画策し始めてな。頭にきて、辞めちまった」

　知ってるか、と迅が父親の会社名を挙げる。清せい涼りよう飲料水や酒造販はん売ばいで有名な会社だった。

「金の為ために始めた仕事だったが、モデルの仕事は嫌きらいじゃなかった。家の名前もなんも関係ねぇ、毎回カメラと真しん剣けん勝負の世界だったからな。……それだけに、親父がしゃしゃり出てきたのが、許せなかった。あいつの干かん渉しようを受けない為には、全部捨てるしかなかった」

「……そうだったんですか」

「ああ。だから、お前がすぐに俺を『ジン』だと気づいてくれたのは嬉しかった。しかも、あの『佐伯理玖』だって知って、どうしても欲しいと思った。……俺のもんにしたいと、思った」

　切れ長の瞳ひとみにじっと見つめられ、理玖はどぎまぎと視線を落とした。

（迅は初めから、『僕』だったから、キスしたんだ……）

　女の子なら、自分のファンなら誰だれでもよかった訳ではない。

　理玖だったから、迅は──。

　ふわふわしていた頭は、いつの間にかすっかり元に戻ってしまっていた。迅の匂においのするジャケットに包まれているのが急に恥はずかしくなって、理玖は俯うつむいたまま話題を変えた。

「じゃ、じゃあ、お父さんの干渉がないから、探たん偵ていになったんですか？」

「まあ、それもあるけどな。大学卒業して、モデルも辞めた後しばらく……、一年くらいか、ダチの店でバーテンダーしててな。そこに、所長が調査で通ってくるようになったんだが、そのうち、絶対向いてるから探偵になれなれって、顔合わせる度たびに勧かん誘ゆうしてきてな」

　よほどしつこく勧誘されたのだろう、迅の唇くちびるの端はしに苦笑が浮うかぶ。

「運がいいんだか悪いんだか、その頃所長が追ってた、強ごう盗とう犯のモンタージュそっくりの男が店に来やがって。顔覚えてたもんだからとっ捕まえたら被ひ害がい者しやから感謝されて、ああ悪くねぇなって思っちまったんだよ。依い頼らい人にんの為に全力で真剣勝負すんのもアリかもなって」

　以前の理玖だったら、依頼を博打ばくちみたいに勝負事と捉とらえるなんて、と思っていたかもしれない。けれど今はもう、そうとは思えない。

　迅は、自分の行動一つで、依頼人のその後が変わってしまいかねない事を知っている。大げさに言えば、その人の人生さえをも、変えてしまうかもしれない事を。その上で、依頼人の為に全力を尽つくしている。

　カメラと一対一の勝負をしていた男は、今、自分の力の限界と勝負しているのだ。

「……僕も、そういう仕事をしたい、です」

　お前なら見つけられると、そう言ってくれた迅の言葉が甦よみがえる。

　迅が、この人が信じてくれた自分を、信じたい。

　──けれど。

「……でも、その前に僕、猫ねこになっちゃうかもしれな、い……っ」

　笑って冗じよう談だんにしようとして、理玖は失敗してしまう。理玖の目からぽろっと零こぼれ落ちた涙なみだに、迅が息を吞のんだ。

「理玖……、お前」

「ごめ、なさ……っ、大だい丈じよう夫ぶ、です、大丈……っ」

「……大丈夫じゃねえだろうが」

　身を離はなそうとした理玖とは反対に、迅が理玖の頭をぐいっと抱かかえ込む。

「謝んなくていい。……怖こわいこと全部、吐はき出せ」

「う、く……っ！」

　ぐしゃぐしゃと髪を撫なでられて、理玖は懸けん命めいに頭かぶりを振ふる。

（みんな、……みんな、一生懸命、事件を解決しようと頑がん張ばってるのに、それなのに、僕が弱音吐いていいはず、ない）

　一番辛つらい健太だって、あんなに明るく振る舞まっているのだ。不安を訴うつたえるより先に、自分にできる事をしないといけない。

　そう、思うのに。

「……俺の前では、意地なんか張んな」

　優やさしい囁きが、温かい香かおりが、理玖を包み込む。

「全部寄よ越こせ。……全部、聞いてやるから」

　きつく抱だきしめられながら唇をミミに押し当てられ、理玖は堪こらえきれずにしゃくりあげた。

「ほ……、本当は……、健太さ、が、犬になっちゃった時から、こわ……っ、怖くて……！」

「……ああ」

「僕……っ、僕、猫になんて、なりたく、な……っ」

　ひぐ、ひっく、と泣きじゃくりながら吐き出した弱音を、迅はすべて受けとめてくれた。震ふるえる肩かたをなだめるように撫でられるともう取り繕つくろう事ができず、理玖は迅の胸にしがみついて子供のように嗚お咽えつを漏もらす。

「ひ、一人の、時っ、猫……っ、なったら、どうしようって……っ、誰も……っ、誰も、僕だって気づいてくれなかったら……っ、どう……っ」

「……理玖」

　理玖の頭を抱えた迅が、もう片方の腕うででぎゅっと背を抱きながら言い聞かせるように囁ささやきかけてくる。

「大丈夫だ、理玖。……俺が、お前を見つけてやる」

「でも……、でも、猫になったら、分かんな……っ」

「……分かる。お前だったら、どんな姿になったって、俺には分かる」

　深くてなめらかな声に信じろと告げられて、理玖は涙に濡ぬれた顔を上げた。ひっく、と大きくしゃくりあげた理玖の目元にキスをして、迅が涙を吸い取る。

「猫になろうがネズミになろうが、お前はお前だ。……俺が好きな、お前だ」

「迅……」

「俺が必ず見つけてやる。ちゃんと、元に戻もどしてやる」

　だから安心しろ、とそう言われて、理玖は迅を見つめ返しながら、おずおずと頷いた。

（迅、なら。この人なら、……きっと、見つけてくれる）

　迅の言う事なら、信じられる。

　自分を信じてくれた、迅の言葉なら。

「……いい子だな」

　涙のとまった理玖の目元にもう一度小さくキスした迅が、ぽんぽんと頭を撫でてくる。

　長い指先に髪かみを整えられながら、理玖はじっと迅の顔を見つめていた。

　鋭するどい光を湛たたえた切れ長の瞳は、今はやわらかく細められ、薄うすくて形のいい大きな口には微び笑しようが浮かんでいる。大きめで高い鼻、男らしく整った、彫ほりの深い顔立ち。

　ずっと憧あこがれていて、けれどずっと嫌きらっていた人。

（でも、今は……？）

　今はもう、憧れてはいない。

　けれど、嫌いだとも思えない。

（今、僕は、迅の事──）

　理玖の中で、その感情が言葉になりかけた、その時だった。

「ん？　高橋か？」

　ワンワンワンワンッとけたたましく吠ほえる犬の声が聞こえてくる。今まで聞いた事のない、攻こう撃げき的てきな鳴き声は、けれど確かに健太の吠える声のようだ。

「あ……、ぼ、僕、見てきます……っ」

　我に返り、パッと身を離して立ち上がった理玖に、迅も立ち上がろうとする。

「いや、それなら俺も……」

　と、ヴーッと理玖の肩にかけた迅のジャケットが震え出す。どうやらポケットに入っていたスマホが鳴っているらしいと気づいて、理玖は慌あわててジャケットを迅に返した。

　ポケットからスマホを取り出した迅が、眉まゆを寄せる。

「……所長からだ」

「じゃあ、電話終わったら来て下さい。僕、先に健太さんのとこに行ってますから……っ」

「おい、理玖……っ」

　待て、と引き留める迅の声を背に、理玖は健太の声のする方へ走り出した。

（は、恥ずかしい、僕。あんなとこで大泣きして……）

　頰ほおを赤くしながら、急いで公園を横切る。健太の吠える声は、先日の雑木林の方から響ひびいてきている。ちょうど外灯が少なく、公園の中でも一ひと際きわ暗い場所だった。

「健太さん？　どこですか？」

　薄うす暗ぐらい雑木林の中を進みながら、そう呼びかけた理玖だったが、その時、キャインッと犬の悲鳴が響き渡わたる。

「えっ、健太さん!?　どうかし……っ」

　慌てた理玖は声のした方へと駆かけより──、思わず息を吞んだ。

　外灯の明かりの下、スーツ姿に目出し帽ぼうを被かぶった男が健太と対たい峙じしている。ウウウ、と唸うなる健太の視線の先を見て、理玖はあっと声を漏らした。

「ハムスター……！」

　男の手には、小さなハムスターが握にぎられていた。チーチーと小さな手を振り回し、苦しそうに暴れるハムスターは、確かにあのハート模様のハムスターだ。

　ウウッと威い嚇かくするように鳴いた健太が、男の足に嚙かみつこうとする。けれど、チッと舌打ちした男は容よう赦しやなく健太を蹴け飛とばした。

「なんなんだ、この野の良ら犬いぬ……！」

　キャインッと悲鳴を上げて、健太が地面に転がる。理玖は慌てて男に駆け寄ろうとした。

「なにして……っ、そのハムスターは……！」

　男が理玖に気づいて振り向く。

　と、その次の瞬しゆん間かん。

「え……っ」

　ボワンッと音がして、理玖は自分の体が急に地面に落下していくのを感じた。視界が一気に低くなり、その代わり、昼間のようにはっきりとものが見えるようになる。

（なに、これ……っ、まさか……！）

　叫さけびは、ニャウッという鳴き声にしかならなかった。視線を落とした理玖は、四つん這ばいになった自分の手が、白猫の前まえ脚あしになっている事に目を瞠みはる。

（猫に……っ、猫に、なっちゃったんだ……！）

　ナウ、ウウ、と脱ぬげた服の上で狼狽うろたえきった声を上げた理玖だったが、その様子を啞あ然ぜんと見ていた目出し帽の男が我に返ったように笑い出す。

「は……、はは……っ、素す晴ばらしい、完全に猫じゃないか……！」

　地面に置いてあったキャリーを引き寄せた男が、その中にハムスターを放ほうり込む。男はキャリーを持ち上げると、そのまま一歩、二歩と後ずさり始めた。

「是ぜ非ひデータを取りたいところだが、騒さわぎが大きくなりすぎたからな……、君はそのまま猫として一生を終えたまえ……！」

　踵きびすを返して走り出した男を、理玖は慌てて追いかける。

（まっ、待て……！）

　人間の姿の時よりずっと、身が軽くなったような気がする。あっという間に男に追いついた理玖は、そのまま男の足に思いきり嚙みついた。

「痛……っ！　この……っ！」

　憤ふん怒ぬの表情を浮うかべた男が、キャリーを振りかざすなり、それで容赦なく理玖を払はらいのける。

　地面に強したたかに打ちつけられ、フギャゥッと悲鳴を上げながらも、理玖は必死に立ち上がった。体中どこもかしこも痛くてたまらないけれど、ここでこの男を逃にがす訳にはいかない。

　体勢を低くしてシッポを膨ふくらませ、フーッと毛を逆立てた理玖を、男は憎にく々にくしげに睨にらんできた。

「ケモノのくせに、無む駄だな事を……！　人間に逆らうなど……」

　言いかけた男だったが、その時、遠くから迅の声が聞こえてくる。

「おい、理玖！　理玖、どこだ！」

「……チッ、神邑もいたのか」

　舌打ちした男が、公園の出口に向かって走り出す。理玖は無我夢中で男を追いかけ、渾こん身しんの力でその足に嚙みついた。

「う、ぐぁ……っ、放せっ、放せ……っ！」

　引き剝はがそうとする男に逆らって、足と言わず腕と言わず、めちゃくちゃに爪つめを立てる。

（なんとか……、なんとか、せめて、迅が来るまで……！）

　今ここで自分が足止めをしなければと、そう思って、けれど。

「もういい……！　こうなったら、お前もこの手で始末してやる！」

　怒いかり狂くるった男が、理玖を無む理り矢や理り引き剝がし、既すでにハムスターの入っているキャリーの中に押し込めようとする。必死に抗あらがおうとした理玖だったが、男の力は強く、あっという間にキャリーに入れられて鍵かぎをかけられてしまった。

（出せ……っ、ここから出せ……！）

　キャリーに閉じこめられながらもミミを伏ふせ、フーッと威嚇する理玖には構わず、男が理玖の服を拾い上げる。足を引きずりながら公園を出た男は、すぐ近くに停とめてあった車に乗り込んだ。助手席に理玖の服とキャリーを投げ置き、エンジンをかけながら目出し帽を取る。

　露あらわになったその顔に、理玖は一層激しくフウウッと男を威嚇した。

　頰ほお骨ぼねの浮いた血色の悪い顔、ぎょろりと蠢うごめく三白眼。

（やっぱり、磯貝……！）

「早く……、早くこいつらを始末しなくては……！」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら眼鏡めがねをかけた磯貝が、車を急発進させる。

　バックミラー越ごしに、遠ざかる公園から長身の男が飛び出てくるのが見えて、理玖はキャリーの中から必死に叫んだ。

（迅……っ！　ここです、迅……！）

「うるさい、黙だまれ！」

　ニャアアッ、フニャアッと声を限りに鳴く理玖に、磯貝がバンッとキャリーを叩たたき、ぐんっと車のスピードを上げる。

　みるみるうちに小さくなっていく迅に向かって、理玖はそれでも叫び続けた。

（気づいて、迅……っ、気づいて……！）

　けれど、どんなに声を振ふり絞しぼってももう、言葉を発する事ができない。

　その名前さえ、呼ぶ事ができない。

（迅……！）

　夜の静せい寂じやくに、悲痛な猫ねこの鳴き声が響き渡る。

　求める人には届かないまま、理玖の叫びは暗く深い闇やみに吞のみ込まれていった──。
















　磯貝が車を停めたのは、公園を出て二十分ほど走ったところにある施し設せつの駐ちゆう車しや場じようだった。おそらくここが、彼の勤める会社の研究所なのだろう。理玖とハムスターを入れたキャリーを片手に、磯貝が建物の入り口に向かう。

「主任の磯貝だ。緊きん急きゆうの用があるから、ここを開けろ」

　インターフォン越しに、守衛がお待ち下さい、と言っているのが聞こえる。ほどなくして入り口のドアを開けて現れた人物に、理玖は驚おどろいて息を吞んだ。

（郁兄……！）

　おそらく守衛として研究所に潜もぐり込んだのだろう。警備員の制服を着たその人は、郁也だったのだ。

（僕だよ、郁兄……っ、気づいて……！）

　ニャアッ、ウニャアッと騒ぎ立てる理玖に、郁也が首を傾かしげる。

「こんな夜中にご苦労様です。この猫は？」

「ああ、実験動物だ。知り合いから譲ゆずられてな。ラボに運ぶから、セキュリティを解除しろ」

　横おう柄へいに命じて、磯貝がゲート脇わきの通路を通る。分かりました、と守衛室に戻もどっていく郁也に、理玖は必死にニャウッ、ニャアアッと何度も叫んだ。

　けれど、郁也は少し気になったように一度振り返りはしたものの、そのまま守衛室に引っ込んでしまう。

（そんな……、郁兄、郁兄！）

　何度叫んでも、言葉にならない。目の前が真っ暗になった理玖だったが、キャリーに閉じこめられていてはなすすべもない。薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進む磯貝に、建物の奥へと連れられていった。

「大だい丈じよう夫ぶだ……、こいつらが動物になるところは私以外誰だれも見ていない。データを取るのは、始末してからでも遅おそくはない……」

　ぶつぶつと漏もれ聞こえてくる磯貝の呟きに戦せん慄りつしながらも、理玖は引っかかりを覚えて背後のハムスターを振り返った。怯おびえきった様子のハムスターは、キャリーの隅すみっこで丸くなり、チィ、チ……、と小さな声を上げながら震ふるえている。

（今、こいつらって言った……。っていう事は、僕の事だけじゃない……？）

　その言葉の意味するところに気づいて、理玖は目を見開いた。

（もしかして、このハムスターも元は人間って事……!?）

　否いな、ハムスターだけではないのかもしれない。

　確か玄治は、この研究所で通常使われている実験用の動物はハツカネズミで、ハムスターやモルモットは磯貝が個人的に管理していると言っていた。という事は、そのモルモットも、もしかしたら他ほかにも、元は人間だったものがいるのかもしれない。

（郁兄に伝えないと……！　でも、……でも、どうやって……！）

　この姿では、言葉も話せない。気づいてももらえない。

　一体どうすれば、と途と方ほうに暮れた理玖だったが、その時、磯貝が足をとめた。胸ポケットから取り出したセキュリティカードを、入り口の機械にピッと通し、部屋の中に入っていく。

　薄暗い部屋の奥まで進んだ磯貝は、雑多に散らかった机の上に理玖とハムスターを入れたキャリーを置くと、壁へき面めんの棚たなの鍵を開けた。引き出しを捜さがしながら、また独り言を漏らす。

「内臓その他の損傷が最小限で済むようにするには、薬で……、クソ、注射器は向こうか」

　引き出しから取り出した薬くすり瓶びんを机に置いた磯貝は、足を引きずりながら部屋を出ていった。遠ざかっていく足音に、理玖は少しだけ緊張を解く。

（でも、安心はできない……。あいつが戻ってくる前に、なんとかしてここから逃げなきゃ）

　早くしなければ、磯貝に殺されてしまう。

　ぞく、とシッポの先の毛まで逆立つような恐きよう怖ふ感かんが込み上げてきて、理玖はキャリーの扉とびらを見やった。閉とざされた扉は、外から鍵がかけられている。とはいえ、人の手でひねって開け閉めするだけの簡単なものだ。

　この間タマを入れたのと同じ作りだと気づいて、理玖は思い出した。

（確か、タマは簡単な鍵なら前まえ脚あしで開けちゃうって、飼い主の白石さんが言ってた……）

　開けるところは見ていなかったけれど、実際タマはあの時、キャリーから脱だつ走そうしていた。という事は、猫になってしまった自分にだって、同じ事が可能なはずだ。

　よし、と意を決して、理玖はキャリーの中から外に前脚を突つき出した。

　爪に引っかけるようにして、なんとか鍵を開けようとする。けれど、金属のそれがつるりと滑すべって、なかなかうまく開けられない。

（早く……、早く、開けなきゃいけないのに）

　焦あせりながら何度も挑ちよう戦せんしていた理玖だったが、その時、チ……、とかすかに小さな鳴き声が足元から聞こえてきた。見ると、ハート模様のハムスターが、理玖のすぐそばまで近寄ってきている。つぶらな瞳ひとみで猫になった理玖をじっと見上げたハムスターは、チチッと一声鳴くなり、短い手足でキャリーの金かな網あみをよじ登り出した。

（もしかして、手伝ってくれる……？）

　キャリーの扉まで辿たどり着いたハムスターが、理玖の爪に引っかかっている鍵を、一いつ緒しよに前歯で押し上げ始める。

　──と、カタン、と音を立てて、ついに板状の金属が外れた。

（開いた……！）

　鼻先で扉を押し開き、理玖は慌あわててキャリーから外に出た。まだ金網にしがみついたままのハムスターをそっと口でくわえ、下におろす。

（君も一緒に逃にげよう？　今度はちゃんと、僕が守るから）

　言葉は通じなくとも、なんとか思いが伝わらないかと、懸けん命めいにニャウニャウと訴うつたえる。

　このハムスターが人間だという事を知っているのは、理玖だけだ。理玖がなんとかしなければ、この子は人間には戻れない。

（僕が絶対、絶対君を元の人間に戻すから……！）

　理玖を見上げたハムスターが、真っ黒な瞳をパチパチと瞬またたかせた──、その時だった。

　ピッと電子音が響ひびき、部屋のドアが開く。理玖は咄とつ嗟さにハムスターを口でくわえて机から飛び降り、ソファの陰かげに隠かくれた。

「まったく、手間取ってしまった……。だがこれで、また一から研究ができる……」

　ぶつぶつと独り言を言いながら、磯貝が部屋に入ってくる。ハムスターをそっと床ゆかにおろした理玖は、ソファの陰からじっと磯貝を見上げ、機会を窺うかがった。

「嗅かぎ回っている奴やつらのせいで、データはすべて消去する羽目になったが、実験体さえあればまた何度でも……、な……!?」

　ドアを閉めかけた磯貝が、キャリーが空になっている事に気づき、驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

「逃げたのか!?　どこへ行った……！」

　慌てて部屋の明かりを点つけ、机に駆かけ寄る磯貝を見て、理玖は後ろを振り返ってハムスターに合図しようとした。

（今だ……！　こっちから回り込んで……っ、え!?）

　けれど、そこにハムスターの姿はなかった。一体どこに、と慌てた理玖は、薄うす茶ちやの小さな塊かたまりが床を転がるように駆けているのに気づく。開いたままのドアを目指して必死に進むハムスターだが、その進路は物陰が少なく、上から見たら丸見えだ。

（危ない……っ、そっちは……！）

　叫さけびたいのを必死に堪こらえ、どうか見つからないようにとそう願った理玖だったが、その時、磯貝がドアの方を振り返った。

「まさか外に……っ、あ……！」

（見つかった……！）

　目を見開いた磯貝が、ハムスターを追いかけ、腕うでを伸のばす。チーッと鳴きながら必死に逃げるハムスターと磯貝との間に、理玖は思わず飛び出していた。

（触さわるな……！）

　全身の毛を逆立て、フシャァッと磯貝を威い嚇かくする。

（もう……っ、もうお前の好きになんてさせない……！）

　チィ……と背後でハムスターが怯えて震えている気配がする。きっとこのハムスターは、長い間実験動物として磯貝に囚とらわれて、たくさん怖こわい目にあってきたのだろう。

　でも、それももう、終わりにさせる。

　もう二度と、この子を使って実験なんてさせない。

「な……、なんだ、お前……っ、もういい、こうなったらお前から……！」

　フーッと威嚇し続ける理玖に一いつ瞬しゆん怯ひるんだ磯貝だったが、先ほど部屋に戻ってきた時に持ってきたケースを手早く開けると、中から注射器の入った袋ふくろを取り出した。乱暴に袋を破る磯貝を見て、理玖は身を翻ひるがえし、ハムスターと共にドアへと駆け出す。

　けれど。

「待て！」

　後ろから伸びてきた磯貝の手が、理玖のシッポを摑つかむ。そのままずるずると引っ張られて、理玖はフギャアッと悲鳴を上げた。力まかせに引っ張られたシッポが痛くてたまらない。

　床に爪つめを立ててなんとか抵てい抗こうを試みる理玖に、ハムスターが足をとめ、おろおろと駆け寄って来ようとする。

（いいから……、いいから、行って！）

　目でそう訴えた理玖だったが、その時、シッポから急に手が離はなれる。けれど、逃げる隙すきは与あたえられなかった。

「手こずらせやがって……っ！」

　叫んだ磯貝が、理玖の首根っこを摑んできたのだ。

　そのまま乱暴に宙に吊つるされた理玖は、なんとか逃のがれようと四し肢しを振ふり回す。

（痛い……っ、怖い、嫌いやだ、嫌……！）

「今……、今、殺してやるからな……」

　立ち上がった磯貝が、注射器の針を薬瓶に突っ込む。黄色の薬液が注射器の中に吸い上げられていくのを見て、理玖は恐怖に震え上がった。

（嫌……っ、死にたくないっ、嫌だ……！）

　尖とがった注射針が、こちらに向けられる。

　濡ぬれ光る銀色の針に、理玖がぎゅっと目をつむった、その次の瞬間だった。

「理玖……っ！」

　叫びと共に、開いていたドアから長身の男が飛び込んでくる。

　切れ長の瞳を険しく眇すがめ、磯貝を睨にらみつけたその男は。

（迅……！）

「理玖、無事か!?」　>>>♥

　猫ねこの姿になった理玖を一目見るなり、迅がそう聞いてくる。突とつ然ぜん飛び込んできた迅に驚おどろいていた磯貝が、取り繕つくろうような笑えみを浮かべてそれを否定した。

「な……、なにを言っているんだ、神邑。これはただの猫だよ。私の実験体で……」

「黙だまれ、磯貝……！　俺が理玖を見み間ま違ちがえる訳ねぇんだよ！　さっさと理玖を放せ……！」

　吼ほえるように一いつ喝かつした迅に、磯貝がヒッと息を吞のむ。

　じっと迅を見つめて、理玖は瞳を潤うるませた。

（僕の事、分かるんだ……）

　──お前だったら、どんな姿になったって、俺には分かる。

　あの言葉通り、迅は理玖を見つけてくれた。

　──お前はお前だ。……俺が好きな、お前だ。

　他ほかの誰だれが分かってくれなくても、迅だけは分かってくれる。

　理玖が、理玖だと、信じてくれる。

　今すぐにでも、迅に駆け寄りたい。

　駆け寄って、あの力強い腕に抱だきしめられたい。

　けれど、理玖を摑む磯貝の手はゆるむ気配がなかった。

「これは……、この猫は私の実験体だ……っ！　だから処分しようがどうしようが、私の勝手だ……！」

　机の上に理玖を押さえつけ、注射器を持った手を振り上げる。

　光る針が理玖に突つき立てられる、その刹せつ那な。

「させるか……！」

　低く唸うなった迅が、床を蹴けってあっという間に距きよ離りを詰つめ、磯貝の腕を背後から摑む。渾こん身しんの力で迅に手首を摑まれた磯貝は、たまらず注射器を取り落とした。

「う……っ、ぐ、この……！」

「俺は言ったはずだ、磯貝。今度こいつに近づいたら、ただじゃおかねぇって……！」

　語気を強めた迅が、磯貝の手をひねり上げる。

「さっさと理玖を放せ……！」

「わ……、分かった、放す……っ、放すから……っ」

　ヒイッと悲鳴混じりに答えた磯貝が理玖を放したのを確かく認にんしてから、迅は磯貝を突き放した。すぐさま机に腕を伸ばし、理玖を抱き上げようとする。

　けれどその時、理玖の目に、磯貝が机の上に置いてあったペーパーナイフに手を伸ばすのが映った。

（危ない……！）

　ニャアアッと叫んだ理玖に、迅がハッと磯貝を振り返る。

「死ねぇッ！」

「……っ」

　磯貝がナイフを振り下ろすのと、迅がその長い足で磯貝を蹴り飛ばしたのは、ほとんど同時だった。ギャアッと悲鳴を上げて床に倒たおれ伏ふした磯貝が、呻うめき声を上げて気を失う。

（迅……っ、迅……!?）

　崩くずれ落ちるように床に座り込んだ迅に、理玖はすぐさま机から飛び降りて駆け寄った。

（まさか……、まさか、刺さされた？　間に合わなかった……!?）

　前まえ脚あしを迅の腕にかけて後脚で懸けん命めいに立ち上がり、俯うつむいている迅の顔を覗のぞき込む。

（嫌だ……っ、僕、僕まだ、迅に言ってない……！）

　そのままのお前でいいと言ってもらえて、信じてもらえて、なによりも自信につながった事。

　姿が変わってもちゃんと見つけると、お前はお前だと、そう言ってもらえて、見つけてもらえて、どれだけ救われたか。どれだけ、嬉うれしかったか。

　ずっと嫌っていたのは、本当はずっと好きだったからだと、ようやく気づいたのに。

（迅……！）

　時間にして一瞬だろうに、その一瞬がひどく長く感じられて、理玖はぎゅっと目をつむる。

　──と、その時、大きな手がぽんぽんと理玖の頭を撫なでてきた。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。どこもケガしてねぇよ」

　ハ、と短く息をついた迅が、理玖を両手で抱き上げてゆったり背を撫でてくる。

　カラン、と磯貝の手からナイフが落ちる。どうやら間に合ったらしいと知って、理玖は迅の逞たくましい肩かたにすがりついた。

（よか……っ、よかった……っ、迅……！）

「もう大丈夫だ。……よく頑がん張ばったな、理玖」

　低くなめらかな声で囁ささやいた迅が、理玖のミミに、こめかみにキスを落としてくる。理玖がミャウ、と鳴きながらその肩に額をすり寄せた、その時だった。

「迅っ！　理玖……っ、理玖は、無事!?」

　バタバタと廊ろう下かを駆かけてくる複数の足音がしたかと思うと、部屋の中に郁也が飛び込んでくる。その背後には、健太を連れた凉子の姿もあった。

「ああ、無事だ。……猫になっちまったけどな」

　理玖を抱いたまま立ち上がった迅が、郁也に理玖を見せる。まさか、と目を瞠みはって手を伸のばしてきた郁也に、理玖はニャア、と鳴いてミミを伏せた。

「じゃあ、さっきあのキャリーに入れられてたのは……。……っ、ごめん、理玖、僕がすぐ気づいていれば……っ」

　郁也に自分を責めてほしくなくて、理玖は郁也の指先をぺろ、と舐なめる。理玖、と涙なみだ目めになった郁也が、理玖の頭を撫でながら言った。

「迅が、磯貝の車のナンバーを覚えていたんだ。それでここに乗り込んできて、理玖が誘ゆう拐かいされてるはずだって……」

　驚いたよ、とそう言う郁也に、凉子も同調する。

「まさか猫になって誘拐されたなんてね。でも大丈夫よ、理玖くん。動物になった感かん染せん者しやにも血清が効く事が分かったから。あのハムスターさえいれば、ちゃんと人間に戻もどれるわ」

（凉子さん、でもあのハムスターも……っ）

　人間なんだと、そう伝えたいのに、声が言葉にならない。

　ニャウニャウと懸命に鳴く理玖だったが、そこで迅が理玖の口を手のひらで塞ふさいできた。

「ちょっと待て、理玖。……磯貝が」

　瞳ひとみを眇めた迅の言葉に、一同が磯貝を注視する。床ゆかに倒れていたはずの磯貝が、ゆらりと立ち上がった。その手には、先ほど床に転がったナイフと──。

「やだ、あのハムスターって……！」

　声を上げた凉子に、磯貝がニタア、と笑みを浮うかべる。

「こいつさえ……、こいつさえ始末すれば……」

　ナイフを突きつけられたハムスターが、ヂィイイイッと悲痛な叫さけびを上げる。眦まなじりを決した迅が、低く唸った。

「……そいつを放せ、磯貝」

「ふ……、フ、ハ、は、お前に命令される覚えなんてない……っ！　せいぜいその猫を可愛かわいがってやるんだな、神邑ぁっ！」

　哄こう笑しようした磯貝が、ハムスターにナイフを近づけていく。

　しかし。

「そこまでだ、磯貝……っ！」

　怒ど号ごうと共に、凉子の後ろから玄治が姿を現す。走ってきたのだろう、息を荒あらげながら現れた玄治は、拳けん銃じゆうを構えていた。

「お前のやった事はすべて調べがついている……！　略取誘拐罪の疑いでお前を逮たい捕ほする！」

　銃口を向けられて怯ひるんだ磯貝だったが、玄治の言葉にまたニタニタと笑みを浮かべだした。

「誘拐？　おいおい待ってくれよ、私が誰を誘拐したって言うんだ？　その猫が人間だっていう証しよう拠こは？」

「……残念だけど、そっちじゃないわ。ここの研究所にバイトに来てた学生たちの事よ」

　磯貝に答えたのは、凉子だった。きつく凉子に睨にらまれた磯貝が、あからさまに狼狽うろたえる。

「が……、学生……？　私にはなんの事だか……」

「しらばっくれるのもいい加減になさい。あんたがデータを消去したパソコンね、アレ、私が復旧して、研究データ全部サルベージしたから」

　凉子の腕うでに抱かれた健太が、まるで援えん護ご射しや撃げきのようにグルル、と磯貝を威い嚇かくする。いい子ね、と健太の頭を撫でて、凉子が続けた。

「結構骨が折れたけどね。でもおかげで、あんたが研究費を使い込んで怪あやしげな薬を開発してた事も、この研究所にバイトに来てた学生たちに、その薬を無断で投とう与よした事も調べがついたわ。学生たちをハムスターやモルモットに変えて、実験動物にしてた記録も全部、ね」

　観念なさい、とそう言う凉子に、アオンッと健太が同調する。

「噓うそ……、噓だ、そんな……、私は……」

　みるみるうちに青くなった磯貝だったが、その時、バンッという凄すさまじい破は裂れつ音と共に、手にしていたナイフが弾はじけ飛ぶ。驚いて振ふり返った理玖は、目を瞠った。

　そこには、玄治が構えていたはずの拳銃を手にした郁也がいた。

「……次は、眉み間けんを打ち抜ぬく」

　見た事もないほど険しい表情で、郁也が冷たくそう言い放つ。どうやら銃を奪うばわれたらしい玄治が、その後ろで頭を抱かかえていた。

「おい佐伯、頼たのむから発はつ砲ぽうは……」

「先せん輩ぱいは黙だまってて下さい。可愛い甥おいっ子とうちのメンバーをこんな姿にされて、僕は頭にきてるんです……！」

　カチャ、と拳銃を構え直して、郁也が最後通告を言い渡わたす。

「さあ、どうする。罪を償つぐなうか、それとも……！」

　ヒ、と息を吞のんだ磯貝が、へなへなとその場にくずおれる。手て錠じようを取り出した玄治が、確保すべく磯貝のもとへと駆けて行った。

　力の抜けた磯貝の手から、ハムスターがもぞもぞ這はい出してくる。迅がしゃがんですくい上げたハムスターに、理玖は額をこすりつけた。

（よかった……、もう大丈夫だからね……！）

　チィ、とハムスターがつぶらな瞳を瞬またたかせる。

　長かった騒そう動どうは、ようやくその幕を下ろそうとしていた。










　ちく、と前脚に注射された途と端たん、体中の血がぎゅるんっと色を変えた気がした。

「……っ、あ……！」

　次の瞬しゆん間かん、ボワンッとあの音がして、理玖は人間の姿に戻っていた。

「戻った……っ、あ、あれっ？」

　けれど、頭の上でミミがぴるぴるっと揺ゆれている。もしかして、とおそるおそる後ろを見ると、腰こしから生えた長いシッポも揺れていた。

「なっ、なんで……っ、戻ってない……っ」

「……どういう事だ？」

　ジャケットを脱ぬいだ迅が、理玖の頭にバサッとそれを被かぶせる。ようやく自分が裸はだかな事に気づいた理玖は、慌あわててそのジャケットにくるまって身を縮めた。

　注射器を片づけながら、郁也が説明する。

「ウイルスが消えるまで、しばらくミミとシッポは残ったままらしいよ。でも、それも数日で消えるって」

　あらかじめ見み越こして用意していたのだろう。郁也が理玖に着き替がえを渡してくれる。

「あ……、ありがとう、郁兄。……あの、あんまり見ないで……」

　恥はずかしくて小さな声で訴うつたえる理玖だったが、郁也はにこにこと微笑ほほえむばかりで一向に意に介かいした様子もない。

「えー、いいじゃない。叔父おじと甥なんだし。僕は理玖のオムツだって換かえた事あるんだよ？」

「それとこれとは別だろ。ほら、次は高橋の番だろうが」

　向こう行け、と追い払はらおうとする迅に、郁也がケチと唇くちびるを尖とがらせる。

　注射が大だい嫌きらいな健太は今、事務所の隣となりの給湯室に逃にげ込んでしまっている。凉子が説得を試みているがなかなか戻って来ないので、先に理玖から注射を始めてしまったのだ。

「あの、もし健太さんがまだ怖こわがってるなら、僕も説得しに行くから。ちゃんと人間に戻ったとこ見たら、注射する気になるかもしれないし」

　マットの下に頭を突つっ込み、巻きシッポをふるふる震ふるわせて怖がっていたマメシバを思い出してそう言った理玖だったが、叔父はにっこり笑って怖い事を言う。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。なんだったらあのまんま、お尻しりにぶっすり注射しちゃうから。ワンニャンの注射って、基本はお尻だしね。……麻ま酔すい銃じゆうとかあれば、もっと楽なんだけど」

　物ぶつ騒そうな事を呟つぶやく叔父に、迅が嫌いやそうに顔をしかめる。

「あんたが言うと冗じよう談だんに聞こえねえよ、それ」

「え？　僕、冗談なんか言ってないよ」

　ふふ、と笑いながら、注射器のケースを手に事務所を出ていく郁也に、理玖は思わず迅と顔を見合わせてしまった。

「冗談……、ですよね、麻酔銃なんて」

「さあな」

　俺に聞くなと言わんばかりに、迅が肩かたをすくめる。

　あの時、磯貝の持っていたナイフをたった一発の弾だん丸がんで弾はじき飛ばしてみせた叔父は、刑けい事じ時代、全国でも一、二を争うほどの狙そ撃げきの腕うで前まえだったらしい。おまけに叔父は上層部に大きな貸しがあるらしく、査問にかけられた玄治は上から大目玉を喰くらいはしたが、なんとか始末書と減げん俸ぽうで済んだ。

　ハムスターを殺されたら多くの犠ぎ牲せい者しやが出るという切せつ迫ぱくした状じよう況きようだったとはいえ、あんな処分で済んだのはむしろ怖い、と玄治はぼやいていたが、理玖も叔父の深しん淵えんがちょっと怖い。

（おとなしく腕に注射してもらってよかった……）

　健太の無事を祈いのりつつ、理玖は服に袖そでを通した。猫ねこの姿だったから仕方がなかったとはいえ、ここ数日はなにも身につけていなかったから、服を着るとほっとする。

　磯貝が逮捕されて、一週間が経たった。

　どうやら磯貝は、会社の研究費を私的な研究に使い込み、研究所にアルバイトに来ていた学生たちに、開発した薬を栄養剤ざいだと偽いつわって渡していたらしい。その過程で、動物に姿を変える薬の開発に成功し、学生たちを実験動物にしていたとの事だった。今回の騒動は、実験動物にされた彼らの体液が引き起こした副作用によるものだったが、この一件がなければ、もしかしたら彼らはずっと磯貝に囚とらわれたままだったかもしれない。

　逮捕された磯貝は、往おう生じよう際ぎわ悪く、未いまだすべての罪を否ひ認にんしている。けれど、凉子が明らかにしたデータがある以上、もう言い逃のがれる事はできない。重い罪に問われるだろう事は間ま違ちがいなかった。

　ハート模様のあのハムスターは、磯貝の部下だった上うえ田だという女性が預かる事になった。以前モルモットに嚙かまれて発はつ症しようした研究員で、今回ハムスターの血清から薬を作ってくれたのも彼女だ。

　上田は、磯貝が管理していた実験動物たちの治ち療りよう薬も開発し、必ず人間に戻もどすと約束してくれた。詳しよう細さいな研究データもある為ため、近い将来みんな人間に戻れるだろう。

（ミミが消えたら、あのハムスターに会いに行こう。ちゃんと戻れたよって、報告しないと）

　シャツのボタンを留め終わったところで、理玖は迅の視線に気づく。切れ長の瞳ひとみに、じっと見つめられて、理玖はそういえば今は、事務所で二人きりなのだと急に意識してしまった。

（お礼……、お礼、言わないと）

　あの時迅が駆かけつけてくれなかったら、理玖は殺されてしまっていたかもしれない。緊きん張ちようしながらも口を開こうとした理玖だったが、それより早く、迅が歩み寄ってきた。

「え……、あの」

　目の前で足をとめた迅が、理玖の後頭部に手を伸のばし、ぐいっと自分の方に引き寄せる。勢いでたたらを踏ふみかけた理玖は、厚い胸に抱だきとめられて思わず息を吞んだ。

「……心配ばっかかけやがって」

「あ……、ごめん、なさ……」

　しゅんとして謝ろうとした理玖だったが、迅は眉間に皺しわを寄せて不ふ機き嫌げんそうに唸うなる。

「そうじゃねぇよ、理玖。もっと他ほかに、言う事あんだろうが」

「えっと……、ありがとうございま……、痛っ」

　お礼を言いかけた理玖の額を指先で弾き、迅がため息をつく。

「……それも違ちげぇ。俺が聞きたいのは……」

　理玖をぎゅっと抱きしめて、迅がミミのつけ根に唇を押し当ててくる。

　そのままそこで、低くなめらかな声が、びっくりするくらい優やさしい囁ささやきを紡つむいだ。

「……お帰り、理玖」

「あ……」

　迅を見上げて、理玖は唇を意味もなく開閉させた。

「……返事は？　どうした？」

　急せかされて、カア、と頰ほおが熱く火ほ照てってくる。

「た、……ただいま、……迅」

「ん」

　よし、とばかりに頷うなずいた迅が、理玖のミミにちゅ、とキスを落としてくる。そのまま親指の腹でやわらかくミミを撫なでられて、理玖はすっかり茹ゆで上がってしまった。

「勿もつ体たいねぇなあ、せっかく可愛かわいいのに。あとちょっとでこれ、消えちまうのか」

　くすぐったいし、恥ずかしいのに、可愛いと言う迅があまりにも甘く目を細めるから、やめてと言えなくなる。赤い顔で俯うつむきながらも、じっと迅に撫でられるがままになっている理玖に、迅がひょいと片かた眉まゆを上げて聞いてきた。

「今日は嫌いやって言わないのか？」

　珍めずらしいな、と笑えみ混じりに言われて、理玖は少しむくれながら答えた。

「……だって、助けてもらったし、それに……」

「それに？」

　言い淀よどむと、すかさず続きを促うながされる。

　理玖はミミの先を少し伏ふせ、ぷいとそっぽを向いて小さく呟いた。

「……そんなに嫌じゃない、から。……迅に、撫でられるの」

　声に出した途端、余計に恥ずかしさが込み上げてくる。ますます真っ赤になった理玖に、迅はからかうように低く笑みを漏もらして聞いてきた。

「なんだ？　撫でられんの、癖くせになったか？」

　理玖の後頭部を引き寄せた迅が、その長い指でゆったりと髪かみを梳すき始める。

「癖に、なんか……」

　なってない、と小さく呟いたけれど、本当はもうとっくに癖になってしまっている。迅の胸むな元もとに顔を押しつけた理玖は、ほのかに香かおるウッドノートに悔くやしさを覚えながらも目を閉じた。

（迅が猫に好かれるの、絶対この撫で方と、匂においのせいだと思う……）

　猫だったこの一週間、理玖は迅のマンションで暮らしていた。健太も一いつ緒しよだったので二人きりではなかったが、それでも迅は暇ひまさえあれば理玖を撫でてくるので、すっかり撫でられ癖がついてしまったような気がする。

　大きな手は力加減を心得ていて、この手で頰や首元を撫でられると、どんなに我が慢まんしようと思っても喉のどがごろごろ鳴ってしまうくらい心ここ地ちよかった。頭からシッポの先まで優しく撫で下ろされると、すっぽり包み込まれているような安心感が込み上げてきて、もっと撫でてほしくてたまらなくて、ついついすり寄って甘えてしまうほどだった。

　それに、この匂い。

　ふんわりと香かおってくる迅の匂いはたまらなくいい匂いで、マタタビほど強きよう烈れつでない分、余計にタチが悪い。ずっと嗅かいでいたくて、ついうっとりと夢見心地でくんくんしてしまう。

　体の内側をゆっくり優しく撫でられて、身も心もほわんと解けるような匂いで──。

（い……、いけない、お礼、言わないといけなかったのに）

　うっかり猫の姿の時と同じように、迅に身を預けてしまっていた事に気がついて、理玖は我に返る。迅はお礼なんていいと言ったけれど、それでも言葉にできなかった間ずっと伝えられなかったのだから、ちゃんと言わせてほしい。

　理玖は顔を上げて、迅に改めてお礼を言った。

「あの、迅。あの時、助けてくれてありがとうございました。それに、僕に気づいてくれて……。迅が気づいてくれなかったら、僕はずっと猫のままだったかもしれない」

　研究所で郁也にすら気づいてもらえなかった時の絶望は、とても一言では言い表せられない。このまま誰だれにも理玖が理玖だと知られずに殺され、磯貝の研究材料にされるのかと思ったら、怖くて仕方がなかった。

「……約束しただろうが。ちゃんと俺が見つけてやるって」

　ぽんぽん、と理玖の頭を撫でて、迅が目を細める。

「お前がどんな姿になっても、俺には分かる。……なんせ一年間ずっとお前に嫌きらわれてても諦あきらめきれなかったくらい、お前の事が好きなんだからな」

　ミミのつけ根に唇くちびるを押しつけた迅が、苦く笑しよう混じりに囁いてくる。

「俺にはな、お前がキラキラ光って見えんだよ。初めて会った時も、ミミが生えてからも、猫の時もずっと、……俺にとってお前は眩まぶしいくらい、綺き麗れいに見えてた」

　今もだ、とキスが落ちてきて、理玖は思わず迅の胸元にしがみついて顔を上げていた。

「……僕も、です。……僕にもずっと、迅がキラキラして見えました」

　緊張で心臓が壊こわれそうに早はや鐘がねを打っている。

　力いっぱい握にぎりしめたせいで指先が冷たく強こわばって、でも、放したくはなくて。

「ずっと……、ずっと、嫌いだと思ってました。だからミミが生えた時も、なにかの間違いだって、僕だけ嫌いな人に反応して生えたんだって、そう思って。でも、違ったんです」

　力強くて、でも優しい瞳をじっと見つめ返して、理玖は懸けん命めいに言葉を紡いだ。

「憧あこがれてた『ジン』がこんな人だったなんてって、最初はそう思ってました。でもそれって、本当はずっと好きだったから、だから余計に嫌いだって、そう思おうとしてたんです」

　自分が同性を好きになるなんて思っていなかったし、それに迅は、同性は対象外だと言っていた。だから、迅を深く知る事を避さけていた。

　面めん倒どうくさがるのは口だけで、本当は面倒見がいい事も、誰よりも真しん摯しに依い頼らいをこなしている事も、目の前で見ていたのに、ちゃんと知ろうとしなかった。

　迅の事を知って、この気持ちに気づいてしまったら傷つくだけだと、そう思っていたから。

　でも、どんなに嫌おうとしても、視線はいつも彼を追いかけてしまっていた。

　追わずにはいられなかった。

　ずっと、好きだったから。

「僕も……、僕も、迅が好きです……っ、本当はずっと、好きでした……！」

　言い切って、理玖はぎゅっと目を瞑つぶる。

　息もできないくらい恥はずかしくて、ひたすらじっと身を強ばらせていると、近くで迅が小さく笑う気配がした。

「……やっと素す直なおになったな、理玖。ったく、……遅おせぇんだよ」

　ちゅ、とつむじにキスが降ってくる。

　ミミに、こめかみに、頰にくちづけた後、迅は理玖の唇に吐と息いきがかかる距きよ離りで囁いてきた。

「だから言ったろうが。お前は俺の事が好きなんだ、ってな」

「……っ、ん」

　しっとりと唇が重なってくる。

　緊張に固く結ばれた理玖の唇を幾いく度どか啄ついばんで、迅は喉奥で小さく笑った。

「理玖、りーく。息しろ。つか、口開け。キスできねぇだろうが」

「い、今、して……、して、る」

　ちゅ、ちゅ、と啄まれながら言われて、なんとかそう訴うつたえた理玖だったが、迅は笑みを深めると理玖の唇を甘く嚙んできた。

「バーカ。こんなんじゃなくって、……もっと気持ちいいやつ、すんだよ」

「ん……！」

　わずかに開いた隙すき間まから、迅の舌がぬるりと潜もぐり込んでくる。迅の胸元にしがみついたまま、身を強ばらせた理玖だったが、迅はなだめるように肩かたを撫でながら、閉じあわされた歯列をゆっくり舌で舐なめ始めた。無理にこじ開けようとせず、じっと緊きん張ちようが解けるのを待つようなキスに、理玖の体から徐じよ々じよに力が抜ぬけていく。

「は……、ん」

　小さく喘あえいだ理玖が、ふっと肩から力を抜いた途と端たん、迅が唇を触ふれ合わせたまま吐息だけで囁いてくる。

「……ん、理玖、そっちじゃなくて、……こっち、な」

　硬こう直ちよくしている理玖の手首を摑つかんだ迅が、そのまま自分の首元へと導く。こっちも、と両方の腕うでを回すよう促されて、理玖は迅の首元に抱だきつきながらそっと歯列を開いた。

「ふ、あ……」

　再び差し込まれた舌が、理玖の舌先をくすぐってくる。丁てい寧ねいに理玖の舌を舐めた後、迅はくちづけの角度を深くして舌を奥まで潜り込ませてきた。

（気持ち、い……）

　上うわ顎あごのやわらかい粘ねん膜まくを舐められ、舌をしゃぶるみたいに優やさしく吸われると、それだけでくてんと体から力が抜けてしまう。腰こしに回された力強い腕に支えられていなければ、今にも膝ひざからくずおれてしまいそうだった。

　ちゅう、と理玖の舌を吸い上げた迅が、長くて甘いキスを解く。銀糸のアーチを舌先で切った迅は、そのままぺろりと唇を舐めながら、じっと理玖を見つめてきた。は、はふ、と胸を喘がせながら、懸命に呼吸を整える理玖のミミに、迅が再び触れてくる。

「……お前にこのミミが生えた時、俺がどんだけ嬉うれしかったか、分かるか」

　親指の腹で理玖のミミをゆったり撫なでながら、迅が切れ長の瞳ひとみを細める。

「普ふ段だん素っ気ないお前が、本当は俺の事を好きでこんなもん生やしたなんて、反則だっつの。……可愛かわいすぎてずるいんだよ、お前」

　まるで文句を言うような口くち振ぶりなのに、その声こわ音ねには甘やかすような響ひびきしかない。はむ、とミミを唇で甘あま嚙がみされて、理玖は潤うるんだ瞳で迅を睨にらんだ。

「……ずるいのは、迅の方です。このミミのせいで、僕ばっかり気持ちがまる分かりなんですから」

　嫌い嫌いと言っていたくせに、このミミが生えたせいで、素直じゃないだけだと迅に見み抜ぬかれてしまった。恥ずかしすぎる、とむくれた理玖だったが、迅はおかしそうに小さく笑えみを零こぼすと、尖とがった理玖の唇を啄んできた。

「拗すねんなっつの。ったく、面めん倒どくせぇなあ。ま、その面倒くさいのが可愛いから、仕方ねぇんだけどな」

「……さっきから迅、可愛いって言いすぎです」

　僕は男で、とそう訴える理玖だが、迅にあしらわれてしまう。

「分かった分かった、かわいーかわいー」

　まったく理玖の言う事を聞く気がないらしい迅が、くっくっと笑いながら、理玖から身を離す。ジャケットを羽織り直した迅は、振ふり返るなり理玖を促うながしてきた。

「んじゃ、帰るぞ、理玖」

「え？　帰るって、でも」

　確かにもう事務所を閉める時間ではあるけれど、まだ健太たちが戻もどってきていない。

　それに、理玖のアパートと迅のマンションは方向が違う。猫ねこだった時は迅のマンションに居い候そうろうさせてもらっていたが、もう人間の姿に戻ったのだから、理玖は今日は自分のアパートに戻るつもりでいた。

　首を傾かしげる理玖に、迅がさも当然といったように告げてくる。

「そろそろ高橋も人間に戻ってる頃ころだろ。隣となり覗のぞいてから、さっさと俺んちに引き上げるぞ」

「引き上げるって……、あの、僕は自分のアパートに」

「このままおとなしく帰す訳ねぇだろ。こっちはさんざんお預け食くらってんだぞ」

「え？　へ？」

　お預けって、と目を丸くした理玖に、迅がニヤ、と笑った。

「お前ばっか好きってまる分かりなのがやだ、つったろうが。だったら俺の気持ちがしっかり分かるように、お前にちゃんと教えてやらねぇとなあ？」

　もちろんベッドでな、と囁ささやいた迅が、理玖の手を取る。

　長い指に全部の指を搦からめ捕とられ、ようやく迅の意図を理解した理玖は、真っ赤に頰ほおを染めながらも、繫つないだ手をぎゅっと握り返した。

　憧れだった、嫌きらいだったこの人への気持ちは、今はもう、好きでいっぱいだったから。










　ミミとシッポが弱い事を知られてしまっているのは、理玖にとってはかなり不利だった。

「あのっ、せめてシャワー……っ、っ！」

　健太が無事に人間に戻れたのを確かめた理玖は、迅のマンションに着くなり寝しん室しつに引っ張り込まれた。問答無用で服を脱ぬがされそうになって慌あわてて訴えた理玖だったが、迅に唇でミミを甘嚙みされた途端、甘い痺しびれが背筋を駆かけ抜けて、それ以上言葉を紡つむぐ事ができなくなる。

「後でいいだろ。洗ってやるから」

　理玖のシャツのボタンを外した迅が、シャツと肌はだとの間にするりと手を差し込んでくる。長い指先に体側を撫で上げられると、ぞくぞくと痺れるような感覚が込み上げてきて、理玖は息を詰つめながらなんとか訴えた。

「じ、自分でしますから……っ」

「遠えん慮りよすんな。猫の時も俺が洗ってやってただろうが」

　あれはなかなか楽しかったと、くっくっと笑った迅は、見かけによらず世話好きなようで、理玖が猫だった時も毎晩お風呂ふろに入れてくれた。大きな手で体中もこもこに泡あわ立だてられ、ふかふかのタオルとドライヤーで丁寧に乾かわかされた後で施ほどこされたブラッシングは、確かに心ここ地ちよかったけれど。

「遠慮なんかじゃなくって、僕は今……っ、んっ」

「今は駄だ目めだ、つってんだろ。先に可愛がらせろ」

　するりとシッポをつけ根から先まで撫で上げた迅が、あっという間に理玖を裸はだかに剝むき、とんと肩を押してくる。全ぜん裸らでベッドに転がされた理玖は、自分のＴシャツを頭から抜いた迅が、続いてベルトを外すのを見て、顔を真っ赤にして背そむけた。

（ど……、どうしたらいいんだろう……。っていうか、本当にす、する、の？）

　緊張しすぎて頭が真っ白で、なにも考えられない。

　迅とこういう事をするのは二回目とはいえ、最初の時は発情期みたいなもので理性が飛んでしまっていた。気持ちよくなる事しか考えられなかったあの時と今とでは、全然違ちがう。

　迅の事を好きだという自覚はもうあるし、好きな相手とキスやそれ以上をしたいという気持ちもあるけれど、でも同性に抱かれるなんて今まで考えた事もなかったから、怖こわい。

「……理玖」

　一糸纏まとわぬ姿になった迅が、ゆっくり理玖に覆おおい被かぶさってくる。

　鍛きたえ上げられたその裸ら体たいは、まるで彫ちよう像ぞうのように筋肉が隆りゆう起きしていて美しい。

　モデル時代より更さらに猛たけ々だけしく雄お々おしいその体は、同性でも思わず見とれてしまうくらいだったけれど、今の理玖には、とてもじっくり鑑かん賞しようする余よ裕ゆうなんてなかった。

　怖いし恥はずかしいし、もうどうしたらいいか分からない。

　冷たく強こわばった指でぎゅっとシーツを握にぎりしめ、固く目を閉じて肩を震ふるわせ出した理玖に、迅が苦く笑しようを浮うかべる。

「そんなに緊張すんな。深呼吸しろ、ほら」

「ん……、は、はい」

　肩をゆっくり撫でられて、理玖は懸けん命めいにそのリズムに合わせて呼吸を繰くり返す。なだめるようなキスを頰や唇くちびるの端はしに繰り返されて、理玖はそっと目を開けた。

　切れ長の瞳を細めた迅が、理玖の目元に唇を押し当てて囁いてくる。

「怖かったらそう言え。お前の全部、俺に寄よ越こせ」

「じ、ん……」

「全部、ちゃんと受けとめてやる。だからお前は、なんも心配すんな」

　薄うすくて形のいい唇が、しっとりと重なってくる。理玖の唇を軽く吸って離はなれていったキスに、理玖は想おもいを確かめ合ったばかりの恋こい人びとを見上げて小さな声で告げた。

「怖い、けど……、でも大だい丈じよう夫ぶ、です」

　迅なら、この人なら。

　全部預けてしまってもきっと、丸ごと受けとめてくれる。

「だから、……だから、あの」

　なんと言ったらいいのか分からなくて、言葉がうまく出てこなくて言い淀よどんだ理玖だったが、迅は理玖の頭をぽんぽんと撫でると、続きを引き取ってくれた。

「……ん、分かった。ゆっくり、な？」

　任せていい、とそう伝えてくれる視線にほっとして、理玖はこくりと頷うなずいた。不安も怯おびえも汲くんでもらえて嬉しいのに、どうしてか胸がきゅうっとせつなく痛む。

　理玖の額に軽くキスを落とした迅が、ごろりと隣となりに寝ねそべり、促してくる。

「理玖、こっち向け。俺の腕うでに頭乗せて……、ん、それでいい」

　向かい合うように横を向かされ、迅の下になった方の肩かた口ぐちに頭を乗せるよう言われる。顔が近くて、裸の腰こしに回された太い腕の滑なめらかな感かん触しよくが落ち着かなくて、理玖はそわそわと視線を泳がせてしまった。

　理玖の頭を抱かかえ込むようにして指先で髪かみを梳すきながら、迅が啄ついばむようなキスを徐じよ々じよに深くしていく。

「ん……、んん」

　どうしたって強ばる体をゆっくり撫でられながら舌先を搦め捕られ、きゅうっと吸い上げられる。口こう腔こうのあちこちをくすぐられながら胸の先をそっと指の腹で転がされ、理玖は思わず小さく息を詰めた。

「は、ん……」

　重なり合った唇の隙すき間まから熱いため息が漏もれていく。角度を変えて何度もくちづけられながら、少しずつ尖り始めた乳ち首くびをくにくにと弄いじられると、足の間でやわらかく萎なえていたものが芯しんを持って硬かたくなり始めた。

　恥ずかしくて逃にがそうとした腰を迅がぐいっと引き寄せ、咎とがめるように唇を甘く嚙かんでくる。

「ん……、気持ちいいの隠かくすな、理玖」

「で、も……、ん、んん」

　恥ずかしいし、と言おうとした言葉ごと唇を奪うばわれ、隠そうとした性器を指先に捕らわれる。長い指で、根元から先せん端たんまでをゆったりとなぞり上げられて、理玖は緊きん張ちようとは別のものに小さく肩かたを震わせた。

「は、んむ……、ん、んう」

　差し出した舌を、迅が前歯で甘あま嚙がみしながらちゅうっと吸ってくる。じゅわんと溢あふれた蜜みつをちゅるちゅる吸われると、とろんと体の芯が蕩とろけるような気がした。迅の大きな手に包まれ、育てられたものが、もうくちゅくちゅと濡ぬれた音を立てていて恥ずかしいのに、気持ちがよくて、もっとしてほしいと思ってしまう。

「……ん」

　長いキスを解いた迅は、理玖の濡れた唇をひと舐なめすると、じっと目を見つめたまま、ミミとシッポを優やさしくくすぐるように撫なでてきた。腰の奥がじわんと痺れるような刺し激げきに、はふ、と息を切らせながら、理玖は潤うるんだ瞳ひとみで迅を見上げる。

「そ、それ……、や……」

　むずむずする、と訴うつたえる理玖に目を細め、迅がミミにちゅ、と小さくキスを落としてくる。

「本当にミミとシッポ、弱よえぇなあ、理玖。またこれで、こちょこちょしてやろうか？」

「な……っ、い、嫌いやです、あんなの……っ」

　最初の時にされたイタズラを思い出して、理玖はカアッと顔を赤らめる。けれど迅は、理玖の長いシッポを自分の口元に引き寄せながら、からかうような笑えみを浮かべて言った。

「なんでだよ。気持ちよかったろうが。シッポ消えちまったら、もうできねぇんだぞ？」

「そういう問題じゃ……、ぁんっ」

　シッポの先にちゅ、とキスを落とされただけで、じぃん、とつけ根まで快感が走る。思わず小さく喘あえいでしまった理玖は、あまりの恥ずかしさにさっと口元に手を当て、迅を睨にらんだ。

「へ……、変な事しないで下さい……っ」

　ミミを伏ふせて精せい一いつ杯ぱいキッと睨んだのに、迅はひょいと片方の眉まゆを上げると、とんでもない事を言い出す。

「あー、それ逆効果だからな、理玖。お前美人だから、怒おこると色っぽいんだよ」

「は……、はあ？」

「この程度で変な事とか、ほんとたまらんっつーか、睨まれっと泣かせてやりたくなるっつーか、もっと変な事仕込んでやりてぇっつーか」

（泣か……？　仕込むってな、なに……？）

　あまりにも聞き慣れない単語に、理玖は目を瞠みはって慌てて身を離そうと迅の胸むな元もとを押す。

「あ、あのっ、ゆっくりってさっき……、さっきそう言って……っ、あ！」

　けれど、時はすでに遅おそく、肩を軽く押された理玖は、いとも簡単にころんとベッドに仰あお向むけに転がされてしまう。再び理玖に覆い被さる体勢を取った迅は、ベッドサイドのチェストに手を伸のばして引き出しを漁あさり始めた。

「ああ、言った言った。ゆっくりじっくり、いっぱい変な事してやる」

「う……っ、噓うそっ、やだっ、や……っ、ひゃあっ！」

　くっくっと低く笑いながら、迅が引き出しから取り出したチューブの蓋ふたを開ける。下腹の辺りに冷たい中身を絞しぼり出されて、理玖は思わずびくっと体を跳はねさせてしまった。

「なっ、なにっ、なに……!?」

「そんなビビんな。ただのハンドクリームだっつの。刺激少ないやつだから、多分大丈夫だろ。今度する時は、ちゃんとそれ用の用意すっから」

「それ用って……、あっ、や、や……っ」

　身を起こした迅が、手早く理玖の腰の下に枕まくらをあてがい、膝ひざに手をかけてくる。あっという間に両足を大きく開かされてしまった理玖は、顔を真っ赤にして両手で足の間を覆った。

「なにして……っ、ひぅっ！」

　指先で先ほど出したハンドクリームをすくった迅が、それを理玖の尻しりの狭はざ間まに塗ぬりつけてくる。窄つぼまった後こう孔こうをぬるりと撫でられて、理玖は伏せたミミを震わせて身をこわばらせた。

「や……っ、そこ、やだ……」

　足を閉じたいのに、体を割り込ませた迅がそれを許してくれない。ぬちゅぬちゅと襞ひだのひとつひとつにクリームを塗りつける迅が、そこをじいっと見つめているのが分かって、理玖は片手で性器を隠し、もう片方の手で迅の腕を押しのけようとしながら、もじもじと内うち腿ももを揺ゆらしてすすり泣いた。

「も……、や……、やだ……」

　あんなところを迅に見られて、触さわられているなんて、考えるだけで目め眩まいがしてくる。けれど迅は、そこをなぞる手をとめようとはしなかった。

「やじゃねぇだろ、理玖。こないだもここ弄られて、ちゃんと気持ちよくなったろうが」

　思い出せ、と囁ささやいた迅が、理玖の手の甲こうにキスを落としてくる。指の間に見え隠れしている性器を狙ねらって、ふうっと吐と息いきを吹ふきかけられて、理玖は思わず息を詰つめた。

「んうっ！」

「中のイイとこ、覚えてんだろ？　またいっぱい擦こすってやるから、いい子でここの力抜ぬけ」

「や、や……、無理……っ」

　そんなところ、どうやって力を抜いたらいいか分からない。ぎゅうっと竦すくんだままのそこに、迅が苦笑しながら言う。

「口開けて、あーって言ってみろ」

「あ……、あー……？　っ、は、あ……っ」

　言われた通りにした途と端たん、噓みたいに力が抜けたそこに、ぬるんと迅の指が潜もぐり込んでくる。そのまま中へと進んでくる指先を、理玖は必死でぎゅうっと締しめつけた。

「まっ、待って……っ、やっ、怖……っ、あっ、あううっ」

　けれど、すぐに前ぜん立りつ腺せんを探さぐり当てた迅が、そこをくるくると撫でてくる。浅い位置にあるふっくらとした凝しこりをぬるぬるの指先で押し揉もむように刺激されて、理玖はあっという間に目が眩くらむような感覚に吞のみ込まれてしまった。

「あ……、あうんっ、そこ、やっ、や……っ」

「噓つけ。俺の指、美味うまそうに喰くってんぞ」

　からかうような、それでいて嬉うれしそうな笑みを浮うかべて、迅が指の数を増やす。ハンドクリームまみれの指は、ぬぐう、と簡単に奥まで入り込んできて、理玖のそこを蕩けさせていく。

「あ、あ……、ひう……っ、あ、んん……っ」

　揃そろえた二本の指でぬちぬちと前立腺を苛いじめられると、高い声が漏れてしまう。思わず唇くちびるを嚙んで声を堪こらえようとすると、伸び上がってきた迅が、唐とう突とつに胸の先に吸いついてきた。

「ひにゃ……っ」

　猫ねこの鳴き声のような悲鳴を上げてしまって真っ赤になった理玖だったが、迅はそれを狙っていたらしい。

「そうそう、そうやって、またにゃんにゃん喘げ。お前が猫ねこっぽく啼ないてんの、すっげぇ興奮すんだよ」

「そ……、そんなのや……、んんっ！」

　嫌、と言うより早く、尖とがった乳首を吸い上げられる。ちゅうっと音を立てて唇を離はなした後、迅は突つき出した舌で溶とかすようにそこを撫で始めた。両方の乳首を交こう互ごにそうして可愛かわいがられながら、後孔をぬちぬちと指で弄られると、恥はずかしい声がとめられなくなってしまう。

「やぅ……、あ、あ……っ」

　濡らされて硬く凝った両の胸の先が、じんじんと甘く疼うずき始める。何度も潤うるおいを足されてぬるぬるになった後孔は、奥まで入れられるとまだ少し苦しいけれど、弄られ続けた前立腺はすっかり蕩けて、手で覆おおった性器からも、とろとろと先走りの蜜が溢れてとまらない。

（やだ……、なんでこんな、こんな……っ）

　単純に擦って出すだけの自じ慰いの時は、こんなにも濡れたりしないのにどうして、と自分の体の反応に泣き出してしまいそうで、理玖はぎゅうっと身を縮こまらせた。けれど、身の内で渦うず巻まくような疼きは一層膨ふくれ上がるばかりで、とても耐たえられそうにない。

　たまらず、理玖は後孔を弄る迅の手首にシッポを絡からみつかせた。

「も、も……っ、それや……っ、指、や……っ」

　ぎゅっと迅の手首を締めつけながらミミを伏せ、真っ赤な顔で目に涙なみだを浮かべながら懇こん願がんする。顔を上げた迅は、理玖の顔を見るなり眉を寄せ、唸うなるように言った。

「つってもな、まだもうちっと馴ならさねぇと俺のは無理だろ、ここ」

「い……っ、いいから……っ、これ以上指でするの、恥ずかしくて死んじゃう……っ」

　いっそ痛い方がましだとそう訴えると、迅がため息をつく。

「死んじゃうってお前なぁ、あんま煽あおんじゃねえっつの。こっちはすぐにも抱だきてぇの我が慢まんしてやってるっつうのに……」

　ぼやいている途と中ちゆうで、迅が何事か閃ひらめいたように、お、と声を上げる。

「指が嫌なら、こっちでしてみるか。一回深呼吸しろ、理玖」

「え、あ、……ん」

　理玖の呼吸に合わせて、迅が少しずつ指を抜いていく。ぬぷん、と抜け出ていった指に息を詰めた理玖は、続いて迅が手首からシッポを解くのをぼんやり見上げた。長い指先にシッポの内側をくすぐるように撫なでられると、それだけでじわじわと甘あま痒がゆい感覚が込み上げてきて、声が漏もれそうになる。

　すぐに離してもらえるはずだから、今だけ声を我慢、と思って息をひそめていた理玖だったが、迅は何故なぜか、理玖のシッポを摑つかんだまま、ハンドクリームのチューブに手を伸ばした。手のひらにたっぷりと中身を絞り出す迅を見上げて、理玖は首を傾かしげる。

「なに……？」

「ん？　ああ、こっちも後で綺き麗れいに洗ってやっから、気にすんな」

　チューブを放ほうり出した迅が、理玖のシッポにハンドクリームをなすりつけ始める。あっという間にシッポをべたべたに濡ぬらされて、理玖は驚おどろいて息を吞んだ。

「え？　えっ、なに、なに!?」

「ん、こんくらい濡れてたら入んだろ。挿いれんぞ、理玖」

「え!?　いれ、いれるってっ、まさかそれ……!?」

　ぐちゅ、と濡れた先っぽを後孔に押し当てられて、理玖はびっくりして迅の手から逃のがれようとシッポに力を込める。しかし、大きな手がそれを許さない。

「やだっ、なんでそんなん……っ、やだってばっ、あ、ひぁあああっ！」

　なんとか逃れようとびくびく蠢うごめく先せん端たんが、ぬぐうっとそこに押し込まれていく。自分のシッポに犯おかされ、ぎゅっと目を瞑つぶって身を強こわばらせた理玖を見下ろして、迅がぺろ、と唇を舐なめて呟つぶやいた。

「……えっろ」

「や……、も、抜いて……っ、迅のバカ……っ、変態……っ」

　なんて事をするのかと、精せい一いつ杯ぱい睨にらんでなじる。すると、ニヤ、と笑った迅が、理玖の胸むな元もとに屈かがみ込んできた。

「おーおー、言うようになったじゃねぇか、理玖。……でもな」

　理玖のシッポをきゅっと握にぎった迅が、声のトーンを落とす。

　濡れたように光る切れ長の瞳ひとみに見つめられて、理玖はひくっと喉のどを鳴らした。

「言っただろ？　睨まれっと泣かせたくなる、もっと変な事仕込んでやりたくなるって」

　低くなめらかな声で囁くなり、迅が一気にぐじゅっと奥までシッポを押し込みながら、ちゅうっと強く乳ち首くびを吸い上げてくる。

「ひぁっ、あぁあうっ！　んにゃうううっ！」

　先ほど迅に唆そそのかされた通り、また猫のような声で喘あえいでしまったのが恥ずかしくて、悔くやしくて、理玖はぎゅうっと迅の体を腿ももで挟はさみ込んで身み悶もだえた。

「うう、や……っ、バカ、バカ……っ」

　真っ赤に頰ほおを火ほ照てらせながら何度もそうなじると、迅がくっくっと楽しげに笑いながら、ぺろりと乳首を舐め上げてくる。

「しょうがねぇだろ。なんせこっちは一年も、お前の事頭ん中で裸はだかにひん剝むいて、えっろい事し尽つくしてたんだ。こんなやらしいシッポ生えてたら、そりゃ突っ込むだろうが」

「い……っ、言い訳です、そんな……っ、あう、うんんっ」

　れろ、と理玖の胸元から腹へと舌を這はわせた迅が、未いまだに性器を隠かくしている理玖の手に辿たどり着く。んん、と息を詰めた理玖に、迅が小さく笑えみを漏らした。

「生意気言ってても、こんな可愛く反応するお前が悪い。俺をつけあがらせるお前が悪い」

「や……、そこ、や……っ」

「いやいや言っても無む駄だだって、もう分かってんだろ。ほら、指どけろ、理玖」

　そこを隠す指をいやらしく舐め上げられて、理玖はぶるりと腰こしを震ふるわせた。くちゅん、くちゅん、と迅が動かす度たびに、シッポが濡れた音を立てて後こう孔こうを出入りする。　>>>♥

「あ……、んん……」

「自分のシッポに犯されてどんだけ濡れたか、俺に見せてみろ。全部綺麗に舐めて、しゃぶってやっから。……ほら、理玖」

　指の間からちろちろと舌が潜り込んでくる。熱くなったそこを舌先でくすぐられて、理玖は堪えきれずにのろのろとそこから手を離した。にちゃ、と透とう明めいな蜜みつが糸を引く。

「ん、いい子だな、理玖。こんなにたっぷり濡らして……」

「や……っ、言わ、な……っ」

「噓うそつけ。やらしい事言われると感じるくせに」

　今また先が濡れた、と目を細めた迅が、理玖の手のひらを舐めてくる。大きな舌が蜜をこそげ取るように手のひらを這い、指先をしゃぶって、指の間まで舐めつくしていく。

「ん……、んん……」

　くすぐったいのに、恥ずかしいのに、なめらかで熱い舌が這う度、ぞくぞくと背筋が甘く痺しびれてしまう。思わずシッポを揺ゆらしてしまった理玖は、隘あい路ろを自ら擦こする羽目になってびくっと体を跳はねさせた。

「あっ、や……っ！　んんうっ！」

「なんだ、理玖。自分で中弄いじるなんて、やらしいな」

「ち……っ、違ちがいま……っ、あ、あああっ！」

　からかうように囁ささやいた迅が、大きく突き出した舌でねっとりと理玖の性器を舐め上げてくる。鈴すず口ぐちを舌でくすぐられながら、挿そう入にゆうされたままだったシッポをぐちゅぐちゅと前後に動かされて、理玖は一気に燃え上がった快楽の灯ともし火びに懊おう悩のうした。

「や、や……っ、抜ぬい……っ、抜いて……っ、ああう、うううっ」

　べとべとに濡らされたそれは、まるでやわらかいブラシのようで、抜き差しされる度にあますところなく内ない壁へきを擦り上げてくる。ふわふわとした毛に入り口を擦られると、どうしても声が抑おさえきれなくて、理玖はぎゅっとシーツを握りしめながら小さな喘ぎを漏らし続けた。

「あ……、あう、うう、あ、あ……」

　指より太くて、長いそれが、奥の粘ねん膜まくを押し広げているのが分かる。動かさないように気を張りつめていても、ふとした瞬しゆん間かんに先っぽが揺れてしまい、その度にたっぷり施ほどこされたクリームがぬちぬちと中で淫みだらな音を立てた。

　たらりと幹を伝う蜜を舌で舐め上げながら、迅が誘ゆう惑わくするように囁きかけてくる。

「もっとシッポ動かせ、理玖。自分で自分の中、くちゅくちゅするの、気持ちいいだろう？」

「や、や……、こんな……っ、変に、なっちゃ……っ」

「ん、いいぞ。なっちまえ」

　手伝ってやる、と迅が円を描えがくようにシッポをぐりぐりと回してくる。

「ふぁ……っ、あ、やめ、あ、ひうう……！」

　ふっくら膨らんだ前ぜん立りつ腺せんから、敏びん感かんになった奥までを自分のシッポで擦り立てられて、理玖はきゅうっと足の指先を丸め、シーツの上で身悶えた。

　感覚が過か敏びんになっているのはシッポの方も同様で、みっちりと狭せまい隘路に絡みつかれ、きゅうきゅうと締しめつけられると、腰が蕩とろけそうなほど甘ったるく重くなってくる。ぬっぷりと全容を含ふくまれた性器を複雑に吸いしゃぶられると、シッポの感覚とそれが重なって、まるで自分に犯されながら、自分を犯しているような、倒とう錯さく的てきで淫らすぎる錯さつ覚かくに襲おそわれて。

「ひ、あ、あ……っ！　も、助け……っ、ひあっ、あ、あ、あ……！」

　強きよう烈れつすぎる快楽の前に、理玖は呆あつ気けなく自身を解放していた。とぷっと溢あふれ出る端はしから、迅が理玖の白蜜をちゅるりと啜すすり上げていく。

「……ん」

　銜くわえられたまま、強く吸われるように圧がかかる。喉のど仏ぼとけをゆっくり上下させた迅が、自分の精を嚥えん下かしたのだと気づき、理玖はカアアッと一層熱く頰を燃え上がらせた。

「あ……、あんな、もの……っ、飲まないで下さい……」

　胸を喘がせながら訴うつたえる理玖を見上げて、迅が唇くちびるの端にからかうような笑みを浮うかべる。

「でも、よかったろうが。全然萎なえてねぇし」

　丁てい寧ねいに残ざん滓しを舌で拭ぬぐわれながら指し摘てきされ、節操のない自分の体が恥はずかしくてたまらない。理玖は腕うでを上げて顔を覆おおい、隠すように身を捩よじった。

「も、や……、迅の、バカ、変態……っ、こんな……っ、こんなの、悪あく趣しゆ味みです……！」

　いくらなじっても、それが照れ隠しである事なんてお見通しなのだろう。くっくっと楽しげに笑いながら、迅が体を起こす。

「そういう男だって分かってて惚ほれたんだろうが。なんせ初っぱなっからお前の事、孕はらまそうとしたんだからな」

「な……っ、開き直らないで下さ……っ、あうっ」

　抗こう議ぎの途中で、ずるうっと後孔からシッポを引き抜かれ、理玖は息を吞のむ。

「ひ、う、う……っ」

「……ん、いい感じに蕩けたな。もう、痛くねぇな？」

　確かめるようにそこに指を入れた迅が、奥の方をくちゅくちゅと弄ってくる。指のつけ根まで入れられても、もう最初の時のような息苦しさは感じなくて、理玖は吐と息いきを乱しながら迅を見上げた。

「……いいか？」

　そっと聞いてくる迅の切れ長の瞳が、欲よく情じように濡ぬれ光っている。途と端たんに心臓が早はや鐘がねを打ち始めて、理玖はこくんと頷うなずいた。

「ん、ん……、も、へい、き……、だから、あの……、……あの」

　迅にしか聞こえない小さな小さな声で、いれて、とせがむ。

「……いい子だな」

「あ……、う……」

　目を細めた迅が、横おう臥がした理玖の片足を抱かかえ上げ、自分の肩かたにかける。大きく足を開く格好に、くらくらと目め眩まいがして、理玖はぎゅっと目を閉じた。

　熱くて太いなにかが、蕩かされた入り口に押し当てられる。慎つつましやかに竦すくんだ襞ひだをくちくちと散らされ、理玖がじっと息を詰つめていると、迅がふっと笑う気配がした。

「理玖、りーく。力抜ぬけって。ちゃんと教えたろ、ほら」

「え、あ……、あー……、っ、う、あ、あうう……っ」

　教えられた通りに声を出した途端、ずぐうっとそこが力強いものに押し開かれる。息を吞んで身を強こわばらせた理玖の肩にキスを落とし、迅はゆっくりと上体を倒たおしてきた。

「きっつ……」

　は、と熱い息を切らせながら、それでも腰を押し進めてくる。雄おすの形に開かれていく衝しよう撃げきに耐たえかねて、理玖は覆い被かぶさってきた男に必死にすがりついた。

「じ、ん……っ、迅……っ」

「ん……、つらいか、理玖」

　かすかに眉まゆを寄せた迅に、気き遣づかうようにそっとそう聞かれて、理玖は取り繕つくろう事ももうできず、ぼろぼろ涙なみだを零こぼしながら何度も頷いた。

　どんなに馴ならされても、一度抱だかれていても、怖こわいものは怖いし、苦しいものは苦しい。

　でも。

「で……っ、でも、やめ……っ、やめちゃ、やだ……っ」

　受け入れたい。

　この人と、ひとつになりたい。

「……理玖」

　切れ長の瞳ひとみを優やさしく細めた迅が、理玖の髪かみをそっと撫なで、目元にくちづけてくる。

　ぺろ、と涙を舐なめた迅は、頰に、鼻先にキスをして微笑ほほえみかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。全部寄よ越こせって、そう言ったろ」

「ん、……うん」

　頷くと、ちゅ、と音を立ててくちづけられた。

　自分から小さく口を開いた理玖の頭を撫でて、唇を触ふれ合わせたまま、迅が囁く。

「……ちゃんと、お前の全部、もらうからな」

「ん……、あ、んむ……」

　ゆっくり深くなっていくキスと共に、そこを熱情で埋うめられていく。

　理玖が肩を震ふるわせる度たびになだめるように舌を甘く嚙かんで、舐めて、迅は時間をかけて理玖の中を満たしていった。ハンドクリームでぬめる奥まで辿たどり着くと、ゆったりと腰こしを送り込んで狭いそこを中から押し広げるように馴らしていく。

「ん、ん……、あ、んん……」

「痛く、ないな？」

「な、ない……っ、あぅんっ」

　こくんと頷いた途端、ずんっと更さらに深くまで貫つらぬかれて、理玖は高い嬌きよう声せいを放った。光が弾はじけるみたいに目の前がチカチカして、思わずぎゅっと迅の首元に抱きつく。

「あ……、あ、ん、ん……」

　動きをとめた熱ねつ塊かいを、ひくん、ひくんと、そこが喰はむように締めつけているのが分かる。押し広げられた苦しさとは違うなにかが、じん、と体の奥で生まれつつあって、理玖は小さく息を詰めて戸と惑まどった。

（へ……、変……、なんか、変……）

　けれど、一度抱かれた体はそれがなんなのか知っているように、嬉うれしげに雄に絡からみつく。もっともっとと、ねだるように淫らにうねる隘あい路ろに、迅がハ、と短く熱い息を切らせ、瞳を眇すがめて理玖を見下ろしてきた。

「……んっとに、悦よすぎんだよ、お前……！」

「え……、あ、あぁやっ、まっ、待ってっ、あ、あんっ、ん、んんっ！」

「無理言うなっつの……！」

　低く唸うなった迅が、堪こらえきれないように腰を送り込み始める。ぐちゅぐちゅと密着したまま突つき上げる動きは、すぐに抽ちゆう挿そうの幅はばが大きく、激しくなってきて、理玖は自分を揺ゆさぶる男に必死にしがみついた。

「じ、ん……っ、迅、ああ、んんんっ！」

「理玖……っ、理玖……！」

　普ふ段だんの余よ裕ゆうをかなぐり捨てた男が、何度も名前を呼びながら自分を求めてくれる。唇をきつく吸われながらずんと奥を突き上げられて、理玖はそこに広がった甘い感覚に身を委ゆだねた。

「んんあ、ああ、い……っ、もち、い……っ、あぁう、ああ、あああっ」

「……んな蕩けた顔して、……可愛かわいいったらありゃしねぇな、ったく」

　喉のど奥おくで低く笑った迅が、理玖の唇を軽く嚙んで、顔を上げる。

「でも、もっとだ。……もっと、乱れてみせろ」

　は、と息を切らせた迅が、一度体を起こし、ずる、と腰を引く。切っ先で浅い位置を探さぐった迅は、指とシッポでさんざん擦こすられてぷっくりと膨ふくらんだ前ぜん立りつ腺せんを張り出した傘かさの部分でぐりぐりと嬲なぶってきた。

「ひぁうっ、あっ、あうっ、そ、こ……っ、そこぉ……っ」

「っ、やっぱこっち、いいみてぇだな？　いいぞ、もっと、……溶とけちまえ」

　ぬくぬくとそこばかりを狙ねらって抽挿を繰くり返される。と、同時に、長い指先がとろとろと透とう明めいな蜜みつを零こぼす性器に絡みついてきて、理玖は思わず息を詰めた。

「は……、ん、ん……っ」

　ねっとりと円を描えがくように蠢うごめく腰に中のいいところを抉えぐられながら、くちゅくちゅと前を扱しごき立てられると、体の中で快感が炎ほのおのように渦うず巻まき始める。とてもじっとしていられなくて、理玖は腰をくねらせて迅の動きを懸けん命めいに追いかけた。

　けれど、意地悪な男は微び妙みように腰の位置をずらして、理玖の動きを阻そ害がいしてくる。弾けそうに膨れ上がったものも、きゅっと根元を押さえられてしまい、理玖はたらたらとシーツの上に蜜を零して身み悶もだえた。

「や、や……っ、も……っ、意地悪、しな、で……っ」

　焦じれた理玖が潤うるんだ目で懇こん願がんすると、迅が苦く笑しようしながら上体を倒してくる。

「ったく、お前のそういうとこが、俺を骨ほね抜ぬきにするんだっつの……」

　ぐぐう、と再び奥まで貫かれて、理玖は己おのれを満たす充じゆう溢いつ感かんに熱いため息を漏もらした。

「あ……、は、あ、あぁあうう……」

「ほら、理玖。イかせてほしかったらなんて言うんだ？」

　ゆすゆすと体を揺すり上げて理玖の深いところに切っ先を擦りつけながら、迅がぺろりと理玖の顎あご先さきを舐めてくる。

「今日も、一いつ緒しよにイくまではお預けだからな。早くイきたいなら、ちゃんとおねだりしないと、なあ？」

「んん……！　あ……っ、あっあっあっ」

　ぬう、と太い部分まで引き抜ぬいた迅が、張り出した段差で入り口をぬぷぬぷと苛いじめてくる。びくびく震える理玖のミミを甘く嚙んだ迅は、その猛たけった熱塊で蕩とろけた蜜路を舐めるように、ゆっくり、ゆっくりと抽挿してきた。

「こないだは上手におねだりできただろう？　それとももう、忘れたか？」

「や……、やぁ……っ」

　なめらかで低い声が、いやらしい囁ささやきを吹ふき込んでくる。

「……してって、言うんだろう？」

「やだ、や……っ、迅の変態……っ、バカ……っ、あ、あううっ！」

　涙目で精せい一いつ杯ぱい睨にらむと、中のそれがぐうっと一ひと際きわ大きく膨らんだ。逆効果だっつったろうが、と愉ゆ快かいそうに笑って、迅がゆったりと理玖を揺らしながら促うながしてくる。

「ちゃんと言えたら、ちゃんとしてやる。……して、欲しいだろう？」

　ほら、と過か敏びんに震えるミミを囁きでくすぐられて、理玖はたまらず迅にしがみついた。

「し、て……っ、い、いっぱい……っ、いっぱいお尻しり、ぐちゅぐちゅして……！　な、なか……っ、中出し、して……！」

「……ん、いい子だな」

　満足そうに理玖の唇くちびるを奪うばった迅が、ぐじゅうっと上から体重をかけて一息に貫いてくる。

「ふ、うううっ、んううううっ！」

　唇を塞ふさがれていなかったら、きっとあられもない声で叫さけんでしまっていただろう。目も眩くらむような快感に指先まで支配されて、理玖は夢中で与あたえられる迅の舌に吸いついた。

「んむ、うう、あ、は、ああう、んにゃあうっ！」

「ん、……は、まぁた、そんな可愛く啼ないて」

　すっかり癖くせになったな、と目を細めながら、迅が上から何度も強く腰を送り込んでくる。灼しやく熱ねつの雄に貫かれる度、ぬじゅ、じゅぐう、と濡ぬれきった音が立って、恥はずかしくてたまらないのに、もうなにもかもが分からなくて。

「あっあっあぁあっ、じ、ん……っ、迅、怖い、怖い……っ」

　強すぎる快感に、自分がどこかに飛んでいってしまいそうで怖くて、がくがくと揺さぶられながら涙目で必死にそう訴うつたえると、迅がぎゅっと手を繫つないでくる。

「……っ、怖がんな、理玖……っ、一緒、だから……っ」

「ん、うん……っ、うん……！」

　大きなその手をぎゅうっと握にぎり返しながらこくこくと頷うなずくと、いい子だな、と迅が顔中にキスの雨を降らせてくる。重なってきた唇を受け入れて、理玖は襲おそい来る衝しよう動どうに身を任せた。

「ん……！　んんんっ、んー……！」

「ん、は……、……ん」

　ぐじゅんっと最さい奥おうまで理玖を刺さし貫いた迅が　どくっと強く脈打ち、飛礫つぶてのような精を注ぎ込んでくる。

　灼やけるような熱情を強したたかに打ちつけられ、理玖は身を震わせて共に階きざはしを駆かけ上がった。

「んん！　ん！　ん……！」

　ぴゅうっと溢あふれ出た白蜜が、ねっとりとシーツに零れ落ちていく。

　ぐ、ぐちゅ、と奥まで残ざん滓しを送り込みながら、迅が理玖の唇を甘く嚙んで熱いため息を漏らした。

「は……、ん、理玖、……理玖」

「あ……、んん」

　頰ほおに、目元に押し当てられたキスが、ミミの先にも落ちてくる。

　好きだ、と掠かすれるような囁きにミミを震わせて、理玖はそっと目を閉じた。

　僕も、と小さく、彼にだけ聞こえるように小さく、呟つぶやきながら。










「と、いう事で」

　コホン、と咳せき払ばらいした郁也に促されて、理玖は一歩前に進み出た。

「まだ先ではありますが、僕の甥おいの理玖が、我が探たん偵てい事務所の正規メンバーに加わる事になりました。みなさん、よろしくお願いします。理玖、一言どうぞ」

「はい。これからは少しずつ依い頼らいも受ける事になりますので、これまで以上に頑がん張ばりたいと思います。よろしくお願いします」

　頭を下げる理玖を、凉子と健太が拍はく手しゆをして歓かん迎げいしてくれる。二人の隣となりで腕うで組ぐみをして難しい顔をしている迅を気にしつつも、理玖は郁也に手を差し出されて握あく手しゆを交かわした。

　あれから数日が経たち、健太と理玖のミミとシッポは消え、二人ともすっかり元の人間の姿に戻もどっていた。

　幸いな事に後こう遺い症しようもなく、他ほかの感かん染せん者しやたちも次々に人間に戻ったという報告が上がってきている。玄治たち警察の捜そう査さで、実験動物たちの身元も徐じよ々じよに判明してきており、あのハムスターも元は研究所にアルバイトに来ていた大学生という事が分かった。

（……早く元に戻れますように）

　そう思いながら三人と握手をした理玖は、最後の一人を振ふり返った。背の高い彼をまっすぐ見上げ、手を差し出そうとした理玖だったが、それより早く、迅が口を開く。

「……本当にいいのか？　お前は別に、探偵になりたい訳じゃないだろう？」

「迅……」

　誰だれよりも自分の為ためを思ってくれている恋こい人びとに、理玖は頷いて微笑ほほえみを浮うかべた。

「確かに探偵になりたかった訳じゃないけど、……でも僕も、この事務所に勤めている人たちみたいになりたいって思ったんです。働くなら、誰かの為に一いつ生しよう懸けん命めい働いてみたい、事務の仕事だけじゃなくて、みんなと一緒に依頼に取り組みたいって」

「……そうか」

　目を細めた迅が、手を差し出してくる。

「ならいい。……よろしくな、理玖」

「はい！」

　頷いた理玖が、迅の手を取って握手を交わした、──次の、瞬しゆん間かん。

「え……、うわっ！」

　ボワンッと聞き覚えのある音がして、目の前の迅の頭にポンッと動物のようなミミが生える。理玖の時のネコミミとはまた違ちがう、縦に長い三角のミミは、灰色の獣じゆう毛もうに覆おおわれていて、もこもこと忙せわしなく動いていて。

「じ、じ、迅!?　それ……っ」

　目を瞠みはった理玖は、わなわな震ふるえながら悲鳴に近い声を上げた。

「そのミミ、まさか……！」

「ふーん、ミミ生えっとこんな感覚なのか。あー、犬っつーか、狼おおかみっぽいな、こりゃ」

　吞のん気きに鏡を覗のぞき込んだ迅が、自分のミミを指で引っ張り、腰こしの後ろに垂れ下がったフサフサのシッポを振ってみせる。驚おどろきのあまり声もまともに出せなくなった理玖だったが、その時、横から顔を出した郁也が、思い当たる事がある様子で迅に問いかけた。

「もしかして迅も、上田さんに頼たのまれてデータ提供したの？」

「ああ、こないだ研究所に行ったら、発はつ症しよう前の感染者のデータが少なくて苦労してるって聞いたからな。例のハムスターに嚙かまれてきた。なんだ、所長もか？」

　聞き返した迅に、郁也がまあね、と頷く。

「僕はすぐ血清打ったけど、それでも数日間はウイルスが残ってるんだって。迅は？」

「いや、俺はまだ。発症した後もデータ取りてぇっつーから、また改めて行く事になってる」

　あっけらかんと言う迅に、理玖は思わず詰つめ寄ってしまう。

「そんな……っ、どうしてそんな実験台みたいな事……！　万が一なにかあったら……っ」

「お前も高橋もなんもなかったじゃねぇか。それに、データあった方が薬が早く作れるってんだから、別にこんくらい平気だって」

「なにかあってからじゃ遅おそいんですよ!?」

　心配のあまり涙なみだ目めで怒ど鳴なった理玖に、迅が驚いたように目を見開く。

「理玖……」

「どうして先に血清打っておかなかったんですか!?　言ってくれたら握手なんてしなかったのに……！　なんでそんな吞気に……っ！」

「あー……、悪い、そんな驚くとは思わなくてよ」

「そういう……っ、そういう事じゃありません……っ、もういいです……！」

　自分のせいで迅が発症してしまったなんて、とすっかり気が動転して、理玖はくるりと後ろを向いてしまう。

　やむをえない状じよう況きようだったならともかく、自分から感染したなんて一体どういうつもりなのだろう。驚かせるつもりだったのだとしたら、タチが悪すぎる。

「……悪かった、理玖」

　後ろから近づいてきた迅が、理玖の背中を抱だきしめてくる。

「先に血清打たなかったのは、お前に触ふれた時に俺にミミが生えりゃ、お前にも分かるかと思ったからだ。俺がお前の事好きって、これならお前も信じられるだろう？」

「それは……、でも」

　確かに分かりやすいけれど、と理玖は口ごもりながらも続けた。

「……でも、迅が危ない目に遭あうのは嫌いやです。あんな得体の知れないウイルス、なにが起こるか分からないんだから……」

　迅は理玖にミミが生えて嬉うれしいと言ったけれど、でも一度猫ねこにまでなってしまった理玖としては、手放しでは喜べない。

「僕は嫌です。迅が狼になっちゃったら、それが自分のせいだとしたら、絶対嫌です……」

「……可愛かわいい事ばっか言うんじゃねぇよ、理玖」

　ぽんぽん、と頭を撫なでた迅が、理玖の顔を後ろに向けさせようとする。

　あ、と思った時にはもう、唇が近づいていて、理玖は思わず目を閉じかけ──。

「はい、そこまでー」

「えっ、あっ、い、郁兄……っ！　ちょ……っ、迅！　放して……っ」

　郁也の一声に、ここが事務所で、他のメンバーもその場にいた事をようやく思い出す。けれど、恋人はそんな事はしっかり承知の上でキスをしかけようとしていたらしい。

「うるせぇ。暴れんじゃねぇっつの。キスできねぇだろうが」

「し、しませんってば！」

　強きよう靭じんな腕うでから逃のがれようとジタバタする理玖と、不ふ機き嫌げんな野や獣じゆうと化した迅を見比べて、郁也がため息をつく。

「なんでうちの甥っ子はこんなケダモノみたいな男がいいんだか……」

「ホント、自分襲った狼好きになるとか、理玖くん案外趣しゆ味み悪わるいわよねー」

　がっくりと肩かたを落とした郁也の背を、凉子がなだめるようにぽんぽんと叩たたく。と、その時、事務所のドアが唐とう突とつにバーンッと勢いよく開かれた。

「おおい、佐伯。また捜査を手伝ってくれないか」

　ずかずかと事務所に入ってきたのは玄治だった。相変わらずガタイがよくて、顔つきも厳いかめしい事この上ない。

「先せん輩ぱい……」

　玄治を振り返った郁也が、笑え顔がおのまま凍こおりつき、小さく呻うめく。

「……しばらく事務所には近づくなって連れん絡らくしたのに、このアホゴリラ」

「ん？　なんか言ったか？」

　首を傾かしげた玄治に、郁也がため息混じりに歩み寄る。

「いいえ、別になにも。いいですよ、今回はどういった捜査です？」

「おお、これなんだがな」

　書類を差し出した玄治が郁也に近づいたところで、凉子がニヤ、と笑みを浮かべた。

（……？　凉子さん？）

　そうっと郁也の背後に立った凉子が、ポンと郁也の肩を押す。

「えっ、うわっ」

「お？　お、大だい丈じよう夫ぶか、佐伯」

「バカ、避よけてって……っ」

　よろけた郁也を玄治が抱きとめた、次の瞬間。

　ボワンッと、例のあの音がしたかと思うと、郁也の頭にポンッと三角の黒いミミが、腰からシュルンッと長く、これもやはり黒いシッポが生えた。

　それは、理玖と同じ、猫のミミとシッポで──。

「あ……!?　おい郁也、お前、まさかあのハムスターに嚙まれてたのか!?」

　すっかり気が動転したらしい玄治は、普ふ段だんと違う呼び方で郁也を呼んでしまう。

（郁也って……、ミミとシッポ生えたし、まさか……）

　息を吞のんだ理玖の目の前で、郁也が地を這はうような低い声で呻く。

「……最悪だ。今までずっと隠かくしてたのに……」

「あら、別に隠す事ないじゃないですか、所長。理玖くんもうちの正式メンバーになったんだし、これからは隠し事なしって事で」

　イタズラっぽく笑う凉子の隣となりで、健太はあんぐりと口を開けている。どうやら凉子は二人が恋人同士である事は気づいていたらしいが、健太は知らなかったようだ。

「な……、なんか、美女と野獣みたいな組み合わせだね……」

　どうにかフォローを、と思った理玖の一言は、あまりフォローになっていなかったどころか、郁也の心にぐっさり刺ささったらしい。ミミをふるふる震わせながら顔を上げた郁也は、すっかり拗すねた表情を浮かべていた。

「美女と野獣って……、人の男を野獣って……」

「だ……、だって、郁兄もさっき迅の事、ケダモノって……！　っていうか、玄治さんの事ゴリラって言ったじゃん！」

　さっき確かにそう聞こえた、と狼狽うろたえた理玖だったが、郁也は聞くミミ持たずといったようにぷいっと横を向いてしまう。

「……いいもん。こうなったら理玖の秘密、バラしちゃうもん」

「え!?　ちょっ、郁兄……!?」

　慌あわてて郁也のもとに駆かけ寄ろうとした理玖だったが、未いまだがっちりと迅の腕に囚とらわれていてはそれも叶かなわない。おまけに。

「……理玖の秘密？」

　迅は郁也の言葉にすっかり興味を引かれたらしい。ニヤ、と笑って、郁也が暴ばく露ろを始める。

「聞きたい？　あのねえ、理玖ったら高校生の頃ころからずっと、ある写真を定期入れに入れて持ち歩いててねぇ」

「いっ、郁兄！　ストップ！　それ……っ、それダメなやつ……！」

　郁也が語り始めたそれがなんの写真なのか、すぐに分かった理玖は、必死にとめようとする。が、郁也は途と中ちゆうでやめる気はさらさらないらしい。

「もちろん、この事務所でアルバイトしてる間もずっと、肌はだ身み離はなさず持ってたらしくてねえ？　それっていうのが、とある男性モデルが猫と戯たわむれてる写真なんだけど、時々それ見て悩なやましげなため息ついてて……」

「猫との写真？　……ああ、アレか。あ？　でもあれ、相当レアな写真だったはず……」

　確か読者プレゼントで、と記き憶おくを辿たどり始めた迅に、郁也が大きく頷うなずく。

「そうそう、絶対当てたいからって、雑誌のアンケ葉書にびっしり感想書き込んだらしいよ。神社に神かみ頼だのみにまで行ったらしくてねえ」

「なっ、なっ、なんでそんな事まで知ってんの!?　っていうか、聞いちゃダメー！」

　体を捩ひねった理玖は、迅の両耳を必死に塞ふさいでそれ以上聞こえないように邪じや魔まを試みる。

　わぁわぁと賑にぎやかな三人を眺ながめながら、玄治がぼそりと呟つぶやいた。

「郁也が俺に触さわられてミミが生えたのは嬉しいが、……ゴリラに野獣、か……」

「まあまあ、気落ちしないで、玄さん。あれでも愛はあるのよ、愛は」

　凉子が楽しそうに玄治の背を叩いたところで、プルル、と事務所の電話が鳴る。

　一番近くにいた理玖は、慌てて迅の腕からもがき出て、受話器を取った。

「は……、はいっ、こちら佐伯探たん偵てい事務所です。なにかお困り事ですか？」

　にっこり笑って瞳ひとみを輝かがやかせながら、顔を上げる。

「なんでもご相談下さい。お力になります！」

　窓辺の木の葉を揺ゆらした風が、事務所の中を吹ふき抜ぬけていく。

　赤く火ほ照てった理玖の頰ほおを撫でる涼すずやかなその風は、ほのかなウッドノートの香かおりがした。







　あとがき




　ルビー文庫さんでは初めまして、櫛くし野のゆいです。この度は拙せつ作さくをお手にとって下さり、ありがとうございます。

　猫ねことか犬とか動物満まん載さいでお送りしましたが、いかがでしたでしょうか。私は、一番好きな動物はと聞かれたら、猫と即そく答とうする猫好きなのですが、犬も狼おおかみもハムスターも好きなので、ミミがどうとかシッポがどうとか書いているだけで楽しかったです。ハムスターは初めて書いたかな。ちっちゃい動物は動きがコミカルで、見ているだけでほわほわしますね。

　今回ケモミミものを、とリクエストをいただいて、好きな人に触さわられるとケモミミが生えちゃう、という設定を考えたはいいのですが、その原因にちょっと悩なやみました。そんなウイルスを作る研究者にはどんな意図があったんだろう、ケモミミ好きの変態とか？　と悩んでいたのですが、担当Ａさんの「マッドサイエンティストって事でいいのでは」の一言であっさり解決しました。典型的なマッドサイエンティストの磯いそ貝がいは、自分がウイルスに感かん染せんしてヘビにでもなれば反省するんじゃないかなと思います。いや、しないかな。

　脇わき役やくの探たん偵てい事務所の面々はとても書きやすかったです。過保護な郁いく也やの叔父おじバカっぷりはもちろん、人間でも犬の姿でもワンコ全開な健けん太たも、凉りよう子こさんの素す敵てきな姉あね御ごっぷりも楽しく書きました。そういえば、凉子さんはプロットでまだ名前がない時、姉御という表記でした（笑）。

　主人公の理り玖くは最初はコンプレックスの塊かたまりなのですが、お話を通してだんだん成長してくれるのが嬉うれしかったです。素直ないい子なので、今後も周りの大人にいい影えい響きようを受けて、どんどんしっかり者になっていってくれるんじゃないかな。

　そして迅じんですね。この人がまあ、最初はなかなか喋しやべってくれなくて、とっかかりは苦労しました。理玖にネコミミが生えて、本心が見えてきてからやっと喋ってくれたと思ったら、なんだかすごいオラオラ口調で、おっかなびっくり書きました（笑）。本当は理玖の事甘やかして構い倒たおしたかったけど、嫌きらわれてると思ってたからちょっかい出せなくてイライラしていた狼さんですが、基本的に度量の大きな男なので、なにがあっても理玖の事を受けとめてくれるんじゃないかなと思います。

　可愛かわいらしい理玖とオラオラな迅を描かいて下さった中なか条じよう先生、この度はありがとうございました。実はこの本のタイトルは、中条先生の描いてくださった表紙ラフを見てパッと思いついたものです。この表紙をいただいていなかったら、まだタイトルに難航していたかもしれません。

　お声がけ下さった担当Ａさんも、本当にありがとうございました。プロット段階から丁てい寧ねいに見ていただいたおかげで、大変楽しく書く事ができました。お布ふ団とんシーンを褒ほめていただけたのがとても嬉しかったです！

　ではでは、またお目にかかれる事を祈いのって。


櫛野ゆい　拝
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